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平成２１年第１回清里町議会定例会会議録（３月１０日） 
 
平成２１年第２回清里町議会定例会は、清里町議会事堂に招集された。 
 
１．応招議員は次のとおりである。 
    １番 勝 又 武 司      ６番 藤 田 春 男 
    ２番 加 藤 健 次      ７番 細 矢 定 雄 
    ３番 畠 山 英 樹      ８番 中 西 安 次 
    ４番 澤 田 伸 幸      ９番 村 尾 富 造 
    ５番 田 中   誠 
 
２．不応招議員は次のとおりである。 
    なし 
 
３．出席議員は次のとおりである。 
    出席議員は応招議員に同じである。 

     
４．欠席議員は次のとおりである。 
 
５．遅刻議員は次のとおりである。 
    なし 
 
６．早退議員は次のとおりである。 
    なし 
 
７．地方自治法第１２１条の規定により、説明のために会議に出席した者は次のとおりである。 
 
         町 長   橋  場    博 
         代 表 監 査 委 員   篠 田 恵 介 
         教 育 委 員 長   二  俣    勝 
         農 業 委 員 会 長   成 戸 昌 道 
         選 挙 管 理 委 員 長   若  松    明 
         副 町 長   櫛 引 政 明 
         総 務 課 長   古 谷 一 夫 
         町 民 課 長   小 笠 原 利 一 郎 
         建 設 課 長   坂 本 哲 夫 
         産 業 課 長   宇  野    充 
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         保 健 福 祉 課 長   島 澤 栄 一 
出  納  室  長   谷    秀  三 

         焼 酎 事 業 所 長   長 屋 将 木 
         教 育 長   荻 野 美 樹 
         生 涯 教 育 課 長   柏 木 繁 延 
         監 査 委員事務局長   村 上 孝 一 
         農業委員会事務局長   宇  野    充 
         選挙管理委員会事務局長   古 谷 一 夫 
 
 
８．本会議の書記は次のとおりである。 
         事 務 局 長   村 上 孝 一 
         主        査   鈴 木 美 穂 子 
 
９．本会議の案件は次のとおりである。 
報告第 １号  専決処分の報告について 

同意第 １号  網走支庁管内町村公平委員会委員の選任について 

同意第 ２号  固定資産評価審査委員会委員の選任について 

同意第 ３号  固定資産評価審査委員会委員に選任について 

議案第 ５号  北網広域圏組合の解散に伴う財産処分の変更について 

議案第 ６号  清里町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 

議案第 ７号  清里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第 ８号  清里町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第 ９号  清里町税条例の一部を改正する条例 

議案第１０号  清里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

議案第１１号  清里町介護保険条例の一部を改正する条例 

議案第１２号  清里町営牧野条例の一部を改正する条例 

議案第１３号  清里町町営住宅条例の一部を改正する条例 

議案第１４号  清里町地域特別賃貸住宅Ａ型条例の一部を改正する条例 

議案第１５号  清里町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例 

議案第１６号  清里町地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例 

議案第１７号  町道路線の認定について 

議案第１８号  平成２０年度清里町一般会計補正予算（第５号）    

議案第１９号  平成２０年度清里町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）   

議案第２０号  平成２０年度清里町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）    

議案第２１号  平成２０年度清里町老人保健特別会計補正予算（第３号） 

議案第２２号  平成２０年度清里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 
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議案第２３号  平成２０年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第２４号  平成２０年度清里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第２５号  平成２０年度清里町焼酎事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第２６号  平成２１年度清里町一般会計予算  

議案第２７号  平成２１年度清里町介護保険事業特別会計予算  

議案第２８号  平成２１年度清里町国民健康保険事業特別会計予算 

議案第２９号  平成２１年清里町老人保健特別会計予算  

議案第３０号  平成２１年度清里町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第３１号  平成２１年度清里町簡易水道事業特別会計予算 

議案第３２号  平成２１年度清里町農業集落排水事業特別会計予算 

議案第３３号  平成２１年度清里町焼酎事業特別会計予算   

平成２１年度町政執行方針 
平成２１年度教育行政執行方針 

  一 般 質 問 
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開会 午前 ９時３０分 
  ●開会・開議宣言 
○議長（村尾富造君） 
 ただ今の出席議員数は９名です。 
 ただ今から平成２１年第２回清里町議会定例会を開催いたします。 
 ただちに本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 
 
●日程第１ 会議録署名議員の指名 
○議長（村尾富造君） 
 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によ

り、議長において、１番 勝又武司君、２番 加藤健次君を指名いたします。 
 
  ●日程第２ 会期の決定について 
○議長（村尾富造君） 
 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 
 本件について、委員長の報告を求めます。議会運営委員会委員長 加藤健次君。 
 
○２番（加藤健次君） 
 本定例会は当初予算が提案される議会であり、町政執行方針、教育行政執行方針、一般質問、予算

審査その他議案内容から判断して本定例会の会期は本日より３月１３日までの４日間とすることが

適当と思います。以上が議会運営委員会の結果でありますので報告いたします。 
 
○議長（村尾富造君） 
 お諮りします。本定例会の会期は委員長の報告のとおり本日から３月１３日までの４日間にしたい

と思いますがご異議ありませんか。 
（「異議なし」との声あり） 

○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１３日までの４日間に決定しました。 
 
  ●日程第３ 議長諸般の報告 
○議長（村尾富造君） 
 日程第３ 議長諸般の報告を行います。 
 事務局長に報告させます。議会事務局長。 
 
○事務局長 
 議長諸般の報告７点についてご報告申し上げます。 
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１点目、議員の派遣状況及び会議・行事等の出席報告についてであります。（１）斜里郡３町議会

連絡協議会について、２月２０日、小清水町で開催され、正・副議長・各常任委員長が出席いたして

おります。今回は、昨年実施された議長会府県調査の中から、広域行政についての報告と情報交換等

を行い、また、斜里郡３町議長と小清水赤十字病院長との懇談会について報告がなされました。その

ほか、斜里町より新一般廃棄物処理施設計画の現状について報告がありました。（２）網走支庁管内

町村議会議長会定期総会について、２月２３日、雄武町で開催され、村尾議長が出席いたしておりま

す。報告事項５件、議事３件、協議事項３件が提案され、原案のとおり議決・承認されました。また、

総会終了後、網走支庁長よりオホーツク観光の現状と今後の取り組みについて講演がありました。

（３）一部事務組合等の会議について、記載のとおり一部事務組合の議会が開催され、それぞれ議員

が出席いたしておりますのでご報告申し上げます。 
２点目、常任委員会及び議会運営委員会の開催状況について、記載の期日・案件で会議が開催され

ておりますのでご報告申し上げます。 
３点目、町民懇談会の開催について、議会主催の町民懇談会として、２月２５日、コミュニティセ

ンターにおいて、清里町の商工・観光の現状と課題についてをテーマに、商工会・観光協会役員と議

員全員が出席して懇談会を実施しております。 
４点目、平成１９年度教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告について、４ページの議長宛

て文書のとおり、平成２０年４月から施行された地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、

別冊の報告書の提出がありましたのでご報告いたします。 
５点目、道外所管事務調査報告について、昨年の１１月２５日から２９日の５日間、両委員会合同

の道外所管事務調査が行われました。調査地は熊本県小国町、人吉市、宮崎県綾町、北郷町の４市町

です。延べ１４の調査項目について調査を行っており、その報告書が提出されましたので、別冊のと

おり報告いたしますのでご参照ください。 
６点目、例月現金出納検査の結果について、平成２１年２月分について５ページのとおり提出され

ております。適正であるとの報告であります。 
７点目、平成２１年第２回清里町議会定例会説明員等の報告について、６ページのとおりとなって

おりますのでご参照いただきたいと存じます。以上で議長諸般の報告を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これで議長諸般の報告を終わります。 
 
  ●日程第４ 町長一般行政報告 
○議長（村尾富造君） 
 日程第４ 町長一般行政報告を行います。町長 橋場 博君。 
 
○町長（橋場 博君） 
 町長の一般行政報告を申し上げます。 
主要事業報告１点目、北網広域圏組合議会定例会の結果についてであります。２月２７日網走市で
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開催されました。案件は記載の１９年度北網広域圏組合各会計歳入歳出決算についてであります。こ

の組合議会は最後の会議ということで決算についての審議が行われたわけでありまして、原案のとお

り可決承認がなされております。２点目の北網地域活性化協議会設立総会の結果についてでありま

す。１点目の北網広域圏組合議会が解散されまして、その後北網地域活性化協議会、これが設立され

たわけであります。その総会の結果についてでありますが、２月２７日網走市で開催されました。案

件は、北網地域活性化協議会設置の要綱の制定について。また、役員の選出が行われまして会長は網

走市長他それぞれ記載の方々が選任され、原案のとおり全て可決承認がなされています。３点目の斜

里地区消防組合議会第１回定例会の結果についてであります。３月２日斜里町で開催されました。付

議案件は記載の４件でありまして、１点目の公平委員会委員の選任は安井敏和氏の選任についてであ

ります。また、２点目の消防団員定数に関する条例の改正でありますけども、現在組合全体で３４５

名の定員を３２５人に２０名減員するものでありまして、その内訳は小清水町、清里町でそれぞれ１

０名づつ減員して、それぞれの町現行１００名を９０名にするものであります。これは現在の実人員

に合わせた改正にしたものであります。３点目、４点目それぞれ補正予算、また、２１年度の一般会

計予算につきましては全て原案のとおり可決承認がなされています。次４点目の斜里郡３町終末処理

事業組合議会第１回定例会の結果についてであります。３月２日斜里町で開催されました。付議案件

でございますけども、記載の４点でございまして、１点目の職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例につきましては、現行の１週間４０時間勤務を３８時間４５分に改正し、１日の

勤務時間、現行の８時間を７時間４５分に改正するものでありまして、４月１日から施行するもので

あります。また、２点、３点の補正予算、２１年度組合議会一般会計予算につきましては、それぞれ

原案のとおり可決承認がなされております。４点目につきましては、安井敏和氏の公平委員の選任の

同意であります。 
 次、２０年度工事進捗状況、３月１日現在の状況であります。まず、清里町一般廃棄物最終処分場

浸出水処理施設増設工事でありますけども、工期は２０年の５月１３日から２１年の１１月３０日ま

でであります。種別でありますけども、砂ろ過施設設置、建物面積２０平方メートルでありまして、

進捗割合でありますけれども、２０年度予定分については９５％、全体事業比の８５％であります。

進捗状況でありますが、基礎・水槽躯体工事完了、建築・配線設備工事施行中、砂ろ過設備工事完了

であります。次の清里町一般廃棄物最終処分場埋立地増設工事であります。工期は２０年８月５日か

ら２１年１１月３０日までであります。工事の種別でありますが、記載のとおりでありまして埋立地

増設、埋立容量、埋立面積であります。進捗状況でありますが、２０年度予定分については１００％、

全体事業分で２５％の進捗割合であります。進捗状況は浸出水調整池工事完了、埋立地造成、雨水等

集排水工事完了であります。次３点目の地域優良賃貸住宅建設工事であります。工期は２０年６月２

４日から２月２０日まででありまして、鉄筋コンクリート造２階建１棟６戸、工事完了であります。

建築場所は旧営林署跡地であります。次、４線道路凍雪防止工事でありますが工期は２０年９月１９

日から２１年１月３０日。工事の概況でありますけれども、延長２４０メートル、幅員５，５メート

ルであります。進捗割合は１００％で工事は完了いたしております。以上を申し上げまして町長一般

行政報告とさせていただきます。 
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○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。これで町長一般行政報告を終わります。 
 
  ●日程第５ 報告第１号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第５ 報告第１号 専決処分についてを議題とします。本件について報告の説明を求めます。

総務課長。 
 
○総務課長 
 ただ今上程されました報告第１号専決処分の報告についてご説明を申し上げます。 
本件につきましては、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき専決処分を行ったので、同条第

２項の規定により議会に報告するものです。議案を１枚お開きください。本件につきましては記載の

とおり、昨年１１月２１日に発生いたしました公用車によります交通事故について、示談により損害

賠償額が確定いたしましたので、本年２月２０日付をもって専決処分を行ったものでございます。交

通事故の状況につきましては、上斜里８５８番地地先となります道道摩周湖斜里線と町道１３号道路

の交差点における車輛同士の接触衝突事故であり、相手方車輛及び交通標識１基、バス停留所標識１

基の損傷が生じたことから、損害賠償額合わせて３件で４０万４千５０５円について、それぞれ、記

載の損害賠償相手方及び金額を確定し専決処分を行ったものです。なお、職員の交通事故防止や安全

教育につきましては、今後とも十分指導の徹底をはかってまいります。以上をもって、専決処分の報

告とさせていただきます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 これで、報告第１号 専決処分の報告についてを終わります。 
  
●日程第６ 同意第１号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第６ 同意第１号 網走支庁管内町村公平委員会委員の選任についてを議題とします。提出者

の説明を求めます。副町長。 
 
○副町長 
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 ただ今上程されました、同意第１号網走支庁管内町村公平委員会委員の選任について提案理由のご

説明を申しあげます。 
 網走支庁管内の町村で共同で設置をいたしております３名の公平委員会の委員のうち、宇佐美不二

夫氏はこの３月３１日をもって任期満了となりますので、新たに本町の前助役さんでありました安井

敏和氏を委員として選任いたしたく、委員会規約第３条第１項の規定に基づき議会の同意を求めるも

のでございます。委員会規約第３条第１項の規定につきましては、公平委員会の委員は関係町村長が

協議により定めた候補者につき関係町村の議会の同意を得たうえ網走支庁管内交通災害共済組合長

が選任すると、そうした規定でございます。安井敏和氏の選任につきまして、満場でのご同意を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。なお、同氏の経歴等につきましては次のページに記載され

ておりますので、ご覧いただきたいと存じます。また、任期につきましては平成２１年４月１日から

平成２５年３月３１日の４年間でございます。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 本件については議会先例により討論を省略します。 
これから同意第１号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案どおり同意する

ことに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、同意第１号 網走支庁内町村公平委員会委員の選任については原案ど

おり同意することに決定しました。 
 
●日程第７ 同意第２号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第７ 同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とします。提出者の説

明を求めます。副町長。 
 
○副町長 
 ただ今上程されました、同意第２号固定資産評価審査委員会委員の選任について提案理由のご説明

を申し上げます。 
 現委員さんであります澤田清氏は３月１３日で任期満了となりますので、新しく鈴木文雄氏を選任

いたしたく地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。地方税法

第４２３条第３項は、固定資産評価審査委員会の委員は、町税の納税義務のあるものまた、固定資産

について学識経験を有する者のうちから議会の同意を得て町長が選任すると、そうした規定でござい
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ます。次のページに履歴等が記載されておりますが、鈴木文雄氏は神威１，０６０番地にお住まいで、

昭和２６年２月５日生まれの満５８歳の方でございまして、現在地におきまして農業経営をされてお

ります。鈴木氏の選任について満場での同意を賜りますようよろしくお願い申し上げます。なお、任

期につきましては平成２１年３月１４日から平成２４年３月１３日までの３年間でございます。以上

で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 本件については議会先例により討論を省略します。 
これから同意第２号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案どおり同意する

ことに賛成の方は起立願います。 
 
○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任については原案どお

り同意することに決定しました。 
 
●日程第８ 同意第３号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第８ 同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とします。提出者の説

明を求めます。副町長。 
 
○副町長 
 ただ今上程されました、同意第３号固定資産評価審査委員会委員の選任について提案理由のご説明

を申し上げます。 
 本件につきましても現委員さんであります大塚妙子氏がこの３月１５日をもって任期満了となり

ますので、引き続き選任いたしたく法の定めるところにおきまして議会の同意を求めるものでござい

ます。次のページに大塚妙子氏の履歴等を記載しておりますのでご覧いただきたいと存じます。同氏

の固定資産評価審査委員会委員の選任につきまして満場でのご同意を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。なお、任期につきましては平成２１年３月１６日から平成２４年３月１５日までの３

年間でございます。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
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○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 本件については議会先例により討論を省略します。 
これから同意第３号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案どおり同意する

ことに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任については原案どお

り同意することに決定しました。 
 
●日程第９ 議案第５号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第９ 議案第５号 北網広域圏組合の解散に伴う財産処分の変更についてを議題とします。本

件について提案理由の説明を求めます。総務課長。 
 
○総務課長 
ただ今上程されました、議案第５号北網広域圏組合の解散に伴う財産処分の変更について提案理由

のご説明を申し上げます。 
本件につきましては、平成２０年１２月１１日に議決された議案第５５号北網広域圏組合の解散に

伴う財産処分について、その内容を変更するため、解散に伴う財産処分を関係市町の協議の上定める

ことについて地方自治法の規定により議会の議決を求めるものです。それでは議案を１枚お開きくだ

さい。北網広域圏組合の解散に伴う財産処分に関する協議となっておりますが、今般の変更につきま

しては、先に議決をいただいた財産処分におきましては、保有する基金のうち北海道の出資した１億

円については北海道に返還することとしておりましたが、網走市の提案により北海道と協議した結果、

北網地域の活性化を目的とした事業に資するための新たな基金原資として、受け皿となる任意団体を

組織し使用された場合は返還を要しないこととされました。このことから、関係１０市町の理事者及

び議長との協議を経て、去る平成２１年２月２７日に、新たな受け皿団体となる北網地域活性化協議

会が設立されております。従いまして、今回の変更の内容につきましては、１０市町への基金の配分

につきましては先に議決いただいたとおりとし、北海道へ返還することとした１億円については、新

たに設立されました北網地域活性化協議会に移譲すると変更するものです。それでは、新旧対照表を

もって変更箇所をご説明申し上げますので、審議資料の１ページをご覧いただきたいと存じます。変

更につきましてはアンダーラインで示しておりますが、変更前の協議の北海道に返還するを変更後の

協議においては北網地域活性化協議会に移譲すると変更するものでございます。以上で提案理由の説

明とさせていただきます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 
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（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第５号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第５号 北網広域圏組合の解散に伴う財産処分の変更については

原案どおり可決されました。 
 
●日程第１０ 議案第７号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第１０ 議案第７号 清里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を議

題とします。本件について提案理由の説明を求めます。総務課長。 
 
○総務課長 
 ただ今上程されました、議案第７号清里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例について提案理由のご説明を申し上げます。 
本件につきましては、平成２０年度の人事院勧告により現在の１週間当たりの勤務時間４０時間を、

民間事業所の実態に合わせ３８時間４５分にすべきとの勧告がなされ既に閣議決定されているとこ

ろですが、当町におきましても、本年４月１日より勧告に基づき国家公務員に準じるなか１週間当た

りの勤務時間を３８時間４５分に改正するものです。それでは新旧対照表により改正箇所の説明を申

し上げますので、審議資料の２ページをご覧いただきたいと存じます。改正箇所につきましてはアン

ダーラインで示しております。 
改正後の条例でご説明申し上げます。１週間の勤務時間を規定する、第２条第１項中、４０時間を

３８時間４５分に、同条第２項の短時間勤務につきましては、１６時間から３２時間までを１５時間

３０分から３１時間までと改めます。週休日及び勤務時間の割振りにつきましては、第３条第２項の

８時間を７時間４５分に改めます。３ページをご覧いただきたいと存じます。育児又は介護を行う職

員の深夜勤務及び時間外勤務の制限について規定する第８条の２第２項におきましては、１月につい

て２４時間を２３時間１５分に、１年について１５０時間を１４５時間に、それぞれ改めるものです。

附則は施行日を規定いたしております。なお、条例を施行するに当たっては、役場の開庁時間８時１

５分及び閉庁時間午後５時の変更を行わず、規則で規定いたしております昼の休憩時間を１５分延長

し、正午より午後１時に変更することとし、休憩時間にあっても、現在同様、窓口・電話応対業務等
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を的確に行うことといたします。以上で提案理由の説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第７号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第７号 清里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例は原案どおり可決されました。 
 
●日程第１１ 議案第８号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第１１ 議案第８号 清里町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を議題と

します。本件について提案理由の説明を求めます。総務課長。 
 
○総務課長 
 ただ今上程されました、議案第８号清里町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 
本件につきましては、先に議決されました、議案第７号清里町職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例において勤務時間の改正が行われたことから、育児休業法で定められた育児

短時間勤務職員並びに短時間勤務職員の勤務時間について、連動した改正を行うものです。それでは

新旧対照表によりご説明申し上げますので、審議資料の４ページをご覧いただきたいと存じます。改

正箇所はアンダーラインで示しております。 
改正後の条例でご説明申し上げます。勤務形態を規定する第１１条１号、ア及びイ中、２０時間、

２４時間又は２５時間を、１９時間２５分、２３時間１５分又は２４時間３５分に改めます。育児短

時間勤務職員の時間外勤務手当支給基準を規定する、第１７条の表中８時間を７時間４５分に改めま

す。５ページをご覧いただきたいと存じます。同じく、短時間勤務職員について、第１７条の表中８

時間を７時間４５分に改めます。６ページをご覧いただきたいと存じます。第１８条は短時間勤務職

員の１週あたりの勤務時間を規定いたしておりますが、表中、３２時間を３１時間に改めるものでご
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ざいます。附則は施行期日を規定いたしております。以上で提案理由の説明とさせていただきます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第８号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第８号 清里町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例は原案どおり可決されました。 
 
●日程第１２ 議案第１２号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第１２ 議案第１２号 清里町営牧野条例の一部を改正する条例を議題とします。本件につい

て提案理由の説明を求めます。産業課長。 
 
○産業課長 
 議案第１２号清里町営牧野条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 
本件につきましては、町営の青葉牧場の廃止に伴います位置及び面積の改正と使用料の納付方法に

ついての改正を行うものであります。それでは、別冊審議資料の新旧対照表により内容をご説明申し

上げますので、審議資料の１６ページをお開き下さい。改正部分をアンダーラインで示しております。     

第２条は位置及び面積を定めるものでありすが、青葉牧場に係る部分の廃止に伴い削除するもので

す。第５条は使用料の納付方法について定めるものでありますが、使用料は牧野の使用許可を受ける

と同時に納付としておりますが、今回牧野利用の実績により使用料を納付する方法に改正するもので

ございます。第６条は使用料の返還について定めておりますが、前条第５条の改正により利用実績に

よる納付となることから、返還が生じることが無くなり全文を削除するものであります。第７条過料

と第８条委任につきましては、第６条の削除によりそれぞれ繰り上がるものであります。附則につき

ましては施行期日を定めるものです。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
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 これから質疑を行います。 
（「質疑なし」との声あり） 

○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第１２号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１２号 清里町営牧野条例の一部を改正する条例は原案どおり

可決されました。 
 
●日程第１３から日程第１６ 議案第１３号から議案第１６号 
○議長（村尾富造君） 
 ここで関連がありますので、日程第１３ 議案第１３号 清里町営住宅条例の一部を改正する条例

から、日程第１６ 議案第１６号 清里町地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例までを一括議

題とします。議案第１３号から議案第１６号まで順次提案理由の説明を求めます。建設課長。 
 
○建設課長 
 ただ今一括上程されました議案第１３号清里町営住宅条例の一部を改正する条例から議案第１６

号清里町地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例について順次ご説明申し上げます。 
 まず今回の条例の改正の主な内容についてご説明申し上げます。平成３年に国民を暴力団員の不法

行為や危険から守るため、暴力団員による不当な行為の防止に関する法律が制定されました。この法

律の制定により国及び地方公共団体も市民生活の安全と平穏の確保を図り、国民の生活と権利を保護

することに努めることとされております。このことを受け、国土交通省や警察署の方からも公営住宅

等公の住宅に暴力団員の入居を制限する規定を設けるよう再三要請されているところであります。そ

ういったことから、今回、町営住宅条例等４件につきまして、暴力団員を排除する規定を付け加え、

安全安心なまちづくりをして参りたいというのが条例改正の理由であります。それでは改正の内容を

ご説明申し上げます。審議資料の１７ページをお開き下さい。アンダーラインの引いてある部分が今

回改正する部分でございます。 
まず、１７ページの清里町営住宅条例の一部を改正する条例の新旧対照表、左側が改正前の条例で

右側が改正後の条例でございます。第６条は入居者の資格で、第４号として公安員会より指定されて

いる暴力団には町営住宅には入居させないものでございます。第１１条は住宅入居の手続きで３号と

して町営住宅の入居決定者に対し暴力団員でないこと、暴力団員と判明した場合は町営住宅から退去
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することとした誓約書を提出させることを規定するものです。第１２条は同居の承認で、第２項とし

て暴力団員には同居の承認をしないことを規定するものです。第１３条は入居の承継で、第２項とし

て暴力団員であるものが入居の申請をしても承認をしないことを規定するものです。１８ページをお

開きください。第４２条は住宅の明渡し請求でありまして、７項として暴力団員であることが判明し

た時は、住宅の明渡し請求をすることが出来ることを規定するものです。第５７条は使用者の資格で、

４２条で号が追加になるため４号中第５号を第７号に改めるものです。第６４条は警察署長の意見の

聴取でありまして、新しく追加する条文でありまして、町営住宅への入居を許可しようとする者につ

いて、その者が暴力団員であるか否か警察に聞くことが出来るを規定するものであります。第６５条

町長への意見、これも新しく追加する条文でございまして、警察署長は町長に対して町営住宅に入居

しようとしている者、入居している者が暴力団員かどうか意見を述べることが出来る旨を規定するも

のです。第６６条は勧告でございまして、これも新しく追加する条文でございます。町長は警察署長

から６５条の連絡があった場合には、その者に対して住宅の明渡しなどの勧告を規定するものです。

６４条から６５条についてはそれぞれ６７条６８条に繰り下げるものであります。附則につきまして

は平成２１年４月１日から施行するものであります。以上で議案第１３号の清里町営住宅条例の一部

を改正する条例についての説明を終わります。 
 続きまして２０ページをご覧いただきたいと思います。清里町地域特別賃貸住宅Ａ型条例の一部を

改正する条例についてでございます。６条は入居者の資格でございまして、６号としまして先ほども

ご説明申し上げましたけども、暴力団員には特別賃貸住宅には入居させないことを規定するものであ

ります。１０条入居の手続きにつきましては、３号といたしまして先ほどもご説明申し上げましたけ

ども、特別賃貸住宅の入居者に対して暴力団でないこと、暴力団と判明したら退去するとの誓約書を

提出させることを規定するものでございます。次、１０条の２同居の承認でありますけども、本条例

には同居の承認に関する規定が無いため新たに１０条の２として付け加えるものであります。１０条

の２第１項は親族以外の者を同居させようとするものは町長の承認を得なければならないという規

定であります。２項は暴力団員には同居の承認をしないことを規定するものです。２１ページをお開

きください。１０条の３は入居の承継でございます。これにつきましても本条の条例には規定が無い

ために新たに１０条の３として入居の承継を追加するものでございまして、１項としまして入居者が

死亡し又は、退去した場合同居していたものが、当該住宅に居住を希望する時は、町長の承認を受け

なければならないと規定するものでございます。２項につきましては、引き続き居住を希望するもの

が暴力団員である時は、承認をしないという規定をするものでございます。第２２条住宅の明渡しの

請求につきましては、第６項として先ほどもご説明を申し上げてございますけども、暴力団員と判明

した時は明渡しを請求することが出来ることを規定するものでございます。第２４条警察署長の意見

の聴取。これにつきましては、先ほど説明した内容と同じでありますので説明を省略させていただき

ます。第２５条は町長への意見でございまして、これにつきましても先ほど説明した条文と同じでご

ざいますので説明を省略させていただきます。２２ページをご覧下さい。２６条は勧告でございまし

て、これにつきましても新たに追加する条文でございまして先ほどと同じでございますので、省略を

させていただきます。２４条を２７条に、２５条を２８条にそれぞれ改正するものです。附則につき

ましては、平成２１年４月１日より施行するというものでございます。以上で議案第１４号清里町地
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域特別賃貸住宅Ａ型条例の一部を改正する条例の説明を終わります。 
 続きまして２３ページをご覧下さい。清里町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例でござい

ます。第５条入居者の資格についてでございますが、６項として先ほどご説明している項を追加する

ものです。第９条は入居の手続きでございまして、２項の第３号に先ほどから説明申し上げておりま

す号を追加するものでございます。１０条の２同居の承認でございますけども、本条例につきまして

も同居の承認の規定が無いために新たに１０条の２として付け加えるものでございまして、先ほどご

説明したものと全く同じでございますので省略をさせていただきます。２４ページをご覧になってい

ただきたいと思います。１０条の３入居の承継。これにつきましても本条例には規定がございません

ので１０条の３として新たに付け加えるものでございます。内容につきましては、先ほどの条例で説

明したのと全く同じでございますので省略させていただきます。２２条は住宅の明渡し請求で７号と

しまして、暴力団員と判明した時は明渡し請求をすることが出来るということを規定するものでござ

います。２４条は警察署長の意見の聴取でございまして、これも先ほどと同じ内容でございますので

省略させていただきます。２５条町長への意見について。これについても新たに追加する条文であり

ますけども、先ほど説明しているとおりでございますので省略をさせていただきます。２５ページを

お開きください。２６条勧告でございますけども、これも新たに付け加える条文でございましてこれ

につきましても、先ほどから説明しているとおりでございますので説明を省略させていただきます。

２４条を２７条に、２５条を２８条にそれぞれ改正するものでございます。附則につきましては平成

２１年４月１日より施行するというものでございます。以上で議案第１５号清里町特定公共賃貸住宅

条例の一部を改正する条例についての説明を終わります。 
 続きまして２６ページをお開きください。清里町地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例につ

いてでございます。５条入居者の資格につきましては、６号として先ほどからご説明している号を追

加するものでございます。９条は入居の手続きで２項の３号として同じ内容の誓約書を提出させる旨

を規定するものです。１１条同居の承認についてですが、２項としまして先ほどから説明しておりま

すので説明を省略させていただきます。１２条は入居の承継でございます。これにつきましても説明

を申し上げているとおりでございますので省略させていただきます。２７ページをご覧下さい。２４

条住宅の明渡し請求について、７号として暴力団員として判明した時は明渡しを請求することが出来

る旨を規定するものであります。２６条は警察署長の意見の聴取でございまして、これにつきまして

も先ほどから説明しているとおりでございますので省略させていただきます。２７条は町長への意見

でございまして、これにつきましても先ほどから説明しているとおりでございますので省略させてい

ただきます。２８条勧告です。これにつきましても説明してきたとおりでございますので説明を省略

させていただきます。次、２６条を２９条に２７条を３０条にそれぞれ改めるものでございます。附

則につきましては平成２１年４月１日より施行するというものでございます。以上で、議案第１６条

清里町地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例についての説明を終わります。これで一括上程さ

れました議案第１３号から議案第１６号までの終わらさせていただきます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから一括して質疑を行います。 
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（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第１３号 清里町営住宅条例の一部を改正する条例を採決します。この採決は起立に

よって行います。本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１３号 清里町営住宅条例の一部を改正する条例は原案どおり

可決されました。 
 
○議長（村尾富造君） 
 次に議案第１４号 清里町地域特別賃貸住宅Ａ型条例の一部を改正する条例を採決します。この採

決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１４号 清里町地域特別賃貸住宅Ａ型条例の一部を改正する条

例は原案どおり可決されました。 
 
○議長（村尾富造君） 
 次に議案第１５号 清里町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例を採決します。この採決は

起立によって行います。本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１５号 清里町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例は

原案どおり可決されました。 
 
○議長（村尾富造君） 
 次に議案第１６号 清里町地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例を採決します。この採決は

起立によって行います。本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１６号 清里町地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例は

原案どおり可決されました。 
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●日程第１７ 議案第１７号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第１７ 議案第１７号 町道路線の認定についてを議題とします。本件について提案理由の説

明を求めます。建設課長。 
 
○建設課長 
ただ今上程されました、議案第１７号町道路線認定について提案理由の説明を申し上げます。 
本件は、道路法第８条第２項の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。道路法第８条第

２項では、市町村長は、市町村の区域内の道路の認定をしようとする場合、議会の議決を経なければ

ならないとされていることから、今回議決を求めるものであります。それでは、議決を求めます路線

についてご説明いたします。 
路線名はトレセン通りで、昨年１１月１１日から１２月２２日かけて新設工事を行った道路であり

ます。 起点、終点とも清里町羽衣町３１番地の１４、延長は６７メートルで、車道幅員が４メート
ル、北側に２．５メートルの歩道が設置されております。以上で議案第１７号町道路線認定について

説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第１７号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１７号 町道路線の認定は原案どおり可決されました。 
 
●日程第１８ 議案第１８号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第１８ 議案第１８号 平成２０年度清里町一般会計補正予算（第５号）についてを議題とし

ます。本件についての提案理由を求めます。総務課長。 
 
○総務課長 
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 ただ今上程されました議案第１８号平成２０年度清里町一般会計補正予算（第５号）についての提

案理由についてご説明を申し上げます。 
今回の補正につきましては第１条第１項に記載のとおり、歳入歳出それぞれ１千４９８万５千円を

減額し予算の総額を５６億５千４１４万４千円とするものでございます。第１条第２項につきまして

は後ほど別冊の事項別明細書でご説明申し上げます。第２条の地方債の補正につきましては議案書を

５枚お開きいただきたいと存じます。今回の地方債の補正は変更であり記載のとおり一般廃棄物最終

処分場増設事業債について補正前の限度額４千７８０万円を１千２９０万円減額し補正後の限度額

を３千４９０万円とするものでございます。それでは別冊による補正予算の説明書、一般会計事項別

明細書により引き続きご説明申し上げますので１５ページをお開きいただきたいと存じます。まず始

めに今回の補正の全体的な概要についてご説明します。 
今回の補正は実行予算に基づく事業費の精算、物件費等の不用額の減額、また今後必要が見込まれ

るものの追加補正、更には一般財源及び特定財源の増減に伴う全体的な財源調整を行うものでござい

ます。歳入におきましては町税の賦課調定状況による補正及び特定財源の調整を行うとともに一般財

源となる普通交付税の確定歳入と併せ、事業費の精算等により基金からの繰り入れ８千７５１万円を

減額いたしてございます。また歳出におきましては、北網広域圏組合の解散に伴う出資金返還金等を

もって基金積立てに３千９８８万２千円、更に特別会計の全体的な繰出し金調整を行って参りますが、

焼酎事業特別会計につきましては、年度末決算で一般財源の不足が見込まれることから３８８万９千

円の繰出しを行って参ります。 
それでは歳出よりご説明申し上げますが、事業の精算や物件費等の不用額等の減額につきましては

一部説明を省略させていただきます。また、特定財源につきましても主なもののみの説明だけとさせ

ていただきます。なお、特別交付税や地方譲与税等の歳入の未確定なものや今後補正等により執行す

る一部事業の歳入歳出の確定処理が伴うもの、更には翌年度への繰越事業の処理につきましては必要

に応じて３月末日をもって専決処分の措置をさせていただくことをご理解いただきたいと存じます。

１５ページ議会費につきましては、物件費等の不用額の減額となります。総務費、１項給与費、１目 

職員給与費につきましては財源振替えであり、特定財源の補助事業事務費等充当の国庫支出金及びそ

の他の負担金収入合わせて１８６万円を減額し一般財源に振替えます。２項総務費、１目一般管理費

につきましては不用額の減額と財源の振替えを行うものであります。１６ページをご覧いただきたい

と存じます。２目財産管理費、２５節積立金の３千９８８万２千円の補正につきましては、それぞれ

記載の積立てを行うものでございますが、今回は預金利息の積立ての他、財政調整基金につきまして

は歳出充当の譲与分及び寄附金１件３万円、減債基金につきましては介護報酬収入の事業充当譲与分

を積立てるものでございます。また、ふるさと事業基金につきましては北網広域圏組合出資金及び譲

与金、加えてふるさと寄付金１件２０万円を積立てるものでございます。特定財源のその他４千２１

７万８千円の主なものにつきましては、北網広域圏組合返納金３千２３０万円、同じく譲与金１４３

万２千円、介護報酬収入増と委託料減の差額分８５０万円、町有地売払い収入１３０万９千円、寄附

金が２件で２３万円、更には積立金利子などの財産収入となってございます。３目地籍管理費から１

７目行政情報システム管理費までは不用額の整理と財源調整となってございます。３項開発促進費、

１目企画振興費４４万円の減額につきましては工事請負残の不用額の整理となります。１８ページを
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ご覧いただきたいと存じます。２目土地利用計画費は財源の振替えであり、３目花と緑と交流のまち

づくり事業費２６８万９千円の減額につきましても本年度事業実績による不用額の減額となります。

特定財源のその他３３５万１千円の減は基金繰入金が２５３万２千円と雑入は９９万９千円となっ

てございます。４項徴税費、１目徴税費から７項統計調査費、１目各種統計調査費までについても不

用額の減額の財源調整のみとなってございます。１９ページ民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉

総務費８４万４千円の減額につきましては２０節扶助費の福祉灯油扶助費等の実行減額となってお

り、特定財源、国道支出金３４万１千円の減は道の事業に対する地域政策補助金となってございます。

２目障害者自立支援費６９１万４千円の減額につきましても、いずれも事業費の確定及び年度内の給

付等の見込みにより補正を行うもので特異的事項はございません。２０ページをご覧いただきたいと

存じます。３目福祉サービス事業費３９万２千円の減額も同様です。なお、特定財源その他２８万７

千円の減は利用者負担金となってございます。４目老人福祉費、１３節委託料９００万円の減額は運

営経費の年度内決算見込みによる減額措置となってございます。２８節繰出金１０３万８千円につき

ましては介護報酬改定に伴うシステム改修費に対して所要の繰出しを介護保険特別会計に行うもの

でございます。特定財源その他８９３万円の減額については委託料の減額分９００万円と入所負担金

７万円の差額となってございます。５目地域包括支援センター費及び６目国民年金事務費は不用額の

減額となってございます。２項児童福祉費、１目児童母子福祉費は２１３万４千円の減額もそれぞれ

給付実績等に伴う減額となっております。２目保育所費、７節賃金につきましては臨時雇用において

不足が見込まれることから１５万円の補正をいたしております。２２ページをご覧いただきたいと存

じます。３目子育て支援センター費につきましては特にございません。衛生費、１項保健衛生費、２

目予防費につきましても特にございません。３目各種医療対策費８０２万２千円の減額補正につきま

しては、２０節扶助費については実績及び年度末給付を見込んでの減額となってございます。２１節

貸付金につきましては、貸付が無かったため皆減となります。２８節繰出金３２万９千円の減額につ

きましては、老人保健特別会計繰出金において医療費給付の減により１６９万１千円を減額する一方、

後期高齢者医療特別会計繰出金につきましては、保険料軽減や特別徴収の実施に伴うシステム改修に

対して１３６万２千円増額補正を行っていくものでございます。特定財源のその他３６９万４千円は

諸収入となる高額療養負担金等の減によるものでございます。４目環境衛生費については特にござい

ません。５目保健福祉総合センター費３８５万５千円の減は主に燃料費の減によるものであり、特定

財源のその他５７８万５千円の減は老健及び診療所からの燃料費等の負担分経費となってございま

す。２項清掃費、１目清掃事業費９７万７千円の補正は、１１節需用費において清掃センター機器類

の修繕等において不足が見込まれることから所要の補正を行うものでありあます。特定財源につきま

しては最終処分場増設事業に国庫交付金が１千４３７万８千円追加交付されることから地方債を１

千２９０万円減額いたします。その他の２００万９千円の増は諸収入となる資源ごみの売払い収入等

の増と収入証紙売り払い減の差額となっております。２４ページをご覧いただきたいと存じます。農

林水産業費につきましてご説明を申し上げます。１目農業委員会費については特にございません。２

目農業振興費、２８節繰出金３８８万９千円の補正につきましては焼酎事業特別会計への繰出金であ

り、特別会計におきまして財産収入となる焼酎販売実績が当初計画に達しないことから年末決算にお

いて歳入不足が見込まれますので所要の繰出しを行っていくものでございます。３目畜産業費につき
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ましては不用額の減額整理を行うものであり、特定財源のその他９万７千円の減は牧野使用料となっ

てございます。４目農地開発事業費４３６万円につきましては１９節負担金補助及び交付金であり、

清里町畑地かんがい管理運営協議会交付金３００万円の補正は斜網地域維持管理組合負担金の減額

に伴い受益者負担分の還付を一括して協議会に対して行うものでございます。団体営土地改良事業負

担金は同じく斜網地区協議会負担金の減額に伴う精算措置として、斜里、小清水両町に対して負担を

行うものでございます。なお特定財源のその他６０４万２千円につきましては斜網地域維持管理組合

からの交付金となります。５目道営整備事業費４０万９千円の減は事業費確定による減となっており、

特定財源その他の２５万円は受益者負担分の分担金と諸収入となる交付金の差額計上となってござ

います。２項林業費、１目林業振興費及び２目自然保護対策費はいずれも事業費確定による不用額の

整理となってございます。なお２６ページの自然保護対策費の特定財源その他は２万６千円の減は残

滓処理負担金となってございます。２６ページ商工費の１目商工振興費から６目江南パークゴルフ場

まではいずれも事業終了に伴う実績精算による不用額の整理となっています。２８ページをご覧いた

だきたいと存じます。土木費、１項道路橋梁費、１目道路橋梁費１８８万９千円の減は不用額の全体

的な減額を行うものであり特定財源その他４千１８７万８千円の減は財政調整基金からの繰入金４

千２０５万８千円の減額と道路占用料等増額の差額計上となってございます。２目道路新設改良費３

６４万６千円の減額は事務事業確定による精算減額となります。２項都市計画費は特にございません。

３項住宅費、１目住宅管理費４４万９千円の減額は不用額と財政調整であり、２目住宅建設費につき

まいしては財源振替えによる特定財源のその他、公共施設整備基金から繰入金３千万円を全額減額す

るものでございます。教育費を説明申し上げます。１項教育総務費、１目教育委員会費は財源の振替

えとなります。３０ページをご覧いただきたいと存じます。２目教育諸費、１９節負担金及び交付金

につきましては実績及び年度内執行見込みにより幼稚園就園奨励費補助を７１万５千円補正計上い

たしております。その他は実績見込みによります減額措置となります。特定財源のその他１千３２６

万２千円の減は財政調整基金繰入金１千３１０万円の減と教職員住宅使用料１６万２千円の減とな

ってございます。２項小学校費の１目学校管理費３３３万１千円の減は記載の項目の不用額の減額措

置となってございます。２目教育振興費３５万３千円の補正は教育課程の改正に先立ち道徳の    

教師用指導書の購入を行っていくものでございます。２項中学校費、１目学校管理費は燃料費不用額

の減額であり、２目教育振興費１０万９千円の補正は小学校費と同じく道徳の教師用指導書の購入と

なってございます。４項社会教育費、１目社会教育総務費から３２ページの５目スキー場管理費まで

は、本年度実績及び年度末実行見込みによる不用額の整理となっておりますので説明は省略させてい

ただきます。社会教育関係の各科目の特定財源のその他は、いずれも使用料収入の減額調整による補

正となってございます。３３ページをご覧いただきたいと存じます。公債費の１目元金は財源の振替

えを行うとともに、２目利子については地方債利子と一時借入金利子合わせて１７４万９千円の減額

を行うものでございます。なお、特定財源その他はいずれも町営住宅使用料となってございます。 
 それでは引き続き歳入についてご説明申し上げますので１ページをご覧いただきたいと存じます。

歳入につきましては総括でご説明を申し上げます。一般財源の補正額は１款町税が１千４００万円の

増、８款地方特例交付金が５２万８千円の増、９款地方交付税が３千４５０万７千円の増となってご

ざいます。したがいまして、今回の一般財源の補正額は合わせて４千９０３万５千円の増となってご
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ざいます。特定財源につきましては歳出の中で主な内容をご説明しましたが、１１款分担金及び負担

金が１４９万１千円の減、１２款使用料及び手数料が１０万７千円の増、１３款国庫支出金が８７２

万８千円の増、１４款道支出金が１７２万円の減、１５款財産収入が３千２０１万６千円の増、１６

款繰入金が８千７５１万円の減となります。１８款諸収入が１４８万１千円の減、１９款町債が１千

２９０万円の減、２０款寄附金が２３万円の増となります。その結果、特定財源の今回の補正額は合

わせて６千４０２万円の減となります。また今回の補正時点における基金残高見込額は約２４億３千

万円程度となる見込みでございます。以上で提案理由の説明とさせていただきます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第１８号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１８号 平成２０年度清里町一般会計補正予算（第５号）は原

案どおり可決されました。 
 
○議長（村尾富造君） 
 ここで１０時５５分まで休憩といたします。 

休憩 午前１０時４１分 
再開 午前１０時５５分 

●日程第１９ 議案第１９号 
○議長（村尾富造君） 
 休憩前に引き続き会議を続けます。 
 日程第１９ 議案第１９号 平成２０年度清里町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）を議題

とします。本件について提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。 
 
○保健福祉課長 
 ただ今上程されました、議案第１９号 平成２０年度 清里町介護保険事業特別会計補正予算（第
４号）について提案理由のご説明を申し上げます。 
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今回の補正は、第１条第１項に記載のとおり歳入歳出それぞれ２７０万４千円を追加し、予算の総

額を３億８千５０３万６千円とするものです。第２項につきましては、別冊の補正予算に関する説明

書によりご説明いたします。歳出からご説明しますので、中程の薄茶色の仕切りの介護保険事業特別

会計事項別明細書の４ページをお開き願います。 
今回の補正は、平成２１年度介護保険制度改正に伴い、国の補助金を受けて介護保険システムの改

修を行うための必要経費及び今後必要が見込まれる保険給付費の追加補正、さらには介護保険料及び

特定財源の増減に伴う全体的な財源調整を行うものであります。歳出、総務費、一般管理費、１３節

委託料１６２万８千円は介護保険システム改修業務委託料であり、特定財源その他１０３万８千円は

一般会計繰入金です。保険給付費、居宅介護サービス給付費、負担金補助及び交付金１００万円増額

補正の内訳は説明欄に記載のとおりになります。財源内訳では、一般財源の介護保険料３５万５千円

減額し、特定財源の国庫支出金に財源振替を行います。基金積立金７万６千円の増額補正の内訳は説

明欄に記載のとおりになります。特定財源その他２万千円は基金積立金利子になります。 
次に１ページに戻って頂きまして、総括表の歳入につきましては歳出の特定財源でご説明いたしま

したので省略させていただきます。なお、この後、保険給付費や国庫支出金などの確定に伴う一般会

計繰入金などについては３月３１日付けで専決処分を行って参りますので、ご理解をいただきたいと

思います。以上で補正予算の説明を終わります。  
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第１９号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１９号 平成２０年度清里町介護保険事業特別会計補正予算（第

４号）は原案どおり可決されました。 
 
●日程第２０ 議案第２０号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第２０ 議案第２０号 平成２０年度清里町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）に

ついてを議題とします。本件について提案理由の説明を求めます。町民課長。 
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○町民課長 
 ただ今上程されました、議案第２０号 清里町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

きましてご説明申し上げます。 
今回の補正は第２条第１項に記載のとおり歳入歳出それぞれ１千９２２万２千円を追加し、予算の

総額を歳入歳出それぞれ７億６千２０１万２千円とするものでございます。第１条第２項につきまし

ては事項別明細書よりご説明申し上げます。事項別明細書の７ページをお開き下さい。今回の補正は

実行予算に基づき診療給付費との増額、不用額の整理及び特定財源の調整を行うものでございます。      

それでは歳出よりご説明申し上げますが、物件費等の不用額の減額につきましては説明を省略させ

ていただきます。１款総務費、１目一般管理費につきましては、年金からの特別徴収からの特別徴収

に係るシステム改修委託料７万４千円を増額補正いたします。２款保険給付費、１目一般被保険者療

養給付費につきましては、医療費の伸びにより１千７４８万１千円を増額補正いたします。特定財源、

国道支出金１千７４８万１千円は国の療養給付費負担金１千８４８万１千円の増、道の特別調整交付

金１００万円の減であります。その他７０８万千円の減は療養給付金交付金１７５万２千円の増、前

期高齢者納付金２千２００万円の減、高額医療費共同事業交付金８０２万４千円の増、保険財政共同

安定化事業交付金５１１万６千円の増、財産収入２万８千円の増となります。２目退職被保険者等療

養給付費及び３目一般被保険者療養費につきましては特異的なものはございません。特定財源のその

他１７５万２千円の減は療養給付費交付金、１５万円の減は前期高齢者交付金です。８ページをお開

きください。１目一般被保険者高額療養費につきましては高額療養費の伸びにより４８７万３千円増

額補正になります。特定財源、国道支出金６５１万９千円は国の療養給付費負担金であります。その

他４７９万１千円の減は前期高齢者交付金であります。１目一般被保険者移送費及び２目退職被保険

者等移送費につきましては特異的なものはございません。１目葬祭費につきましても特異的なことは

ございません。９ページをお開きください。３款後期高齢者支援金等、１目後期高齢者支援金、５款

老人保健医療費拠出金及び６款介護納付金、１目介護納付金につきましても特異的なものはございま

せん。７款共同事業拠出金、１目高額医療費共同事業医療費拠出金及び１０ページ３目保険財政共同

安定化事業拠出金につきましても特異的なものはございません。１目特定財源、その他３０万７千円

は高額医療費共同事業交付金であります。３目その他６７３万８千円は保険財政共同安定化事業交付

金であります。８款保険事業費、１目特定健康審査等事業費は財源振替えであり国支出金３５万円は

国の特定健康審査等事業費１７万５千円、道の特定健康審査事業費１７万５千円でございます。１目

特定予防費、共同電算処理委託料は国保連合会からのレセプト情報をいただくために委託料の増額補

正であります。１１ページをお開きください。９款基金積立金、１目基金積立金につきましても特異

的なものはございません。特定財源、その他１５万円の減は財産収入であります。 
歳入につきましては総括表でご説明いたしますので１ページをにお戻りください。３款国庫支出金

から８款財産収入までは特定財源であり歳出でご説明いたしました。１款国民健康保険税及び１１款

諸収入につきましては一般財源でございます。なお、今後国からの補助金等の確定及び医療費の支払

い状況によりましては、３月３１日をもって専決処分させていただきますことにご理解を賜りたいと

存じます。以上で説明を終わります。 
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○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第２０号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第２０号 平成２０年度清里町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第３号）は原案どおり可決されました。 
 
●日程第２１ 議案第２１号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第２１ 議案第２１号 平成２０年度清里町老人保健特別会計補正予算（第３号）を議題とし

ます。本件について提案理由の説明を求めます。町民課長。 
 
○町民課長 
 ただ今上程されました、議案第２１号平成２０年度清里町老人保健特別会計補正予算（第３号）に

ついてご説明申し上げます。 
 今回の補正は、第１条第２項に記載のとおり歳入歳出それぞれ２０２万１千円減額し、予算の総額

を７千４５９万２千円とするものでございます。第１条第２項につきましては別冊の老人保健特別会

計事項別明細書によりご説明申し上げます。 
それでは歳出からご説明申し上げますので事項別明細書の４ページをお開き下さい。老人保健につ

きましては昨年４月から後期高齢者医療制度に移行し昨年３月診療分及び月遅れ請求や過誤調整医

療費を推計し予算計上しておりました。今回の補正は実行予算に基づき不用額の整理及び特定財源の

調整を行うものでございます。１款医療諸費、１目医療給付費、２目医療支給費、３目高額医療費、

４目審査支払い手数料につきましてはいずれも特異的なものはございません。１目医療費給付費３１

万８千円の減は、国庫負担金２５万４千円の減、道負担金６万４千円の減であります。その他１６１

万８千円の減は支払い金交付金７千円の減、一般会計繰入金１１７万１千円の減であります。２目医

療支給費、特定財源国の支出金１千円の減は国庫負担金１千円の減であります。その他２万９千円の

減は支払い基金交付金２千円の減、一般会計繰入金２万７千円の減であります。３目高額医療費、特

定財源国道支出金２万１千円の減は国庫負担金１万７千円の減、道負担金４千円の減であります。そ
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の他５１万９千円の減は支払い金交付金の２万９千円の減、一般会計繰入金４９万円の減であります。

４目審査支払い手数料、特定財源その他６千円の減は支払い金交付金３千円の減、一般会計繰入金３

千円の減であります。２款公債費、１目利子につきましても特異的なものはございません。 
歳入につきましては総括表でご説明いたしますので１ページへお戻りください。１款支払基金から

４款繰入金までは特定財源であり歳出でご説明しました。５款諸収入につきましては一般財源でござ

います。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第２１号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第２１号 平成２０年度清里町老人保健特別会計補正予算（第３

号）は原案どおり可決されました。 
 
●日程第２２ 議案第２２号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第２２ 議案第２２号 平成２０年度清里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議

題とします。本件について提案理由の説明を求めます。町民課長。 
 
○町民課長 
 ただ今上程されました議案第２２号平成２０年度清里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）についてご説明申し上げます。 
今回の補正は第１条第２項に記載のとおり歳入歳出それぞれ１０３万円を追加し、予算の総額を歳

入歳出それぞれ４千６９１万円とするものでございます。第１条第２項につきましては別冊の後期高

齢者医療特別会計事項別明細書よりご説明申し上げます。 
それでは歳出からご説明申し上げますので、事項別明細書の４ページをお開き下さい。今回の補正

は電算システム改修等に係る経費の補正と、実行予算に基づき不用額の整理及び特定財源の調整を行

うものでございます。１款総務費、目一般管理費１１７万３千円の補正は１３節委託料、システム改
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修業務委託料１１７万６千円が主なもので、保険料の軽減割合の変更等に係るシステム改修経費でご

ざいます。特定財源その他１１７万２千円は一般会計繰入金でございます。１目徴収費、特定財源、

その他１千円の減は一般会計繰入金２万円の減、特別対策事業交付金１万９千円の増でございます。

２款後期高齢者医療広域連合納付金、１目後期高齢者医療広域連合納付金につきましては特異的なも

のはございません。特定財源その他２１万円は一般会計繰入金でございます。歳入につきましては総

括表で申し上げますので１ページにお戻り下さい。 
 ３款繰入金及び６款特別対策事業交付金は特定財源であり歳出でご説明いたしました。１款後期高

齢者医療保険料、２款使用料及び手数料、５款諸収入は一般財源でございます。なお、医療保険料の

確定及び広域連合の支払状況によりましては、３月３１日をもって専決処分させていただくことにご

理解を賜りたいと存じます。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第２２号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第２２号 平成２０年度清里町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）は原案どおり可決されました。 
 
●日程第２３ 議案第２３号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第２３ 議案第２３号 平成２０年度清里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）を議題

とします。本件について提案理由の説明を求めます。建設課長。 
 
○建設課長 
 ただ今上程されました、議案第２３号平成２０年度清里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

につきましてご説明申し上げます。 
今回の補正は、第１条第１項に記載のとおり歳入歳出それぞれ２２８万２千円を減額し、予算の総

額をそれぞれ８千１４１万７千円とするものであります。第１条第２項につきましては、別冊の事項
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別明細書によりご説明申し上げます。それでは補正予算の内容についてご説明申し上げますので、事

項別明細書水色の仕切り３ページをご覧下さい。今回の補正は、年度末決算を見込んだ最終予算とし

て歳入歳出の全体的な調整を行うものであります。 
 それでは、１款総務費９万９千円の増額は市町村職員共済組合の負担率が変わったため増額するも

のであり、全て一般財源であります。２款施設費２６８万４千円の減額は入札執行残の減額であり、

委託料を２２万円９千円、工事請負費を２４５万５千円減額するものであります。なお、特定財源の

その他５９万９千円の減額は雑入であり、減の主な要因については道路改良に伴う水道管移設補償金

の減によるものであります。４款の基金積立金３０万３千円の増額は簡易水道施設整備基金積立であ

り、工事請負費の残の一部を積み立てるものでありまして、全て一般財源であります。 
 続いて歳入についてご説明申し上げます。事項別明細書の１ページ、総括をお開き下さい。１款使

用料及び手数料１７０万円の減額は水道使用料の減額であり、主な要因は人口の減少、飲食店等の減

少、昨年の冷夏によるものが要因と思われます。２款諸収入５８万２千円の減額は、先ほど歳出でご

説明いたしましたが道道改良工事に伴う水道管移設補償金であります。 
 ４ページの給与費明細書につきましては説明を省略いたします。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第２３号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第２３号 平成２０年度清里町簡易水道事業特別会計補正予算（第

３号）は原案どおり可決されました。 
 
●日程第２４ 議案第２４号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第２４ 議案第２４号 平成２０年度清里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）を

議題とします。本件について提案理由の説明を求めます。建設課長。 
 
○建設課長 
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ただ今上程されました、議案第２４号平成２０年度清里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３

号）につきましてご説明申し上げます。 
 今回の補正は、第１条第１項に記載のとおり歳入歳出それぞれ９３万９千円減額し、予算の総額を

それぞれ１億３千４４４万５千円とするものであります。第１条第２項につきましては別冊の事項別

明細書によりご説明申し上げます。薄紫色の仕切り、事項別明細書の３ページをお開き下さい。 
今回の補正は年度末決算を見込んだ最終予算として歳入歳出の全体的な調整を行うものでありま

す。１款総務費、１目一般管理費３万７千円の増額につきましては、人事異動に伴う職員の人件費の

調整と、消費税が確定いたしましたのでその調整であり、増額分は一般財源であります。２目施設管

理費の１１節需用費、１３節委託料、１８節備品購入費について、それぞれ記載の減額は執行残であ

り特異的なものはありません。２款事業費、１目農業集落排水事業費につきましてはそれぞれ執行残

と請負残額を減額させていただきます。特定財源、その他２４万８千円は雑入の公共枡等の移転補償

費の増であります。 
 それでは歳入についてご説明申し上げますので、１ページ、総括をご覧下さい。２款使用料及び手

数料１２０万円の減額は水道使用料であり、水道と連動しておりますので水道使用料の減と同じ要因

と考えられます。７款諸収入につきましては歳出の特定財源の中でご説明申し上げましたので省略さ

せていただきます。 
５ページの給与費明細書につきましては説明を省略いたします。以上で説明を終わります。 

 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第２４号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第２４号 平成２０年度清里町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第３号）は原案どおり可決されました。 
 
●日程第２５ 議案第２５号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第２５ 議案第２５号 平成２０年度清里町焼酎事業特別会計補正予算（第２号）を議題とし
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ます。本件について提案理由の説明を求めます。焼酎事業所長。 
 
○焼酎事業所長 
 ただ今上程されました、議案第２５号平成２０年度清里町焼酎事業特別会計補正予算（第２号）に

つきましてご説明申し上げます。 
 今回の補正は、第１条第１項に記載のとおり歳入歳出それぞれ１千７６万８千円を減額し、予算の

総額を１億１千１３９万９千円とするものです。第２項につきましては別冊の事項別明細書にてご説

明申し上げます。 
今回の補正の概要につきましては、当初計画では販売本数１０万１千１９０本、１億４００万円の

財産収入を見込んでいましたが、製品で約８万８千８００本の販売見込みでございます。このため財

産収入を１千４６６万７千円を減額し財産収入の最終予算額を８千９３３万３千円とさせていただ

きます。歳出におきましては、一部人件費の増額の他は入札及び執行残などの不用額はもとより、販

売減に伴います資材費や酒税など合わせて１千７６万８千円を減額させていただきます。このため不

足いたします分３８８万９千円を一般会計より繰入させていただきたいと存じますので、ご理解をよ

ろしくお願いを申し上げます。 
それでは鶯色の焼酎事業特別会計の事項別明細書の３ページをお開き下さい。歳出よりご説明申し

上げます。１款総務費、１目一般管理費は５８万８千円の減額でございます。３節職員手当等、４節

共済費の社会保険料、７節賃金は不用額の減額。１３節委託料１７万７千円の減額は入札執行残及び

不用額の減額でございます。４節共済費の共済負担組合は９万３千円の増額でございます。財源内訳

の特定財源、その他３８８万９千円は一般会計繰入金でございます。２款製造費、１目醸造費は１千

１５万円の減額でございます。４節共済費、７節賃金及び３ページから４ページの１１節需用費、４

ページの１６節原材料費、２７節の公課費は全て不用額の減額でございます。３款公債費、１目利子

は３万円を減額いたします。 
 続きまして歳入の説明をしますので、総括表の１ページをお開き下さい。１款財産収入は１千４６

６万７千円の減額です。２款繰入金は３８８万９千円の増額です。４款諸収入は雑入で１万円の増額

でございます。１款、４款は一般財源で、２款は特定財源のその他でございます。以上で説明を終わ

ります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
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 これから議案第２５号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第２５号 平成２０年度清里町焼酎事業特別会計補正予算（第２

号）は原案どおり可決されました。 
 
●日程第２６から日程第３７  
議案第６号、議案第９号から議案第１１号、議案第２６号から議案第３３号 

○議長（村尾富造君） 
 ここで議事の都合上、日程第２６ 議案第６号 清里町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更に

ついてから日程第３７ 議案第３３号 平成２１年度清里町焼酎事業特別会計予算まで、都合１２件

を一括議題とします。 
 
●日程第３８から日程第３９ 町政執行方針から教育行政執行方針 
○議長（村尾富造君） 
 日程第３８ 平成２１年度町政執行方針並びに日程３９ 平成２１年度教育行政執行方針につい

て一括して説明を求めます。最初に平成２１年度町政執行方針について説明を求めます。町長 橋場   

博君。 
 
○町長（橋場 博君） 
 （平成２１年度町政執行方針のとおり説明） 
 
○議長（村尾富造君） 
 ここで昼食のため午後１時まで休憩といたします。 

休憩 午後１２時０６分 
                                 再開 午後 １時００分 
○議長（村尾富造君） 
 午前中に引き続き会議を続けます。次に平成２１年度教育行政執行方針について説明を求めます。

荻野美樹君。 
 
○教育長 
 （平成２１年度教育行政執行方針のとおり説明） 
 
○議長（村尾富造君） 
 これより平成２１年度町政執行方針の説明に対する質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
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○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 次に平成２１年度教育行政執行方針の説明に対する質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 これで平成２１年度町政執行方針並びに教育行政執行方針の説明を終わります。 
 
●日程第４０ 一般質問 
○議長（村尾富造君） 
 日程第４０ 一般質問を行います。発言を許します。澤田伸幸君。 
 
○４番（澤田伸幸君） 
 先に通告したとおり、３月定例会における平成２１年予算審議に先立ち、今後の地域振興対策につ

いて町長に一般質問をさせていただきます。 
 先ほど、平成２１年度町制執行方針をお聞かせいただいたところですが、厳しい地域経済の現状や

生活不安を克服するため第２期清里自立計画で掲げた住民協働と共生のまちづくりを基本に、安全・

安心なまちづくりに取り組む姿勢を明確に示されたことに、まず敬意を表したいと思います。また、

予算全体については、一般会計４２億４千万円と実質的には前年度比２％の増額予算でありますが、

内容的には将来の地域振興基盤施設整備に向けての準備や計画策定が折り込まれる他、異業種連携に

よる事業化に向けての新たな支援を設けるなど、かなり意欲的な予算提案であると受け止めておりま

す。この背景には、先ほど申し上げた地域経済の後退や少子高齢化による人口の減少などのマイナス

要因を乗り越え、いかに新たな知恵や工夫を出し合い、行政だけではなく民間や各業種の積極的な連

携をより進めようとする考えが全面に出ているものと考えられます。是非、私自身も地域活性化に向

けては商業、農業、建設業、製造業などの枠を超え、さらには町外からも新たな人材を流入させるな

ど、意欲ある新たな取組みに対して積極的な支援を行うことが極めて大事なことと認識いたします。 
ついては、すでに取り組みが進められている事業並びに新年度から新たに制度化される支援策、３点

について通告に従い町長に意見をお伺いしたいと思います。 
 まず１点目は、移住・定住のこれまでの取り組みの実績についてお伺いしたいと思います。つい先

日、全国ネットのテレビ放送で清里町へ移住され自然ガイドをされながら民宿を経営されている方が

紹介され、大変大きな反響があったとお聞きしておりますが、交流人口や定住人口の拡大に止まらず、

地域経済の振興や新たな産業おこしなどの人材確保の面からも移住・定住事業の果たす役割が徐々に

大きくなってくると思われます。平成１９年度には観光協会に委託し短期体験事業を実施しておりま

すし、平成２０年度には移住・定住を推進する会がモデル住宅を建設し、商工会が中小企業庁の補助

認定を受ける中、体験受け入れ事業を実施したと聞いておりますが、現在までの経過、実績について

どのような状況かお伺いしたいと思います。 
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 ２点目ですが、異業種連携による特産品の開発については、これまでの研究成果や製品開発の状況

をお伺いしたいと思います。現在まで商工会を中心に異業種連携によるメロンビネガーなど試験開発

が進められているところでありますが、事業化や製品の販売に向けての動きも徐々に見られるとのこ

とですが、町の立場として現段階の状況をどのように把握されているのかお伺いしたいと思います。 
 ３点目ですが、平成２１年度から実施される農商観工等異業種連携事業化支援・雇用創出交付金事

業を活用した具体的な地域振興対策について町長の考えをお伺いしたいと思います。２点目の質問と

も関連するところもございますが、地域振興や経済振興を図るためには研究や調査の段階から１歩前

進し具体的な事業化を進めることがどうしても必要となります。そうした場合、現在のような厳しい

経済環境の下にあっては、個人や小規模業者が資金的な面で全てのリスクを負うことが難しい側面が

あります。また専門的な技術が必要な場合は、新たな人材の雇用または一定期間研修や技術の取得に

あたるにしても経済的な裏付けがなければ困難性が伴うと思います。特に、昨年、議会の所管事務調

査で九州に行かせてもらいましたが、大きな事業おこしも大事でありますが、農家民宿や小さな実用

的な特産品づくりがしっかり行われている地域が、厳しい中にも活性化に向けた成果を上げていると

ころを目にしたところであります。行政主導ばかりではなく、民間を主体とした取り組みへの支援の

充実は今後の清里町においても必要と認識するものであります。今回の新たな支援制度を通じて地域

振興対策に対する町長の考え方をお伺いし質問とします。 
 
○議長（村尾富造君） 
 町長 橋場 博君。 
 
○町長（橋場 博君） 
 澤田議員のご質問にお答え申し上げます。 
第１点目の移住・定住対策について、これまでの取り組みと実績等について申し上げたいと思いま

す。近年、団塊の世代が大量に退職する時代に入ったわけでありますけれども、自然に恵まれた環境

の中で暮らしを新しい生活のスタイルとして求める方々が都市を中心に急激に増加するなど農村部

への移住や定住が大きな注目を集めているところでございます。また農村部におきましても少子高齢

化や過疎化が進行する中で、地域の活性化や交流、定住人口の拡大を図るとともに、新たな人材の確

保や起業化さらには情報ネットワークを作り出す上でも有効な方策の一つとして捉えられていると

ころであります。こうした中、北海道におきましては平成１７年９月に市町村による北海道移住促進

協議会が設立されまして、現在道内の８０の市町村が参加をいたしておりますが、清里町も設立段階

から会員として加入いたしているところであります。また、平成１９年５月には行政の枠を超えた民

間企業を含んだ住んでみたい北海道推進会議が設立され、北海道商工会連合会に事務局が設置される

とともに、同じ年の９月には北海道の取り組みをモデルとして全国組織となります全国移住交流推進

機構が設立されております。このように北海道や国におかれましても、都市と農村の交流、共生をな

す新たな施策として積極的に推進を図ることとしており、地域振興や経済振興の面からも様々な支援

方策が打ち出されております。ご質問にございました清里町における移住・定住対策のこれまでの取

り組みと実績等についてでありますが、これら新たな動きのいずれにおきましても、定住対策の一環
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として平成８年度には新町に、平成１２年度には羽衣南にそれぞれ定住団地の造成分譲を行ってきた

ところでございます。また併せて単身者や世帯向け、更には高齢者向けの町営住宅の建設を継続的に

行い、現在も町営住宅ストック計画に基づき旧営林署跡地にひまわり団地の整備を計画的に進めてい

るところであります。なお、緑地区におきましては平成６年から緑地域山村留学推進協議会の皆さん

により、現在に至るまで家族留学を中心とした山村留学の取り組みを行っていただいているところで

あります。ご質問にありました新たな形での移住・定住施策につきましては、平成１８年度を初年度

とする清里町総合計画、後期５ヶ年計画の重点プロジェクト事業である花と緑と交流のまちづくり事

業の推進項目の一つとして位置づけを行っております。また、今年度が最終年度となる清里町自立計

画さらには第２期自立計画におきましても重点事業の推進項目の一つとしております。まず清里町の

全体的な取り組みの状況ですが、平成１９年度から２１年度までの３ヶ年を集中的な取り組み期間と

しており、平成１９年度には北海道の中においても特に重点的な推進地域となるパートナーエリアと

して指定を受けております。また、町内の民間推進組織として商工、観光、建設業などの異業種連携

で清里町移住・定住を推進する会が組織され、昨年５月には自ら移住モデル住宅を建設され、短期移

住体験事業を展開されているところであります。なお、町におきましても平成１９年度にはＮＰＯ清

里観光協会へ委託し交流資源の洗い出しや体験メニューの作成、さらには移住体験事業を実践して参

りました。さらに平成２０年度は、商工会が中小企業庁の小規模事業者全国展開支援事業の採択を受

け、移住体験事業と情報発信事業が実施されてきたところであります。また、町におきましても昨年

８月には総務省のモデル実証実験事業であるテレワーク移住事業の受け入れを行っております。こう

した事業を通しての具体的な短期移住体験の実施数値でありますが、平成１９年度の委託事業におき

ましては６組１２名、延べ日数は３７日、また平成２０年度におきましては１２組３３名、延べ日数

で１９９日と報告を受けております。また、町への直接的な相談による清里町への移住については平

成２０年度の１家族２名となっております。なお、今後とも町としては商工会や観光協会をはじめと

した民間での積極的な取り組みを継続的に支援するとともに、条件整備や環境整備の面で推進方策を

講じて行くことを基本といたしております。移住・定住事業につきましては短期間での移住、体験的

なもの。夏や冬の一定期間を過ごすシーズンステイ、季節移住。住み慣れた家を手放すことなく第２

の暮らしの場を作る２地域移住。そして完全に移り住む完全移住など、個々の価値観や生活スタイル、

さらには経済的な環境によって様々な形態が予想され速攻的な効果や成果がすぐには出ない側面も

あります。こうしたことを十分踏まえながら、無理をせず清里町の本当の良さを多くの方々に知って

もらうよう積極的な情報発信と条件整備に努め自然の流れとして移住や定住が推進されるよう、商工

会や観光協会をはじめとした民間での積極的な取り組みを継続的に支援するとともに、関係者と連携

し今後とも事業を進めて参る所存であります。 
 次、２点目の異業種連携の特産品開発についての関係でありますが、特に近年ご質問にもありまし

たように、商工会を中心としながら農業者や製造業、飲食業、更には観光関係など幅広い皆さんの参

加により研究や調査が行われております。具体的な取り組みとして、平成１８年度に商工会が中小企

業庁の所管する全国支援事業、村おこし特産開発事業の認定を受け専門委員会を設置する中、専門家

や研究機関も交えた中で地域資源の研究調査を行っております。さらに、平成１９年度には同じく小

規模事業者全国展開事業の補助を受けメロンと清里焼酎を原材料とするドリンク、ビネガーをはじめ
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とした飲用酢、メロンゼリー、玉ねぎ味噌、さらには地元食材を活用したご当地メニューの開発研究

が手がけられております。また平成１９年度には、この事業と平行しながら経済産業省の地域資源活

用新事業の認定をＮＰＯ法人清里観光協会が受け、清里産春蒔き小麦を活用した製粉とパンなどの製

品化、更には地元産カラマツを利用した木製大型プランターの商品化研究が行われてきました。こう

した研究試作品などにつきましては、ふるさと産業まつりや焼酎フェスティバル、町民対象の試食試

飲会などで披露されると共に専門的な観点や、市場化テストのための実証調査と研究が今年度まで引

き続き行われていております。また食用酢についてはすでに調査研究を終えており、事業化と販売に

向け町内企業が経済産業省と農林水産省の地域活用支援認定を昨年９月に受け補助や資金融資を受

けながら事業を立ち上げるべく準備に入っていると聞き及んでおります。なお、製品につきましては

早くても今年中に町内限定で試験販売されるとのことであります。小麦につきましても、粉の販売は

既に昨年から行われておりますが、新たに農協と連携する中、新年度からは製粉メーカーも加わりパ

ンやパスタ、うどん、ラーメン等の製品についてより一歩前進した事業化に向けた取り組みが行われ

ることとなっております。また、カラマツ材利用の大型プランターにつきましても町内建設業や関連

業種の皆さんにより事業化が既に行われており、昨年度実施されたガーデンアイランド北海道や、サ

ミット事業で使用されております。これらの活動や取り組みはいずれも商工、観光、製造業や農業者

の皆さんの連携により主体的に取り組まれているものでありますが、経済振興や雇用など今後の清里

町の地域振興にあたっては極めて重要なところと認識しているところあります。 
 次、３点目の平成２１年度より実施される農商観工等異業種の関係でありますけども、２１年の予

算の中で地域振興総合対策事業の新規事業として提案させていただいております、農商観工等異業種

連携事業化支援・雇用創出交付金事業についてでありますが、要綱にも記載されておりますとおり、

本町における優れた地域資源を活用して行う新商品等の開発、事業化に対する支援や町全体で地域資

源を掘り起こしたり、ブランド化を進める取り組み、積極的な販路開拓による本格的な事業化と新た

な雇用の創出に取り組もうとする新たなビジネス事業者に対し支援をして行こうとするものであり

ます。また、この交付金事業が新年度から実施されることで町内における異業種間の連携が尚いっそ

う強まり、清里ブランドを産み出し地域経済の振興と活性化、交流人口の増加が図られるよう期待し

ております。この交付金事業の対象者となりますのは、当然町内に住所を有する方か事業の着手まで

住所を有することが確実な方で、個人も含めた事業所を含む事業者、農業者、中小企業団体、任意団

体、農業法人等々といたしております。対象とする事業区分につきましては、色んな事業もあろうか

と思いますが、新商品の開発、販売、空き店舗の利活用、新規の雇用創出、農家民宿、あるいは農家

レストランなどのアグリビジネス事業等を想定しているところであります。認定期間は平成２１年度

から２２年度までの２年間とし、２２年度認定につきましては、次年次にまたがる可能性があること

から支援期間は平成２１年度から２３年度の３ヶ年といたしております。交付金の限度額につきまし

ては、交付対象経費の３分の２に相当する額であり、１事業当たり１回の交付として交付金額を最高

３００万円、下限は２０万円といたしております。また、この交付金事業につきましては単に商店や

企業の開設を支援するのではなく、地域資源を活用した新規ビジネスへと企業化に向けた取り組みに

対する支援でありますので、申請、認定の可否を審査する審査会を設置することとしています。認定

された事業につきましては、事業者名、事業計画などを町の広報等で公表するものといたしておりま
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す。この事業の取り組みが推進されることによりまして、難しい面もあろうかと思いますが、今一度

清里町における優れた農産品、それらの生産技術、加工技術さらには観光資源などを再発見するとこ

ろから地域の再活性化を追求したいところだと思っております。更にビジネスチャンスの拡大や新商

品、新事業展開の広がりも期待しながら雇用の拡大、交流人口の増加、交流人口の増加による新しい

ビジネスの創出など色々な相乗効果が表れて来るものだと考えているところでございます。こうした

事業所等の主体的な取り組みを尊重しながら、これを最大限支援するための支援策の充実に努めて参

ります。今後は清里町のホームページ、広報等による本事業のＰＲを積極的に実施し地元業者はもと

より移住・定住事業の展開にも利用していただけるものにして行きたいと考えておりますので、ご理

解を賜りたいと思います。また、農商観工と異業種連携に関しましては昨年１０月に協議会、農業協

同組合、商工会、林産協同組合、観光協会、建設業協会、斜里地区連合清里支部など町内にある全て

の代表者が集う、第１回の地域産業振興懇話会を開催し、異業種間の様々な情報交換を実施しており

ます。この中で世界的、全国的に広がった各業種における厳しい経済状況の実態がそれぞれ報告され

ております。町といたしましては、このような状況を踏まえ昨年の１２月には町民の生活不安への解

消並びに中小零細事業所、商店等の緊急支援による地域雇用の下支え強化及び地元消費拡大を促す緊

急対策事業として地域振興券発行事業、公共施設整備緊急事業を第２回地域産業懇話会において報告

し、それぞれの異業種間のご意見をいただきながら実施されたところであります。今後とも、地域産

業懇話会を必要に応じて開催し各界からのご意見等をいただきながら連携を深め、町政に可能な限り

反映させていける様努力をして参りたいと思っているところであります。以上を申し上げまして答弁

とさせていただきます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 澤田伸幸君。 
 
○４番（澤田伸幸君） 
 ただ今の説明で、移住・定住につきましては以前よりかなり商工会の事業にも乗りまして、かなり

前向きに進んだのではないかと思います。先週のテレビにも出たように、全国ネットで、かなり斜里

岳を中心としたロケーションの良い場所を見て、体験者の報告もあり好イメージではないかなという

感じがしました。色んな形でもいいですから、ショートなり季節、最後は完全移住に向けて今後とも

ご努力願いたいと思います。 
 お伺いしますが、異業種交流による特産品については商工会が中心となって進められて来たわけな

んですが、原材料の提供である農協が積極的に関与されたということで、今後、農協も協力して農業

と商業が連携して前向きな地場産品の開発に販売に弾みが付くのではないかなという感じがしまし

た。今後、代表者レベルではなく個々の開発内容に基づく実務者段階で時代を担う後継者だとか、農

家民宿なんかは女性を交えたテーブルが必要だと思われますが、今後そういう面でもう一歩踏み込ん

だ考えは無いのかお伺いしたいと思います。 
 
○議長（村尾富造君） 
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 町長 橋場 博君。 
 
○町長（橋場 博君） 
 移住・定住につきましては、商工会を中心としました民間の力をお借りしまして良い方向に進んで

いる訳でありまして、関係機関の皆様方にお礼を申し上げたいと思うわけであります。さらにこれか

らの考え方でありますけども、やはり実践するためには、そういう核になる方々を一人でも多く増や

して行きたいという願いも持っておりますし、出来ることならば、先進地区、海外も含めまして先進

地区の視察など実践している所に参加をしながら学んでいただきたいと、そういうふうに考えていま

して、若い人方の先進地視察なども可能な限り行政として補助をして行きたいなという考え方を持っ

ているところでございます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 澤田伸幸君。 
 
○４番（澤田伸幸君） 
 毎年やっておられる町民海外研修など、フランスだとか昨年は別の所だったと思うんですが、行っ

て来た方に聞くと大変刺激があったという事で、是非そういう事業もどんどん進めて先進的な英知を

養って来てもらいたいなと感覚がありますので、そういう事業の今後の推進も行われるのかどうかそ

の辺もお伺いしたいと思います。 
 
○議長（村尾富造君） 
 町長 橋場博 君。 
 
○町長（橋場 博君） 
 既に継続実施されています関係につきましても、教育委員会とも連携しながら積極的に進めて参り

たいと、そのように考えているところでございます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 澤田伸幸君。 
 
○４番（澤田伸幸君） 
 今後とも地域のリーダーを育てるために、道外なり海外なり積極的に進めていただきたいと思いま

す。最後になりましたが、地域振興対策については基盤となる施設の整備に向けて準備対応等が予定

されているわけなんですが、道の駅のパパスランドの改築にあたっては、地域からの要請もあったと

聞いていますが、地域振興の視点から道の駅パパスランドをどのような機能を持たせるのか、どのよ

うな手法を取るのか重要になると思いますし、今の各地の道の駅を見ますと観光客の激減により観光

客頼りだけの道の駅ではなかなか安定した集客が出来ないのではないかと思いますし、地元もよく利
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用できるような地元にとっても良いという道の駅でなければならないと思いますし、何らかの方法は

考えられるし、計画もされていると思いますので、こうした場面の今までの特産品開発と連動した異

業種連携を考慮し、より専門的な見地からも検討が必要だと思われるので、現時点で考えられる町長

の考え方をお聞かせ願いたいと思います。 
 
○議長（村尾富造君） 
 町長 橋場 博君。 
 
○町長（橋場 博君） 
 現在の状況でありますけども、例えばパパスにつきましては札弦地域の活性化協議会が色んな意見

を述べておられる状況であるわけでありますけども、これからの町の考え方といたしましては、どう

いった方法があるのか、所管の委員会とざっくばらんに十分これから詰めて参りたいと思っていると

ころでございます。現在までにどういう案があるという、そういうところまでは至っておりませんが、

状況等鑑みながら十分詰めて参りたいと思っているところであります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 澤田伸幸君。 
 
○４番（澤田伸幸君） 
 私も観光だとか定住移住ばかりで６年間やって来たんですけども、今後とも地元に定着した素晴ら

しい清里の景観を生かした清里ならではの観光を地場産業特産品も含めて進めて特徴のあるまちづ

くり、特徴のある清里町の農産物を多くの人に特産品を食べてもらったり買ってもらえるような取り

組みに、是非、町長自身先頭に立ってお願いしたいと思います。何かあればお願いします。 
 
○議長（村尾富造君） 
 町長 橋場 博君。 
 
○町長（橋場 博君） 
 清里町の素晴らしい景観、お褒めいただく景観は農業者の皆様方が汗の結晶で築かれた景観、良い

農産物を作るために出来た結果でありますので、こういったものを大切にしながら特徴あるまちづく

りにおきまして、所管の委員会と十分にお話をさせていただきながら進めて参りたいと思っていると

ころでありますのでよろしくお願い申し上げたいと思います。 
 
○議長（村尾富造君） 
 澤田伸幸君。 
 
○４番（澤田伸幸君） 



39 
 

 終わります。ありがとうございました。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これで澤田伸幸君の一般質問を終わります。 
 次に、畠山英樹君。 
 
○３番（畠山英樹） 
 先に通告いたしました清里町の教育振興について質問させていただきたいと思います。平成１８年

度に教育基本法が改正され、その後教育に関する各種の法律が改正され教育行政は大きな転換期を迎

えております。この世の中、一連の改革の中では昨年３月に生きる力を基本理念とした学習指導要領

が改正され、小学校においては平成２３年から中学校においては平成２４年から前面実施されます。

本町においても、この子供達に学習指導要領の基本理念である、生きる力を育むために基礎的、基本

的な知識・技能の習得、思考力、判断力、表現力等の育成のための各学校で特色のある取り組みを進

めているというふうに聞いてございます。そこで本町の児童生徒に対する教育振興の取り組みについ

て伺いたいというふうに思います。清里中学校においては、平成２１年度に清里中学校に入学される

生徒１年生は４０人と聞いております。４０人というのは現在の国の基準からいえば１クラスと思い

ます。清里中学校は学んで良かった、そして学ばせて良かった学校づくりという事を基本的考えとし

て、平成２０年度には確かな学力と豊かな心を身につけた生徒の育成を目標に学習活動、生活生徒指

導に取り組んでいることがあります。私ども、中学生の生徒たちは大変素晴らしい生徒たちが多い、

現在１クラス２０名少々のクラスでありますけども、先生の目も行き届ききめ細やかな指導ができ、

全員が基礎基本がしっかり身に付け、授業が出来ていると思っています。その結果、子供達が落ち着

いて勉強に励むことができ、生活態度も素晴らしい生徒が生まれて来たと感じてます。１クラス４０

となると先生の目もクラス全員には行き届かず、授業について行けない生徒も出るのではないかとい

うふうに危惧をするところでございます。また、町内５つの小学校から生徒が集まるわけで、複式の

小学校から通学される生徒もいる。そして、中学校の環境に馴染むのに時間がかかるというふうに思

います。そんな中、４０人という大人数のクラスでは尚のこと問題が生じないかというふうに心配を

されるところでございます。落ちこぼれや不登校になる生徒を生まないように、教育委員会としては

どう捉えておられるのかお聞きをしたいと思います。 
 また２点目について、学習指導要領の改正についてでありますけども、平成２０年３月に学習指導

要領が改正され、小学校では２３年から中学校では２４年から前面実施される事になっている。一部

については、平成２１年度から新学習指導要領による指導によって、町としての対応を聞きたいとい

うふうに思います。今回の改正で特に感じるのは、確かな学力を確立するために必要な授業時間の確

保と、小中学校共に週当たりの授業時間が１から２時間増加されたことで、総合的な学習の時間が大

幅に削減されたことであります。私の記憶では、今までの学習指導要領はゆとり教育を全面に押し出

して、学習内容を３割削減され自ら考える力を育成するとのことから、総合的な学習の時間が新たに

取り入れた、マスコミ等でも大きく取り上げられたというふうに記憶をしているところでありますが、

文部省が出している資料を見ますと、今回の指導要領にはこれを１８０度転換し、授業時間を増加し
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総合的な学習の時間を大幅の削減し、国語、算数、理科、社会などの必修科目の授業時間が大幅に増

えています。子供達に確かな学力を育むためには今回の改正は当然だというふうに思いますが、１０

年も経たずにこのような大きな方向転換を図るという事は、今までの指導要領については何だったの

かなと思うわけでありますけれども、この改正については文部省が行うことでありまして、ここで言

ってもしょうがないと思いますけども、この新しい指導要領の中で不明な点についてお聞きをしたい

と思います。今回改正された指導要領は、小学校では２３年から中学校では２４年から実施されると。

一部については、各学校の裁量によって２１年度から前倒しが出来るということになってございます。

そこで、清里町の各学校で２１年度から前倒しで実施する内容についてお聞きをしたい、この２点に

ついて答弁をお願いしたいと思います。 
 
○議長（村尾富造君） 
 教育長 荻野美樹君 
 
○教育長 
 ただ今の畠山議員の清里町の教育振興についてお答え申し上げたいと存じます。まず１点目の清里

中学校の学級編成についてでありますが、ご質問の中にありましたように平成２１年度の清里中学校

の入学生は現在のところ４０名の見込みでありまして、現在の文部科学省の学級編成基準は１学年４

０名となっておりますので、本年度清里中学校に入学される新１年生は１クラスでの編成となります。

４０名１クラスになった場合に、現在の様なきめ細やかな学習指導や生徒指導が出来ないのではない

か、問題が生じないかと言うご質問でありますが、教育委員会としましても、議員ご指摘のとおり授

業について行けない生徒や学校に馴染めないで不登校となるような生徒が生まれることは断じてあ

ってはならないことだというふうに考えております。新１年生につきましては、習熟度別学習、授業

以外での学習サポート、また日常的な教育相談の実施、学校行事等においては２クラスに分けて実施

する。これらの取り組みを行いまして、生徒に不安を与えないように対応して行きたいというふうに

考えております。なお、習熟度別学習につきましては教員１名を増員いただくよう網走教育局の了解

をいただいているところでございます。 
 ２点目の学習指導要綱改正に伴う２１年度からの対応についてでございますが、ご質問のとおり昨

年３月に学習指導要領が全面改正されまして、小学校が平成２３年度から中学校が平成２４年度から

完全実施されます。平成２１年度から完全実施されるまでの間は、移行措置期間として改正された学

習要綱の内容を取り込んで授業を行うこととなっていまして、一部教科につきましては部分的に取り

組まなければならないところもありますが、取り組む内容については、ご質問のとおり各学校の裁量

となっております。本町における平成２１年度から取り組む新学習指導要領の内容でございますが、

小学校につきましては授業時数を１年生から６年生まで全学年、週１時間を増やします。教科につき

ましては学年により異なりますが、算数、理科、英語、体育、道徳、特別活動について新しい学習指

導要領の一部を取り入れて授業を実施して参ります。中学校でありますが、総体の授業時数について

は２１年度は変更せず現在の授業時数といたして参ります。教科につきましては学年により異なりま

すが、数学、理科、道徳について新しい学習指導要領の一部を組み入れて参ります。今回の改訂につ



41 
 

きましては、授業時数等の増加もございますので子供達の心身への負担が過重とならないよう十分配

慮して参りたいと考えております。 
 
○議長（村尾富造君） 
 畠山英樹君。 
 
○３番（畠山英樹君） 
 それでは２点について答弁をしていただいた訳でありますけども、最初の１点目の関係について、

清里中学校の生徒数の減少に伴う学級編成について、１点か２点お聞きしたいというふうに思います。

教育委員会だとか学校の取り組みについて説明をいただいたわけでありますけれども、昨年、議員所

管事務調査で小中一貫教育を研修させていただいた。その中で小中一貫教育の一番の狙いは、私は中

１問題だというふうに感じています。小学校から中学校に進学した時に小学校とは違うスタイルや環

境の中で、勉強に対応できない、馴染めないなどの問題から落ちこぼれや不登校になる生徒が急増す

るという状況を改善することが小中一環教育の狙いだというふうに思います。クラスが減るというこ

とは、当然先生の数も減るということだと思っておりますし、また平成２１年度から新しい学習指導

要領が取り入れられると。新しい指導要領では週当たり１時間、そして先生が減り授業時間が増える

という中で、はたしてきめ細やかな授業が可能なのかどうかという部分。生徒指導が出来るのかが一

番疑問に思うところでございます。以前、道教委で高校において１クラス３０人の特例２間口という

制度を道独自で実施していたというお話を聞いてございます。それらについて教育委員会として検討

された経緯があるのかどうかお聞きしたいと思ってます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 教育長 荻野美樹君。 
 
○教育長 
 ただ今議員のご指摘のとおり、中学校入学後に授業について行けないですとか、学校環境ですとか、

人間関係に馴染めないということで不登校が急増するという、俗にいう中１問題と言われているのは

全国的に大きな問題になっているところでございます。また、教職員の人数も現在の職員配置基準で

いきますと、クラスが減ると１名減となるという様なところでございます。今、そのような中から特

例的な３０人学級ということでございますが、現在は基準が１クラス４０名となっているところでご

ざいまして、これを１クラス３０名に基準変更していただきたいということで、全道の教育委員会は

もとより全国の教育委員会が文部科学省の方に色々要請を早い時期から行っているわけでございま

すが、未だそういうような状況にはないわけでございます。この３０人学級については、今後とも道

教委の方と歩調を合わせまして、文部科学省の方に要請をして行きたいというふうに思っております。

ただ、それは国の方に要請でありまして本町の２１年度新入学１年生は４０名１クラスという様なこ

とでございますから、特例的に３０名学級が出来ないかという様なことで私も網走教育局の方に再三

申し入れを行ったところでございますが、現在の基準では網走教育局としては３０名学級を容認する
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ことは出来ないと言うことで、ただそのことで習熟度別学習の教員を１名増加すると言うお話をいた

だいているところでございまして、現実として３０人学級というのは今のところ出来ないということ

でございます。教育委員会といたしましては先ほどもお話しましたように、そのような学校環境です

とか落ちこぼれですとかという様な部分が出たり、不登校の生徒が出ることが断じて許されないこと

ですので、学校と十分連携を取りながら学校ぐるみで対策するように学校とも協議をしてございます

ので、そのようなことで対応して参りたいと考えております。 
 
○議長（村尾富造君） 
 畠山英樹君。 
 
○３番（畠山英樹君） 
 道教委等では１クラス３０名ということについては難しいというふうにお話を聞きましたが、先日、

１週間前でありますが新聞で見ました津別小学校。あの２０人学級の関係で、これは町で教職員を採

用して町でするという部分。これらもあったわけでありますが、これらも清里では難しいという部分

なのかを含めて考えを聞きたいというふうに思いますし、これらのことで中学校と協議をしていると

いう部分などもありましたらお話をしていただければと思います。 
 
○議長（村尾富造君） 
 教育長 荻野美樹君。 
 
○教育長 
 ３月５日の津別町の小学校の関係かと思っております。教育委員会といたしましても、この１クラ

ス４０人につきましては再三会議を開きまして教育委員さん方と意見を交わしたところでございま

す。清里の場合は今このようになりましたけども、平成２３年からは３年度以降については常にこの

ような状況になると。４０人を超えるのは平成２２年だけで２３年以降はこういうような状況になる

というようなことも含めまして、教育委員さん方の意見を伺っているところでございますが、本年度

につきましては４０人学級ということで進めて行くという様なことで、２３年度以降各クラス１つの、

学校全体で３クラスということになりますので、２３年度以降の学校のあり方について検討するとい

うことで教育委員会の中で話をしております。また中学校との協議これの内容でございますが、現段

階で中学校と話をして取り組む内容でございますげども、まず１点目学習面に関してですけども、先

ほどから申しておりますように習熟度別学習を実施して行きたいというふうに考えております。それ

から放課後やテスト前、それですとか長期休業中、それらにおいて補習授業的に学習サポートを行っ

て行きたいというふうにしております。それから、学習計画ですとか自学ノートを活用して家庭学習

習慣を確立する指導を実施して行きたいと。これにつきましては、各保護者の皆様方のご協力をお願

いしなければならないわけで、各家庭にもこういう働きかけをして行きたいということで、学習面に

ついては学校の方と話をし実施することとしています。それから生徒指導に関してでございますが、

生徒指導に関しましては日常的な教育相談ですとか長期休業前の教育相談、これをまず実施して行こ
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うということにしております。それからもう１点、ピアサポートプログラムを行い対人関係能力を育

成するという様なことで、これは相手を思いやる気持ちですとか、そういうような対人関係能力、こ

れを上げるようなプログラムを組みまして、そういう指導に力を入れて行きたいというふうに考えて

おります。それから４０人１クラスということでありますので、休み時間には常に教師が１名教室に

いる状態にするという様なことで、これらについて学校と協議をして２１年度は取り組んで行くとい

うよな事で考えております。今、学校と協議をしまして、具体的にこの部分をという様なことは今申

し上げた学習指導面で３点、それから生徒指導の面で３点、これらについては学校の方とも協議を済

ましているところでございます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 畠山英樹君。 
 
○３番（畠山英樹君） 
 今の答弁の中でちょっと気になった部分があったわけでありますけども。中学校が今後２２年を過

ぎると１クラスづつになるというふうに言われたように聞こえたんですが。そうするとこの私が持っ

ている資料については、小学校何年生が順番に上がってったらその人数はクリアできるんだけども、

中学校になる時点でいなくなる可能性が多いっていう捉え方で良かったのかなというふうに。質問を

別な部分でさせていただきますので、それに付随して答弁していただければいいかなというふうに思

います。中学校の関係については、当然これから２点目であります学校指導要領の中で、まだまだ小

学校、中学校詰めてお話をしなきゃならないという部分。学校サイドと教育委員会等についてはお話

をしていただきながら進めているというふうに理解はいたしましたけれども、まだまだ学習指導要領、

これからの問題については授業が増えるという部分の質問を併せてさせていただきながら、それらも

お聞きしたいとおもいますが。授業時数については、資料によりますと小学校では１、２年週２時間、

それ以外の小学校、中学校では週１時間授業が増えるということになっていると。このことによって

小学４年生から６年生までは週２８時間、中学校では全学年で週２９時間の授業となると。全んど毎

日６時間授業で、授業が生徒の負担にならないかというふうに心配するところであります。反面、確

かな学力を図るためにということについてはやむを得ないという風に思っておりますけども、近年の

子供達の体力の低下が叫ばれている中では、毎日６時間というのは大変だろうと思いますし、少年団

活動、あるいは部活動に支障が出ないものかと懸念をするところであります。これらについて教育委

員会はどう捉えているのかお聞かせいただきたいと思います。 
 
○議長（村尾富造君） 
 教育長 荻野美樹君。 
 
○教育長 
 １点目でありますが、中学校のクラスの関係であります。平成２２年は２クラスを確保できる見込

みでございます。平成２３年の入学生からは大体４０名を切るような状態で、それ以降は大体１クラ
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スになるのかなというふうに思っております。それから２点目の学習指導要領の改訂による授業時数

の増加、それに伴う子供達の活動ということでございます。今回の改訂におきまして、お話にありま

したように完全実施されれば小学校１、２年生で２時間、小学校３年生から６年生までは週１時間、

中学校は全学年週１時間授業時数が増えることになりまして、今議員のご質問のとおり大体週当たり

２８時間から２９時間の授業というような事。こうなりますと５時間授業というのは週に１日か２日

という様な状況になるわけでございます。今、子供達の体力低下、これはご指摘のとおり叫ばれてお

りまして非常にこれは大きな問題でありまして、今回の学習指導要領の改訂でも体育の授業がかなり

増えてきているのが実態でございます。そのような中で、少年団活動ですとか部活動ですとか、これ

らが出来ないということになれば体力低下が叫ばれている中で非常に問題があるのかなというふう

に思っておりますし、子供達にとって少年団活動ですとか、部活動というのは大変重要な活動にある

と私どもも考えております。部活動、少年団活動の時数をどのように確保するかというのは色々問題

のあるところでございまして、これらも本町では結論は出てはいないのですけども、校長会等では

色々お話をしているところでございます。全道的に検討しているですとか、色んな意見が出た中から

２、３事例を挙げてお話を申し上げたいなと思いますが。今１日の授業時数というのは全道どこへ行

っても１日６時間、午前中に４時間授業をして午後から２時間授業というのでございますけれども、

これを例えば７時間授業を作ってはどうかという様なことがございます。この７時間授業はどうやる

かと言うと、要するに朝の登校時間を若干早めにして、休み時間や昼休みの時間を若干短くするとい

う様なことで。午前中に５時間授業をやって午後２時間の授業をやって、その代わり５時間授業の日

を週１回しかないのを２回にするとか３回にしてはどうかというような事も叫ばれております。それ

から同じ５時間授業でも、午前中に５時間の授業を持って行って午後からは１時間という事。そうな

れば午後からの授業が早く終わるので、部活動や少年団活動に問題がないですとか、そんなような議

論もしているところでございます。ただ、これは今色々な方法がないかという様なことで議論を交わ

している段階で、まだこれといった方向付けが出来ているわけではございません。今後、子供達のそ

ういう活動に支障が無いように、何か良い方法がないか学校側ともよく相談をしながら、こういうよ

うな時間は十分取るように努めて行きたいと考えております。 
 
○議長（村尾富造君） 
 畠山英樹君。 
 
○３番（畠山英樹君） 
 私も資料を見て、この時間だったらこの日程を組むには大変だなという部分、これはてんてこ舞い

するだろうなというところが実感として一番先に感じられた部分。それから、もう２点くらい大変だ

なという部分があるわけで、大変だなと思う部分だけ聞かせていただきます。今回のこの小学校の英

語教育なんですが、新しい指導要領の中に小学校５年生、６年生については週１時間英語の時間を取

り入れることになっている。清里では先ほど２１年度から取り入れるとお話があったわけであります

けども、中学校と違い小学校に英語の指導の免許を持った先生はいないと思います。それで大変心配

するところなんですが、これらについても教育局主催で英語の勉強会を、育成する研修会っていうの
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があったと聞いてございます。実際１回程度の研修で英語の指導が出来るのかという部分、これら２

１年度から授業を行うことであろうと思いますけども、そこら辺の教育委員会として出来るのかとい

う部分。当然出来るのだろうと思いますけども、その対応をお聞きしたいと思います。 
 
○議長（村尾富造君） 
 教育長 荻野美樹君。 
 
○教育長 
 小学校の英語の授業でございますが、週１時間で年間３５時間っていうのが今回の指導要領で加わ

ったわけでございます。今、申されましたとおり本町においては２１年度から取り入れて参りたいと

いう風に考えております。管内的にも２１年度からこの英語授業を取り入れる学校があるということ

から、教育局主催で３日間の研修会が開催されまして、本町各学校からもこの研修会に参加している

ところでございます。ご存知のとおり本町におきましては早くから英語指導助手、ニュージーランド

の方から来ていただいているんですけども、この方を採用しまして各学校で総合的な学習の時間で、

今は年間大体２週間に１回くらい、１２時間から１８時間くらい、学校によって異なりますけども、

１２時間から１８時間くらいの授業を行っているところでございます。今申されましたように、１回

程度先生が講習に行ってはたして授業として出来るのかと言うことでございますが、そのようなこと

で今まで英語指導助手と共に小学校の先生方も英語を教えるということでやっておりますので、不安

が全くゼロとは申しませんが、うちで取り組んで来た内容、これらを見ました時に十分２１年度から

取り組んで行けるという判断をいたしまして、本町は２１年度から全小学校で取り組んで行くという

ふうに決定をいたしたところでございます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 畠山英樹君。 
 
○３番（畠山英樹君） 
 なんとか英語についてはという部分ではあるわけですけども。一番懸念する部分は、教師が十分な

研修を受けない中で授業を行った場合、小学校の関係については各学校で指導の内容が違うんだろう

と。そして、本来の中学校の英語授業としてスタートする。今まではそうだったんですが。小学校の

指導の格差が出来ると中学校の授業にバラつきが出てくる、そんな部分を懸念するところであります

し、今回の改正が先ほど言いましたように時間数にして３５時間、３年間で１０５時間という英語の

時間、そして英語教育については国際理解教育という部分のテーマまで決めて進めようとしてますし、

この時間帯を見ますと英語がどれだけ重要な教科だというふうに感じ取るわけです。そこら辺、小学

校等それから中学校の指導の仕方、大変気を付けなければならない部分だろうと思います。その点に

ついて教育委員会にお聞きしたいと思いますが。 
 
○議長（村尾富造君） 
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 教育長 荻野美樹君 
 
○教育長 
 学校間の格差という様な事と今回の指導要領において英語授業が非常に重要視されているような

事でございます。小学校は今まで無かった５、６年生に英語の授業ができ、中学校では３年間で１０

５時間英語の時間が増えたということで、これは今回の指導要領で１番授業時数が増えたのは英語で

ございまして、この辺議員指摘のとおりでございます。それだけ重要な国際理解教育ということで重

要な授業であるという様なことから、こういうことになったという風に思っております。それに伴い

まして、小学校で習って今度は中学校に行くという事で、小学校の中で格差が出てくると中学校へ行

って分からないというのが出てくるですとか、小学校で履修漏れの時に、習わないで中学校へ行って

しまうという事が起きないかというご質問だと思っております。その辺私どももですね、学校間のバ

ラつきが出るのが非常に危惧をしていまして、この英語の授業を小学校で取り入れるにあたっては校

長会でも色々議論をいだしまして、一応統一した内容で各学校指導して行こうという様なことで。校

長会の申し合わせ事項としては、先ほど総合的な学習の中で１２時間から１８時間とお話を申し上げ

ましたが、２１年度については各小学校１５時間の授業をやって行きましょうと言うことで校長会で

申し合わせをしまして、内容についても統一した内容で取り組むということで各学校間の調整を取っ

ております。ご指摘のとおり子供達がバラバラに習って中学校に行くとしたら中学校で習う時に非常

に問題が出ますので、この辺は十分学校の方とも協議しながら文科省の方も指導の参考資料等も出す

ように聞いておりますので、それらと付け合せまして学校とも十分格差の出ないような授業で進める

ように私どもの方でも指導して行きたいというふうに思っておりますので、ご理解いただきたいと思

います。 
 
○議長（村尾富造君） 
 畠山英樹君。 
 
○３番（畠山英樹君） 
 分かりました。新しい科目でありますので、そこら辺教育委員会として学校間格差等ないように十

分に注意していただきながら進めていただければというふうに思うところでございます。この英語の

関係についてもまだまだ出て来る部分もありますし、それから今回のこの中で武道の必修化っていう

事が謳われています。今回のこの改正で中学校１、２年について武道が必修化されたと。清里はいつ

からか分からないわけでありますけども当然いずれ取り組むのだろうと。この武道という部分につい

ては色んな種類があるわけですけども、当然これから種類を選択し、そして確保するんだろうなと。

これについて、今、教育委員会でどんな考え方を持っておられるのかお聞きしたいと思いますが。 
 
○議長（村尾富造君） 
 教育長 荻野美樹君。 
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○教育長 
 武道についてでございますけれども、中学校１、２年生が必修で３年生が選択というようなことで

今度新たに入って来たわけであります。これにつきましては、今学校の方とも色々協議をしていると

ころでございますが、２１年度については武道については取り組まないということで学校の方と話を

しております。いつからと言うことでございましたが、今のところ学校とは正確にはしてないんです

が、２３年には取り組まないとならないだろうと。完全実施が２４年ですから、その１年前から取り

組まなければならないだろうと言うことで、出来れば２２年から取り組みたいということなんですけ

ども、ただ他の教科も、一般の必修の教科もまた先ほど３教科程度を２１年度から取り組むというこ

とにしておりますけれども、他の教科も授業時数が増えますので、そちらとの兼ね合いがありますの

で、それらのことを考えていくと武道よりも先に他の教科の時数を増やして行った方かいいのではな

いかと言うようなことから、今のところ武道については２３年度を目途にということでしております

けども、いずれにしましても早い時期に何をやるのか、例えば柔道をやるのか剣道をやるのか弓道を

やるのか相撲をやるのか早い時期に種目は決めないとならないと考えておりますので、これは２１年

度中には何の種目をやるのか方向付けをしたいという風に考えております。 
 
○議長（村尾富造君） 
 畠山英樹君。 
 
○３番（畠山英樹君） 
 ２２年度には決めていくという部分の中で１番良い方法を取るんだろうなと思いますが、親のこと

を考えますと金のかからないもの。当然中学校には施設等のある無し色々あろうかと、これから選択

するわけでありますし、清里でも近場に武道館等ございます。そこら辺を利用していただいて町の施

設を最大限に利用していただいて、そして何とかクリアできるようにという部分、これを併せてお願

いをしたいというふうに思いますし、今回の法律改正、教育三法が改正されたという部分については

学校教育法の改定、それから地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正、それからもう一つは

教育職員免許及び教育公務員特例法の改正が柱であると、その中から新学習指導要領が出てきたと。

この国の施策を見ますと、条件整備の中に指導者体制整備だとか外部人材活用だとか設備整備、それ

から補助教材整備などという支援事業あるいは補助事業が一番多く含まれている事業だと私は見ま

した。これが使えるかどうかは分からないわけでありますけども、これらについて、これらを踏まえ

て今後益々検討する材料があるんでないだろうかというふうに思ってます。教育委員会の力が今後

益々試される時期だというふうに考えますので、今後最大の最良の得策を選んで実行していただけれ

ばというふうに思います。以上です。 
 
○議長（村尾富造君） 
 教育長 荻野美樹君。 
 
○教育長 
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 武道につきまして保護者の負担ですとか町の負担ということでございまして、私どもとしましても、

なるべくあまり保護者に負担がかからないように。それと幸いなことに、本町は中学校から武道館ま

で、非常に近いところに武道館もございますので極力そのような施設を活用しながら授業の方を進め

て行きたいと思っております。議員ご指摘のとおり色々な部分で文科省、武道施設の補助ですとか人

員の増員の関係ですとか色々な部分で文部科学省の今年新しい予算付けをしているようなところで

ございますが、なかなか我々のほうでも使える補助が無いのかということで検討しているところでご

ざいますが、今のところきちっと見えない部分もございまして活用までは行ってないのですけども、

何とか教材等で使える部分が無いのか今後とも十分勉強して、使えるものは活用して行くようにして

参りたいと思っておりますので、そのようなことでよろしくお願いしたいと思います。 
 
●散会宣告 
○議長（村尾富造君） 
 以上で一般質問を終わります。 
 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 
本日はこれで散会いたします。ご苦労様でした。 
                                 （散会 午後２時３８分） 
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平成２１年第１回清里町議会定例会会議録（３月１１日） 

 
平成２１年第２回清里町議会定例会は、清里町議会事堂に招集された。 
 
１．応招議員は次のとおりである。 
       １番 勝 又 武 司      ６番 藤 田 春 男 
    ２番 加 藤 健 次      ７番 細 矢 定 雄 
    ３番 畠 山 英 樹      ８番 中 西 安 次 
    ４番 澤 田 伸 幸      ９番 村 尾 富 造 
    ５番 田 中   誠 
 
２．不応招議員は次のとおりである。 
    なし 
 
３．出席議員は次のとおりである。 
    出席議員は応招議員に同じである。 
     
４．欠席議員は次のとおりである。 
    なし 
 
５．遅刻議員は次のとおりである。 
    なし 
 
６．早退議員は次のとおりである。 
    なし 
 
７．地方自治法第１２１条の規定により、説明のために会議に出席した者は次のとおりである。 
 
         町 長   橋  場    博 
         副 町 長   櫛 引 政 明 
         総 務 課 長   古 谷 一 夫 
         町 民 課 長   小 笠 原 利 一 郎 
         建 設 課 長   坂 本 哲 夫 
         産 業 課 長   宇  野    充 
         保 健 福 祉 課 長   島 澤 栄 一 

出  納  室  長   谷    秀  三 
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         焼 酎 事 業 所 長   長 屋 将 木 
         教 育 長   荻 野 美 樹 
         生 涯 教 育 課 長   柏 木 繁 延 
         監 査 委員事務局長   村 上 孝 一 
         農業委員会事務局長   宇  野    充 
         選挙管理委員会事務局長   古 谷 一 夫 
 
８．本会議の書記は次のとおりである。 
         事 務 局 長   村 上 孝 一 
         主        査   鈴 木 美 穂 子 
 
９．本会議の案件は次のとおりである。 
議案第 ６号  清里町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 

議案第 ９号  清里町税条例の一部を改正する条例 

議案第１０号  清里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

議案第１１号  清里町介護保険条例の一部を改正する条例 

議案第２６号  平成２１年度清里町一般会計予算  

議案第２７号  平成２１年度清里町介護保険事業特別会計予算  

議案第２８号  平成２１年度清里町国民健康保険事業特別会計予算 

議案第２９号  平成２１年清里町老人保健特別会計予算  

議案第３０号  平成２１年度清里町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第３１号  平成２１年度清里町簡易水道事業特別会計予算 

議案第３２号  平成２１年度清里町農業集落排水事業特別会計予算 

議案第３３号  平成２１年度清里町焼酎事業特別会計予算   
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                                  開議 午前９時３０分 
●開議宣告 
○議長（村尾富造君） 
 ただ今の出席議員数は９名です。 
 ただ今から本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 
 
●日程第１ 会議録署名議員の指名について 
○議長（村尾富造君） 
 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 
 会議録署名議員は会議規則第１１８条の規定により議長において３番 畠山英樹君、４番 澤田伸

幸君を指名いたします。 
 
●日程第２ 議案第６号、議案第９号から議案第１１号 
○議長（村尾富造君） 
 既に上程されております、議案第６号 清里町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について提

案理由の説明を求めます。総務課長。 
 
○総務課長 
既に上程されております、議案第６号清里町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について提案

理由のご説明を申し上げます。 
本件につきましては現計画の一部を変更するにあたり、過疎地域自立促進特別措置法第６条第６項

の規定により議会の議決を求めるものです。議案を１枚お開きいただきたいと存じます。 
今回の一部変更は、平成２１年度事業の執行にあたり、消防施設の整備財源として過疎債の発行を

予定していることから、計画の３、生活環境の整備に（４）として消防施設を加えるものでございま

す。事業内容につきましては高度救命処置用資機材を含む高規格救急車購入事業１台、格納庫整備事

業１棟となっており事業主体を町とするものでございます。なお、法律で定められております北海道

との事前協議においては、追加変更にかかる了諾を得ているところであります。以上で提案理由の説

明とさせていただきます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
  
○議長（村尾富造君） 
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 既に上程されています、議案第９号 清里町税条例の一部を改正する条例について提案理由の説明

を求めます。町民課長。 
 
○町民課長 
 既に上程されております、議案第９号清里町税条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げ

ます。 
 今回の改正は地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、清里町税条例の一部を改正するも

のです。改正内容につきましては、公益的団体に対する寄附金につきましては市町村税の寄附金控除

の対象となる団体を市町村が独自に条例で定めることが出来ることとなりましたので、団体の要件を

定めるものでございます。内容につきましては別冊の審議資料の新旧対照表にてご説明いたしますの

で、審議資料の７ページをお開き願います。訂正箇所につきましてはアンダーラインで示しておりま

す。 
第３４条の７第１項に事務所を町内に有する法人又は団体に対する寄附金又は金銭を加え、第２号

の次に公益団体等を規定する第３号から８ページ第１２号までを加えるものでございます。なお、現

時点では清里町社会福祉協議会と清里町福祉会の２団体となっており、道民税の控除対象ともなって

おります。９ページをお開き下さい。附則につきましては平成２１年４月１日から施行し、経過措置

として平成２０年１月１日以後の寄附金に適用することを法改正に伴う読み替えを規定しておりま

す。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 既に上程されております、議案第１０号 清里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

て提案理由の説明を求めます。町民課長。 
 
○町民課長 
 既に上程されております、議案第１０号清里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

ご説明申し上げます。 
 今回の改正は、医療費の増加及び応能・応益割合の調整を目的に保険税率を見直すものでございま

す。内容につきましては別冊の審議資料の新旧対照表によりご説明いたしますので、審議資料の１０

ページをお開き願います。訂正箇所についてはアンダーラインにて示してあります。 
第２条第４項につきましては介護納付金課税限度額９万円から１０万円に改めるものです。第５条

につきましては医療分均等割２万６千円から２万７千円に改めるものでございます。１１ページをお
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開き下さい。第５条の２第１項第１号につきましては、医療分平等割２万６千円から２万７千円に改

め、第２号につきましては特定世帯の平等割１万３千円から１万３千５００円に改めるものでござい

ます。第６条につきましては後期高齢者の所得割１００分の１．２を１００分の１．４と改めるもの

でございます。第８条につきましては介護納付金の所得割１００分の０．７を１００分の０．９と改

め、第９条につきましても介護給付金の資産割１００分の３を１００分の５と改め、第９条の２につ

きましても介護納付金の均等割７千円を８千円に改めるものです。１２ページをお開きください。第

２３条第１項第１号は７割軽減の条文であり、アは医療分均等割額１万８千２００円を１万８千９０

０円に、イは平等割１万８千２００円を１万８千９００円に、９千１００円を９千４５０円に改め、

オ・介護納付金均等割４千９００円を５千６００円に改め、１３ページをお開き下さい。第２号は５

割軽減の条文であり、アは医療分均等割１万３千円を１万３千５００円に、イは平等割１万３千円を

１万３千５００円に、６千５００円を６千７５０円に改め、オ・介護納付金均等割３千５００円を４

千円に改め、第３号は２割軽減の条文であり、アは医療分均等割５千２００円を５千４００円に、イ

は平等割り５千２００円を５千４００円に、２千６００円を２千７００円に改め、次のページをお開

き下さい。オ・介護納付金均等割１千４００円を１千６００円改めるものです。附則につきましては

平成２１年４月１日に施行し平成２１年度分の国民健康保険税からの適用を規定しています。以上で

説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 
○議長（村尾富造君） 
既に上程されております、議案第１１号 清里町介護保険条例の一部を改正する条例について提案

理由の説明を求めます。保健福祉課長。 
 
○保健福祉課長 
 既に上程されております、議案第１１号清里町介護保険条例の一部を改正する条例について提案理

由をご説明申し上げます。   
今回の条例改正は第１号被保険者の介護保険料の改定になります。介護保険料の設定につきまして

は介護保険法の規定により３年毎に介護保険事業計画に定める、高齢者人口・要介護者等数・介護サ

ービス見込み量などに基づいて設定する仕組みになっております。この介護保険事業計画の策定につ

きましては保健福祉計画策定委員会においてご審議賜り、答申では介護保険料は現行どおり基準額で 
月額３千９６０円の答申を頂いております。その後の介護報酬改訂案が示され、介護従事者の処遇改

善を図るため平成２１年４月から引き上げとなり、これに伴い介護保険料も上昇しますが、本町にお

いては特例交付金と基金繰り入れを行い平成２１年度から２３年度の介護保険料につきましても、今
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と同じ保険料、基準額で月額３千９６０円に設定するものであります。 
次に審議資料の１５ページ、介護保険条例の新旧対照表をご覧頂きたいと思います。今回の条例改

正では介護保険料は平成１８年度から２０年度と同額になりますので、介護保険条例第２条第１項中

の平成１８年度から平成２０年度を平成２１年度から平成２３年度に改めるものであります。附則の

第１項は施行期日を定めるものであり、第２項は介護保険料の適用年度区分を定めるものであります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 
●日程第３ 議案第２６号から議案第３３号 
○議長（村尾富造君） 
 既に上程されてます、議案第２６号 平成２１年度清里町一般会計予算から議案第３３号 平成２

１年度清里町焼酎事業特別会計予算まで、順次提案理由の説明を求めます。 
 まず最初に、議案第２６号 平成２１年度清里町一般会計予算について。総務課長。 
 
○総務課長 
 既に上程されております、議案第２６号平成２１年度清里町一般会計予算についてご説明を申し上

げます。お手元に平成２１年度の予算書及び予算説明書並びに予算審議資料を用意いただきたいと存

じます。 
 まず始めに各会計の予算総括についてご説明を申し上げますので、別冊の平成２１年度予算審議資

料の方の表紙を１枚お開きいただきたいと存じます。平成２１年度清里町会計別予算総括表からご説

明を申し上げます。合計欄でご説明を申し上げます。一般会計から焼酎事業特別会計まで都合８会計

の予算総額は５７億７千５１０万７千円となっており、前年度当初予算との比較では１０億１千２９

８万１千円の減、対前年度比８５．１％となってございます。なお、会計別では一般会計につきまし

ては国営畑総償還事業の繰上げ償還が平成２０年度に完了したことにより、対前年度比７９．９％と

大幅な減となってございます。介護保険並びに国民健康保険事業と後期高齢者医療特別会計につきま

しては、給付実績からの予算計上を行っておりますが、老人保健特別会計については昨年度よりの後

期高齢者医療制度への移行に伴い今年度が最終年度となりますが、請求漏れや返納金対応分を予算計

上してございます。簡易水道事業につきましては、起債償還額の増が主たる要因となり前年度比１０

４．３％、農業集落排水事業は起債償還額の減が主たる要因となり、対前年度比９６．４％の予算計

上となってございます。焼酎事業特別会計は製造費の減により対前年度比９７．４％となっておりま

す。 
次に一般会計につきましてご説明申し上げますので、別冊の予算説明書の５ページをお開きいただ

きたいと存じます。平成２１年度清里町一般会計予算の本文についてご説明を申し上げます。予算の
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総額は第１条第１項に記載のとおり歳入歳出それぞれ、４２億４千万円と定めるものでございます。

第１条第２項第１表歳入歳出予算につきましては、後ほど審議資料と事項別明細書にてご説明申し上

げます。第２条の地方債についても後ほどご説明申し上げます。第３条の一時借入金につきましては

最高額を５億円と定めるものです。それでは予算書を４枚お開きいただき、１２ページをご覧いただ

きたいと存じます。第２表の地方債につきましては記載の目的及び限度額等を定めるものであり、記

載の件数は臨時財政対策債以下、光岳小学校特別教室屋内運動場改築事業債まで合計８件、総額４億

１千６１０万円となります。 
次に審議資料にてご説明申し上げますので、再度別冊の審議資料の１ページお開きいただきたいと

存じます。一般会計歳入の款別予算額調において増減の主な要因を含めご説明申し上げます。   

１款町税につきましては、昨年度新たな農業経営安定対策の導入により一部所得が翌年度算入になっ

たこともあり大きく減少いたしましたが、制度移行が完了しました本年度におきましても各産業業種

共に景気後退の影響が見込まれることから、微増となる前年度比較２千９００万円の増の３億８千３

１０万円を計上いたしております。２款地方譲与税から７款自動車取得税交付金につきましては、道

路特定財源の一般財源化や景気の落ち込み影響による自動車販売の減少による財源影響を勘案し、前

年度比較３千２７５万円の減で計上いたしております。８款地方特例交付金は児童手当特例交付金並

びに恒久減税、税制改正による原資補填として同額の３５０万円で予算計上いたしました。９款地方

交付税につきましては、基本財源となる国税５税の減収が見込まれますが、緊急的な地方経済振興と

雇用創出の推進対策としている別枠が創設され基本としては臨時財政対策債を含む総額としては予

算が確保されていることから、普通交付税につきましては前年度実績額を基準に公債費算入実績分を

減じた上、特別交付税は同額として２２億９千万円を計上いたしております。その結果、当初予算の

対前年度比較における交付税は２千９３０万円減の計上となってございます。１０款交通安全対策特

別交付金につきましては前年度実績推計による計上となってございます。１１款分担金及び負担金の

前年度比較７４２万円増は、道営畑総事業に伴う受益者負担金の増によるものです。１２款使用料及

び手数料はほぼ前年度同額の計上となってございます。１３款国庫支出金につきましては、一般廃棄

物最終処分場増設並びに道路整備事業と町営住宅建設事業の減による差額影響から１千３９５万１

千円の減となってございます。１４款道支出金につきましては、社会保障関係の制度負担の伸びが見

られる一方、道税徴収委託金制度の変更による減により前年度比としては２１９万４千円の増に留ま

ってございます。１５款財産収入につきましては前年度比較１１９万６千円の減となっておりますが、

町有地にかかる法定外等土地売払い処理が概ね終了したことによるものでございます。１６款繰入金

につきましては、国営畑総繰上げ償還完了による、前年度比較６億３千１３万３千円の大幅減となっ

てございます。なお今年度は、ふるさと寄附金充当事業にふるさと事業基金から３８万円、地域振興

総合対策事業に地域活性化緊急安全実現事業充当分として、同じくふるさと事業基金から４千万円、

介護保険事業に地域福祉基金から２千２０２万２千円の合計６千２４０万２千円当初繰入を予定し

てございます。１７款繰越金につきましては、平成２０年度補正予算により一般財源の充当を積極的

に行ってきたことや、すでに平成２０年度起債発行額の確定を見ていることから前年度比較２千万円

減を計上いたしております。１８款諸収入４億１千５７０万８千円につきましては、その内約３億３

千万円が介護報酬収入となってございます。なお、給食費負担金については２千３８３万４千円を計
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上いたしておりますが、今年度改正を行って参ります。１９款町債については先ほど予算書の第２表

で説明したとおり国営小清水地区畑総償還の減により前年度比較３億８千５９０万円の減となって

ございます。 
次に歳出の款別予算額調についてご説明申し上げますので、２ページをご覧いただきたいと存じま

す。歳出におきましては第４次総合計画後期５ヶ年計画及び初年度となります第２期自立計画の着実

な推進を基本に事業の選択と集中に、より効果的でかつ地域振興に繋がる事業の芽出しを行うことを

念頭に編成をいたしてございます。また、国においては緊急的な地域経済振興及び雇用創出対策を講

じることとしており、清里町におきましても平成２０年度補正予算により積極的な対応を行ってきた

ところでございますが、平成２１年度におきましても継続的な対策を講じるべく地域経済振興、雇用

対策に対する方針を定め関連予算を総務費の地域振興費に一括的な計上を行ってございます。それで

は款別に主な増減の内容を含めましてご説明申し上げます。１款議会費につきましては７０万２千円

の増となっておりますが、道内所管事務調査の当初の予算計上が主な要因となってございます。２款

総務費９千７２９万７千円の増は先ほどご説明申し上げた、地域振興の総合対策として地域振興対策

費を設けたものでございます。３款民生費におきましては実質的にはほぼ昨年と同額程度の予算計上

となってございます。４款衛生費４千３０３万１千円の増につきましては、国保会計並びに後期高齢

者医療制度にかかる実績給付による繰出しの伸びと、清掃センター修繕経費が影響した数字となって

ございます。５款農林水産業費１０億７千９９６万円の減は国営畑総負担金償還の完了によるもので

ございます。なお、農業振興補助及び製材流通補助事業等は総務費の地域振興費に移行をいたしてご

ざいます。６款商工費３７４万８千円の増につきましては温泉施設指定管理事業費の増によるもので

ございます。また商工振興事業は同じく総務費の地域振興費に移行してございます。７款土木費１億

２千６６７万２千円の減につきましては公営住宅建設並びに町単独の道路事業の事業量の減による

ものでございます。８款消防費の５千５７９万４千円の増は高規格救急車購入及び車庫整備によるも

のでございます。９款教育費１千３０１万８千円の増は、緑町小学校屋内運動場耐震化工事および光

岳小学校特別教室屋内運動場改築実施設計の実施によるものです。なお、体育施設等の臨時雇用経費

につきましては総務費の地域振興費に移行してございます。１０款公債費８千３６５万３千円の減に

つきましては地方債の元利償還に伴うものであり、１回目の償還のピークが過ぎたことにより減とな

ってございます。１１款予備費につきましては前年度同額となってございます。 
続いて３ページをご覧いただきたいと存じます。３ページにつきましては町税予算額の比較表とな

っており税目別に平成２０年度当初予算と収入見込み額との比較を記載いたしてございます。全体額

では先ほどもご説明いたしたとおり、昨年度当初予算比較において２千９００万円の増、率で１０８．

２％となってございますが、内町民税は３千３３０万円の増で１２１．２％、固定資産税では２９０

万円の減で９８．２％、軽自動車税は５０万円の増で１０６．３％、町たばこ税は２００万円の減で

９２．６％、入湯税は１０万円の増となって１１４．３％となってございます。４ページをご覧いた

だきたいと存じます。４ページは現年度分の個人町民税及び法人町民税の推計となっており、個人町

民税においては収納率９７％で計上し、当初予算額は１億７千６５０万円、内給与関係が１億２千１

６６万６千円、農業関係が３千７６４万６千円、営業関係が３８８万６千円と計上させていただいて

おります。また、法人町民税においては収納率１００％で計上しており、当初予算計上額は１千４０
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０万円となってございます。５ページは現年分の固定資産税の推計であり後ほどご参照いただきたい

と存じます。 
６ページをお開きいただきたいと存じます。款別、性質別予算額の概要についてご説明を申し上げ

ます。人件費につきましては職員新規採用２名、定年及び都合退職３名のなどにより職員給与分にお

いては減となってございますが、衆議院選挙事務費等の跳ね返りにより全体では対前年度比１００．

１％となってございます。物件費につきましては対前年度比１０９．３％となっておりますが、後ほ

ど内容のご説明申し上げます。維持補補修費につきましては９３．２％となっておりますが、総務費

の貸付建物、職員住宅の修繕の減と、衛生費の補修費等の増の差異となっております。扶助費につき

ましては福祉医療給付費に係る扶助措置で１億４千３３５万７千円、対前年度比１０３．２％ですが

民生費における児童手当等の伸びが主な要因となってございます。補助費等につきましては４億８千

４０５万５千円となり、対前年度比１１２．１％となってございますが、増の主たる要因は高規格救

急車の購入事業等に伴う消防費負担金と、総務費、地域振興費より計上いたしております対策事業に

よるものでございます。普通建設事業につきましては、国営畑総償還事業繰上げ償還の完了による大

幅減であり、当該事業を除いた場合、対前年度当初予算比較においては、公営住宅の繰越事業を加え

た場合ほぼ前年度と同額となってございます。公債費につきましては、対前年度比９２．４％で１０

億１千１５５万円となってございます。積立金につきましては介護事業のオーバーフローおよび利積

み分を計上した結果、対前年度比１０２．１％となってございます。投資及び出資金は皆減となりま

す。貸付金につきましては医療費貸付金１０万円の予算計上となってございます。繰出金につきまし

ては特別会計の繰出金となっており、対前年度比１１４．７％となってございますが、医療保険関係

特会への繰出しであり、内容については後ほど主要施策の中でご説明申し上げます。予備費について

は省略をさせいただきます。次に７ページをご覧いただきたいと存じます。款別の物件費の内訳につ

いてご説明申し上げます。平成２０年度との比較により区分ごとの概要についてご説明いたします。 
 賃金につきましては対前年度比１２３．６％で、国の示した雇用創出対策に対応した地域振興対策

費への臨時職員雇用経費、さらには民生費ケアマネージャーの雇用経費が主な増要因となってござい

ます。旅費につきましては議会費の道内所管事務調査の実施並びに職員研修旅費の伸びにより対前年

度比較１１６．９％となってございます。公債費につきましては前年度と同額となってございます。

需用費につきましては合計２億５９万２千円、対前年度比９５．６％となってございますが、経常経

費の見直し、さらには燃油価格の落ち着きにより減となってございます。役務費につきましても、総

務費一般管理費の通信運搬費の補助事業事務費充当分の減に加え、衆議院選挙事務費などの影響によ

り対前年度比１０２．８％となってございます。委託料につきましては施設の運営管理業務や清掃、

警備、環境保全及び調査測量等の事務事業、さらには電算や情報通信機器の保守運用にかかる経費で

合計６億５千８４５万５千円となっており、電算の住民税基幹システムの導入や指定管理業務の増高

により対前年度比１１０．３％となってございます。使用料及び賃借料は対前年比１１３．９％とな

っており、総務費の行政情報システム費に係る税の電子申告システム利用等が主な要因となってござ

います。備品購入費につきましては総務費の公用車及び内線電話機器更新事業、地上デジタル放送対

応に係る増、さらには教育費のパソコン等を始めとした教育教材等の備品整備及び給食配送車更新に

より前年度比約２３８．２％の大幅増となってございます。続いて８ページをご覧いただきたいと存
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じます。 
 それでは、平成２１年度一般会計主要施策事業調べについてご説明申し上げます。なお、各財源の

内訳については国庫支出金から一般財源まで資料に全て記載をしてございますので、特異的なもの以

外につきましては説明を省略いたします。 
 議会費よりご説明を申し上げます。常任委員会道内所管事務調査事業については道内先進地の事例

調査等を行う経費として、旅費及び車借上げ料合わせて８９万４千円の計上となってございます。続

いて総務費、財産管理費、減債基金積立金事業につきましては、減債基金５千３０１万７千円の積立

を行うものであり、財源のその他につきましては記載のとおり介護報酬収入の事業手当て超過分とな

ってございます。公用車更新事業は全体的な減車対応を図りながら必要な更新を行うものであり、本

年度においては普通乗用車１台を更新すべく２６７万４千円の予算計上となってございます。地上デ

ジタル対応事業はアナログ放送からデジタル放送への切り替えが平成２３年７月に迫っていること

から、２ヶ年計画で対応を進めるもので、今年度はテレビ購入９台分として９０万３千円を計上いた

してございます。温泉成分分析事業は温泉法の改正に伴い、町内５施設の成分分析に要する経費を本

科目で一括計上してございます。予算額は６９万５千円となってございます。広報費の広報用備品購

入事業は広報作成用パソコンと編集ソフトについて機器の更新を行うべく９８万２千円の予算を計

上してございます。自治振興費のまちづくり地域活動推進事業交付金は、自立のまちづくり計画重点

事業として自治会を主体とした自立的な地域活動を支援するため、運営交付金と事業交付金を合わせ

１千万円を計上いたしております。総合庁舎管理費、内線電話機更新事業５６４万円の予算計上は平

成６年度に導入した電話システムが老朽化したことから更新事業を行うものでございます。行政情報

システム管理費、基幹税システム改修事業は公的年金からの住民税特別徴収の開始にあたり改修が必

要になったことから、１千１８万５千円を予算計上するものでございます。企画振興費、第５次清里

町総合計画策定事業につきましては、平成２２年度に現行計画が最終年度を向かえることから、次期

計画の策定準備に着手するものであり、５６万５千円の予算計上となってございます。１０ページ、

花と緑と交流のまちづくり事業につきましては、９年目を迎えますが町民の皆さんと行政のパートナ

ーシップにより花と緑の環境づくり事業、交流事業を推進して参ります。事業費につきましては１千

９９４万円となっておりますが、花と緑の環境づくり事業に８３６万４千円、交流事業に１千１５７

万６千円、内、海外研修事業に８０４万円の予算計上となってございます。徴税費の税務経理事務補

助２０８万８千円の予算計上は、記載の農業青色申告団体に対する補助となってございます。選挙費、

衆議院選挙事業につきましては本年度予定されている選挙事務費４２０万円を当初計上するもので

ございます。１１ページ、地域振興対策費、地域振興総合対策事業は地域経済の振興や雇用創出など

を総合的に推進するとともに、総合計画と第２期自立計画で示した地域基盤施設等の整備に向けた計

画策定と基本設計をするものでございます。なお、国においては地域経済雇用創出対策費として昨年

度来の補正、さらには新年度予算においても新たな交付金や交付税、起債等による財政支援、加えて

２１年度予算の補正についても既に検討されている状況にあり、このような環境に機動的に対応しつ

つ、既存事業においても財政処理上の適用を図りながら、さらに新規事業の立ち上げにおいても、そ

れら有利性のある財源を迅速に導入できるよう総合的な予算科目を設け、１億１千１２１万２千円の

予算計上を行うものでございます。臨時雇用事業関係として、臨時職員賃金２千万円は既存事業分が
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１千４９４万６千円、新規拡大分が５０５万４千円であり、シルバーセンター等の委託５４８万円は

既存事業分が３４８万円、新規拡大分が２００万円となってございます。また、財産管理住宅から商

工振興補助事業まで５事業合わせて４千７２３万２千円は、２月臨時会補正においてふるさと事業基

金に積立を行った地域活性化生活対策臨時交付金対象事業となります。加えて耐震化促進計画策定事

業から測量調査業務委託事業までの６事業、合わせて３千８５０万円は新規振興対策事業であり、耐

震化に向けての実施設計さらには総合計画及び第２期自立計画において計画している札弦地区活性

化計画を含む道の駅パパスランド等の整備、さらには老朽化が進んでいる町民プールや福祉センター

の改築に向け実施計画策定や基本設計、町道整備に新たな交付金や起債事業を導入して実施するため

の測量調査を行って参ります。なお、一般財源６千７２１万２千円は平成２１年度の普通交付税算定

項目として新たに設けられました地域雇用創出推進費試算分４千９００万円を含んだ金額となって

おります。民生費、社会福祉総務費、社会福祉協議会補助につきましては社会福祉協議会に対する補

助金となっており、職員２名分の人件費８５０万１千円を補助計上いたしてございます。難病者等通

院交通費助成につきましては、障害者及び特定疾患者の通院通所に対して要綱に基づき交通費の補助

を行うものであり、事業費は２６６万円となってございます。１２ページをご覧いただきたいと存じ

ます。障害者自立支援費、障害者自立支援事業につきましては平成１７年度からスタートしておりま

すが、平成２１年度は７千９９４万４千円を計上し、各給付負担扶助を行って参ります。なお、事業

費の負担割合は本人１割負担を原則とし、国２分の１、道４分の１、町４分の１となってございます

ので、記載の所要の財源を計上してございます。福祉サービス事業費、福祉サービス事業につきまし

ては、介護保険や障害者自立支援の適用外の部分に対して、ホームヘルプサービス事業以下、町単独

の下記サービスを提供するものであり、５３８万５千円を予算計上いたしました。老人福祉費、老人

保健施設きよさと運営委託事業につきましては、施設と在宅介護サービスに要する経費として社会福

祉法人への指定管理経費２億６千８８０万円を計上いたしております。１３ページ、児童母子福祉費、

子育て支援保育料補助は、少子化支援対策として第３子以降分の保育料補助を行うものであり、常設

保育所については保育料を免除措置とし、季節保育所及び幼稚園周辺保護者に対する補助事業費１７

７万４千円を予算計上いたしております。衛生費、予防費の各種検診事業につきましては、予防を主

体として昨年度スタートした特定健康診査と相談、各種検診に要する経費として７９２万６千円を計

上いたしております。予防接種事業につきましては、予防接種法に基づく乳幼児を対象としました各

種接種並びに６５歳以上を対象としましたインフルエンザ予防接種に要する経費として５４７万４

千円を予算計上してございます。また、母子保健事業につきましては妊婦健診、乳幼児健診、保健指

導、母親学級等を行って参りますが、妊婦健診１４回分が全額公費負担となります。予算額は４１１

万８千円となってございます。１４ページをお開きいただきたいと存じます。環境衛生費、葬斎場整

備事業につきましては施設機能の維持のため記載の３修繕を行うものであり、予算額は１４３万９千

円となってございます。保健福祉総合センター費、保健福祉総合センター温泉ポンプ等設備整備事業

につきましては３３８万円を計上してございますが、平成１２年の開設以来一定期間が経過し熱効率

等の低下が見られることから温泉ポンプ点検整備等を実施するものでございます。清掃事業費、最終

処分場増設事業につきましては平成２０年度と２１年度の２ヶ年で増設工事を行ってるものであり、

２１年度予算額は１億４千９３６万６千円を計上してございます。事業内容につきましては審議資料
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の２４ページを後ほどご参照いただきたいと存じます。清掃センター施設整備事業は安全対策上の機

器類の点検を行うと共に、損耗の激しい減温器等の修繕経費として１千６６４万４千円を計上いたし

ました。農林水産業費、農業振興費、農業経営基盤強化利子補助は制度要綱に基づく利子補助を行う

ものであり、４４０万５千円の予算計上するものです。畜産業費、町営牧場整備事業につきましては

江南牧野の牧草地維持のための追肥、さらにはパドックの整備事業費として３０８万５千円を計上し

てございます。１５ページ、農地開発事業費、国営畑総かんがい事業斜網地域維持管理事業について

は、管理経費の負担であり１千４０５万円を計上いたしております。道営整備事業費、道営畑地帯総

合整備事業につきましては、平成２１年度は暗渠排水、客土、土層改良等事業への負担金６千６０６

万７千円を計上いたしております。財源のその他４千８７万５千円の内訳は、受益者負担が１千２０

３万５千円、パワーアップ事業による交付金が１千８７５万円、他町負担が９万円となってございま

す。林業振興費、清里町森林整備事業補助につきましては民有林の整備について制度支援を行うもの

であり、予算は１５１万１千円を計上いたしてございます。商工費、商工振興費、商工会補助は地域

内商工振興事業に対する運営費の補助であり、経営改善復旧事業及び地域振興事業に１千７３万４千

円を予算計上するものでございます。コミュニティーセンター維持費補助につきましては、施設の公

益部分の維持管理経費として６９３万８千円の補助を行って行くものでございます。１６ページをご

覧いただきたいと存じます。コミュニティーセンター建設資金償還補助につきましては、コミット建

設に係る償還金の補助を商工会に行うものであり、事業費は１千７６万６千円となってございます。

観光費、観光促進事業につきましては、ふるさと産業祭まつり等のイベント実行員会に支援を行うも

のであり、事業費は５９０万円となってございます。観光施設等臨時修繕事業につきましては、記載

の観光施設の良好な管理を行うため、臨時的修繕費１００万円を計上してございます。温泉施設費、

パパスランド陶芸窯購入事業は、陶芸窯の損耗により新たに更新購入する費用で１１０万５千円を計

上いたしてございます。緑の湯看板塗装事業については、金属部分の劣化が見られることから修繕経

費７０万円の計上となってございます。土木費、道路橋梁費、道路等整備事業は町単独の道路整備事

業であり、７号道路と１５号道路の補修及び区画線引き、測量業務に要する経費として２千１７５万

４千円を計上いたしてございます。１７ページ、道路新設改良事業につきましては、継続３路線の整

備及び測量調査業務、補償費等を１億７千６９５万６千円の事業費を以って実施して参ります。なお、

道路関係の工事位置図につきましては審議資料の２５ページに図示をしてございますので、後ほどご

参照いただきたいと存じます。都市計画費、公園施設整備事業につきましては公園の適正管理のため

草刈機１台の購入を始め遊具施設等の修繕経費合わせて２３５万円計上いたしてございます。消防費、

清里分署施設費、高規格救急車等整備事業につきましては、救急体制の整備充実をはかるべく高規格

救急車及び資器材の購入と第２車庫の改築を行うものであり、予算の計上は５千２１０円となってご

ざいます。なお起債は過疎債を予定いたしております。教育費、教育委員会費、生涯教育費、子育て

支援専門員設置事業につきましては子育て支援の総合的な事業展開を図るため、専門職員の配置を行

うものであり事業費は１８０万円となってございます。教育諸費、私立幼稚園運営費補助は幼児教育

の観点から支援を行うものであり、予算計上額は５００万円となってございます。遠距離通学バス業

務委託事業につきましては、中学生の通学手段確保と一般町民及び清里高校生の乗り合いを兼ねた地

域交通として活用を行って参ります。事業費は１千８００万円計上いたしてございます。１８ページ
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をご覧いただきたいと存じます。清里高等学校総合支援対策事業は平成１６年度から総合支援を行っ

ておりますが、在校生については従来の支援を継続いたしますが、今年度から地域キャンパス校とな

りますので、特色ある教育活動を中心に支援を行うこととし１千万円の予算計上を行って参ります。

小学校費、学校管理費、緑町小学校屋内運動場耐震補強事業は２０年度に実施した耐震化設計に基づ

く補強工事を行うものであり、事業経費１千２４万５千円を予算計上いたしました。光岳小学校特別

教室屋内運動場改築事業は、昨年度実施した耐力度調査により改築が必要となったことから実施設計

に要する経費１千４００万円を当初計上いたしました。教育振興費、小学校備品整備事業につきまし

ては、教育環境の整備に向け教育用のパソコン等の更新をはじめ記載の事業に３９１万円の予算を計

上するものでございます。中学校費、中学校備品整備事業につきましても同様に１４５万円の予算計

上となってございます。社会教育総務費、外国人英語講師招へい事業は、昨年度より新たな講師を採

用いたしてございますが、雇用に係る経費、人件費分として３１３万８千円の予算を計上するもので

あります。１９ページ、生涯教育費、プラネットステージ公演事業補助につきましては実行組織に２

５０万円の支援を行って参ります。学校給食センター費、給食配送車更新事業につきましては現在の

車輛が１６年を経過し損耗していることから、更新事業費として５２９万２千円の予算計上を行うも

のでございます。給食センター蒸気加熱調理機更新事業につきましても、同じく更新整備が必要とな

ったことから１６８万円計上いたしております。 
２０ページをご覧いただきたいと存じます。２０ページから２１ページは団体補助調べとなってお

りますので、ご参照いただきたいと存じます。２２ページをご覧いただきたいと存じます。一般会計

から各特別会計の繰出金についてご説明申し上げます。介護保険事業に対しましては全体給付の１２．

５％が町の負担となりますが、その負担分として４千６４２万６千円、地域支援事業分として１９万

１千円、事務費分として４８９万円合わせまして５千１５０万７千円の繰出しを行うものでございま

す。国民健康保険事業につきましては、内容の記載のとおり保険基盤安定繰出金以下、法定ルール繰

出分として２千８５０万８千円に加え、医療費の急激な伸びにより補填的繰出しが３千万円となって

おり、その結果総額では５千８５０万８千円を計上いたしております。老人保健につきましては会計

設置の最終年度となりますが、過年度請求等に対応する財源調整措置として７０万円を計上させてい

ただきました。後期高齢者医療特別会計につきましては、低所得者層の保険料軽減に係る保険基盤安

定繰出金１千２９８万２千円と事務費繰出金３４６万２千円、合わせて１千６４４万４千円を予算計

上いたしております。簡易水道事業につきましては、施設等整備に伴う地方債償還に係る公債費の一

般会計負担分１千４２０万７千円となってございます。農業集落排水事業につきましては、施設建設

に伴う公債費償還に係る繰出金８千９７４万１千円となってございます。焼酎事業につきましては、

人件費を含めた総務費への充当財源として１千３６３万円の繰出しを行って参ります。なお、６特別

会計繰出金の合計は２億４千４７３万７千円となり対前年度比較で３千１２９万３千円の増となっ

てございます。続いて２３ページをご覧いただきたいと存じます。北海道後期高齢者医療広域連合組

合をはじめ４広域行政組合の負担金調べとなってございますが、本年度の合計金額は２億５千７４０

万３千円となり前年度比較で６千１５３万４千円の増となります。 
それでは予算書の説明を申し上げますので別冊の予算書の３９ページをご覧いただきたいと存じ

ます。歳出よりご説明を申し上げますが、審議資料の説明において主要施策、繰出金、団体補助金負
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担金についてご説明申し上げましたので、各目ごとに予算の増減の大きなもの及び特異的事項のみを

ご説明申し上げます。なお特定財源の内訳におきましても先ほどご説明した地方債の内訳並びに審議

資料に詳細に記載いたしておりますので合わせて省略をさせていただきますのでご理解をいただき

たいと存じます。 
１目議会費につきましては道内所管事務調査関係経費の当初計上により前年度対比７０万２千円

の増となっております。その他特異的な事項はございません。４０ページをご覧いただきたいと存じ

ます。２款給与費、１目職員給与費につきましては後ほど給与明細書において詳細にご説明申し上げ

ますが、２節給料は特別職、一般職合わせ３億５千９７７万５千円、３節職員手当等は１億９千９４

８万４千円、４節共済費は１億４２８万７千円、１９節負担金補助及び交付金は７千８２６万１千円

となっており、総額７億４千１８０万７千円となっております。なお、前年度対比では４９７万２千

円の減となります。４１ページ、総務管理費、１目一般管理費につきましては前年度比６３万４千円

の増となっておりますが、自治大学校を始めとした職員研修旅費の伸びが主な要因となってございま

す。４２ページをお開きいただきたいと思います。２目財産管理費は前年度比較２１０万７千円の減

額は昨年度実施いたしておりましたレストハウス外壁等修繕と、１８節備品購入費の差額となってお

ります。なお備品購入におきましては公用車１台の更新並びに年度中の役場全体的な事務機器の更新

経費として６３６万５千円を計上いたしております。３目地籍管理費につきましては特異的な事項は

ございません。４目広報費につきましては先ほど主要施策で申し上げました。４４ページをご覧いた

だきたいと存じます。５目自治振興費につきましては１９節に地域活動推進事業交付金１千万円を計

上いたしてございますが、前年度比較１８５万５千円の減は街灯塗装修繕の完了によるものです。６

目交通安全対策費、７目防災対策費につきましても特異的事項はございません。８目町有林管理費、

前年度比較６５万６千円の減は１５節工事請負費の減によるものであります。４６ページをご覧いた

だきたいと存じます。９目支所及び出張所費の前年度比較２４４万９千円の増は札弦支所に新たに臨

時職員を配置することによるものでございます。１０目札弦センター費及び１１目緑センター費の前

年度比較それぞれの減は臨時雇用に係る経費を地域振興対策費に移行したことによるもので、実質的

には増減は生じておりません。１２目顕彰費及び１３目報酬等審議会費までは特異的なものはござい

ません。１４目職員福利厚生費、前年度比較１０３万６千円の増は１３節委託料の職員研修委託料の

増が主たる要因となってございます。特定財源その他３２２万９千円のうち５０万円は職員研修に係

る地域振興協会からの交付金となってございます。４８ページをご覧いただきたいと存じます。１５

目総合庁舎管理費の前年度比較５０１万１千円の増は主要施策でご説明しました内線電話更新事業

によるもので、１８節備品購入費に器具購入費を計上いたしております。及び１６目福祉センター費

は特異的なものはございません。１７目行政情報システム管理費の前年度比較２２４万６千円の増に

つきましては主要施策で申し上げましたが、１３節委託料に基幹税システム化改修事業を新たに計上

したことによるものであり、昨年度の備品購入経費との差額増でございます。５０ページをご覧いた

だきたいと存じます。１目企画振興費の前年度比較６５３万７千円の減につきましては、子供広場の

工事の完了によるものでございます。５１ページ、２目土地利用計画費につきましては特にございま

せん。３目花と緑と交流のまちづくり事業費、６９３万２千円の減は昨年度実施いたしましたガーデ

ンアイランド北海道２００８ｉｎ清里フォーラムの実行委員会の補助によるものであり事業内容は
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主要施策で申し上げました。５３ページをご覧いただきたいと存じます。１目徴税費、前年度比較５

４２万６千円の減は２３節償還金利子及び割引料、過年度還付金について昨年度は税制改正に伴う地

方税からの還付を大幅に見ておりましたが、今年度からは平常年並に戻ることによるものです。５３

ページ、１目戸籍住民登録費から次のページ６項の選挙費、１目選挙管理委員会費は特にございませ

ん。５４ページ、２目衆議院議員選挙費は先ほどご説明申し上げました。７項統計調査費、１目各種

統計調査費、前年度比較８９万６千円の増は新年度指定統計となります農林業センサスが実施される

ことによるものでございます。５６ぺージをお開きいただきたいと存じます。監査委員費につきまし

ては特異的なものはございません。９項地域振興費、１目地域振興対策費におきましては先ほど主要

施策において詳細にご説明申し上げました。４節共済費及び７節賃金は臨時職員雇用に係る予算の総

括計上となってございます。１１節修繕料は財産住宅取り壊し経費３３３万円。１３節委託料はシル

バーセンター、民間委託による公共施設等運営管理、雇用促進事業委託料以下６事業で２８９８万円。

１９節負担金補助及び交付金は福祉医療事業者人材確保補助以下、５８ページの商工振興補助までの

４事業は科目の移行により集約してございます。また新たな事業化雇用対策として農商観工等異業種

連携事業化支援・雇用創出交付金事業を１千５００万円を予算計上いたしております。５８ページ、

民生費、１目社会福祉総務費、前年度比較３５４万２千円の減につきましては、先ほどの福祉医療従

事者人材確保補助事業の移行によるもので、実質的にはほぼ前年度同額でございます。２０節扶助費

２６６万円につきましては主要施策でご説明した難病者等通院交通費扶助費となってございます。２

目障害者自立支援費、５３５万７千円の増は１９節負担金補助及び交付金の６０ページ、自立支援医

療給付費の伸びによるものでございます。６０ページ、３目福祉サービス事業費につきましても先ほ

ど主要施策でご説明申し上げました。４目老人福祉費、前年度比較５１４万２千円の増につきまして

は１３節委託料の老人保健きよさと運営業務委託料及び２８節介護特会繰出金の増が主な要因とな

ってございます。５目地域包括支援センター費は臨時専門職員雇用に係る共済費及び賃金の計上が要

因となり前年度比較３８３万２千円の増となってございます。６２ページをご覧いただきたいと存じ

ます。６目国民年金事務費は特にございません。１目児童母子福祉費、１９節負担金補助及び交付金

に斜里地域子ども通園センター運営費負担金及び子育て支援保育料補助、さらには２０節扶助費の児

童手当等は対象者の推計及び負担ルールによる実績計上となってございます。２目保育所費は前年度

比較３９２万４千円の減につきましては、６４ページ、１９節負担金補助及び交付金で昨年度まで計

上いたしておりました緑季節保育所の休所が主たる要因となってございます。３目子育て支援センタ

ー費につきましては特異的な事項はございません。続いて衛生費についてご説明申し上げます。６５

ページをご覧いただきたいと存じます。１目保健衛生総務費につきましても車検に伴う予算の増で特

異的な事項はございません。６６ページをご覧いただきたいと存じます。２目予防費につきましては

主要施策でご説明申し上げましたが、各事業につきましては１３節委託料１千４５７万２千円の中で

計上いたしております。前年度比較１２１万３千円の増は特定健診受診率の向上を目的とした検診委

託料の増が要因となってございます。３目各種医療対策費、前年度比較３千４２５万２千円の増で主

な要因は１９節負担金補助及び交付金の後期高齢者医療療養給付費負担金及び２８節繰出金の国保

と後期高齢者医療２特会の伸びによるものでございます。４目環境衛生につきましては、前年度比較

５４７万６千円の減となっていますが、６８ページの１９節負担金補助及び交付金の斜里郡３町終末
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処理事業組合負担金の減一番大きな要因となってございます。なお、２８節繰出金に簡易水道事業並

びに農業集落排水事業への繰出金をそれぞれ予算計上いたしてございます。６８ページ、５目保健福

祉総合センター費につきましては、物件費となる１３節燃料費が前年度と比較し大きく減となりまし

たが、１５節工事請負費で熱交換設備の整備工事を行うことから全体としては前年度比較９２万７千

円の減となっております。なお、特定財源その他１千６万８千円は老健及び診療所からの経費負担歳

入となってございます。１目清掃事業費、前年度比較１千５９２万５千円の増につきましては、主要

施策でご説明したとおり、次のページ７０ページの１５節工事請負費の増によるものです。具体的内

容につきましても先ほど主要施策の中でご説明申し上げましたので省略いたします。７１ページ、１

目農業委員会費につきましては特異的事項はございません。２目農業振興費の１千５６４万６千円の

減は地域振興対策費へ農業振興補助事業を移行したことが主な要因となっており、７２ページの２８

節繰出金に本年度の焼酎事業の特別会計繰出金１千３６３万円を計上いたしております。７２ページ、

３目畜産業費、前年度比較２００万７千円の増は主要施策でご説明申し上げましたが、１１節需用費

修繕料と１３節委託料で予算計上いたしております町営牧場整備事業によるものでございます。なお、

特定財源その他３３２万５千円は牧野使用料２８０万円及び立木売払い収入５２万５千円となって

ございます。４目農地開発事業費、前年度比較１０億６千７３１万４千円の減につきましては、国営

畑総繰上げ償還の減となってございます。５目道営整備事業費、前年度比較２千１４万２千円の増に

つきましては、道営畑総整備事業の増に伴う負担金の増であり、先ほど主要施策でご説明申し上げま

したので内容説明は省略をさせていただきます。７４ページをご覧いただきたいと存じます。１目林

業振興費、前年度比較１千８７１万５千円の減につきましても製材等流通補助をはじめとした林業振

興補助事業の、総務費、地域振興対策費への移行によるもので実質的にはほぼ昨年同額となってござ

います。２目自然保護対策費につきましては特異的な事項はございません。続いて商工費についてご

説明申し上げます。１目商工振興費の前年度比較７８４万７千円の減につきましても、総務費、地域

振興対策費への科目移行によるものでございます。７６ページをご覧いただきたいと存じます。２目

観光費におきましては主要施策で申し上げた各イベント促進事業につきまして、１９節負担金補助及

び交付金として計上いたしてございます。なお、前年度比較１８１万円の減は観光施設の環境整備等

に係る雇用賃金について、同じく総務費の地域振興対策費に移行したことによるものです。３目温泉

施設費、前年度比較１千３２２万６千円の増につきましては、１３節委託料において新たに緑清荘に

指定管理委託料が生じるとともに、パパスランド委託料の増によるものでございます。なお、指定管

理の燃料費を始めとした変動を伴う物件費は精算方式を採ることといたしておりします。４目オート

キャンプ場費、前年度比較５３万７千円の増は周辺の植樹等の跡地の雑木や潅木の整理を行う賃金と

委託料を予算計上したことによるものです。７８ページをご覧いただきたいと存じます。５目農山村

景観・自然環境保全施設費と山小屋と６目江南パークゴルフ場費につきましては、特異的な事項はご

ざいません。続いて土木費、１目道路橋梁費、前年度比較３千４６２万３千円の減は８０ページ、１

５節工事請負費の事業料減によるものです。なお、個々の事業内容につきましては主要施策でご説明

になっておりますので省略をいたしたいと存じます。８１ページ、２目道路新設改良費、前年度比較

３千６０万８千円の増額は１５節工事請負費の増によるものであり、同じく各事業の内容は主要施策

で申し上げました。８２ページをご覧いただきたいと存じます。１目公園費、９６万７千円の前年度
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比較の増は主要施策で申し上げましたが１１節需用費の修繕料と１８節備品購入費の器具購入費が

主な要因で、一部賃金と委託料を総務費、地域振興対策費に移行して、実質的には２００万円弱の増

となってございます。１目住宅管理費、前年度比較６９０万９千円の減につきましては、平成２０年

度補正による既存住宅修繕の前倒し発注による修繕料と公営住宅解体工事請負の減によるものでご

ざいます。住宅建設費は廃目で皆減となりますが、既に平成２０年度において繰越明許を前提に１２

月定例会で１棟４戸の建設について補正を議決いただいております。消防費につきましては前年度比

較５千５７９万４千円の増となっておりますが、主要施策でご説明したとおり分署負担金において高

規格救急車及び車庫の改築について予算計上していることによるものでございます。続いて教育費に

ついてご説明申し上げます。１目教育委員会費においては特異的事項はございません。なお、８４ペ

ージの７節賃金に生涯教育専門員配置経費を計上いたしております。８４ページ、２目教育諸費の各

事業につきましては主要施策でご説明申し上げましたので省略いたしますが、前年度予算比較による

２６９万２千円の減は８６ページの清里高等学校の総合対策支援事業の内容変更に伴うものが主た

る要因でございます。８６ページをご覧いただきたいと存じます。小学校費、１目学校管理費、前年

度比較１千９８４万円の増は１３節委託料で予算計上いたしております光岳小学校関係の実施設計

に伴う委託料並びに１５節の緑小学校の耐震補強工事によるものとなってございます。２目教育振興

費につきましては、前年度比較２９９万８千円の増となっておりますが、８８ページ、１８節の備品

購入費の主要施策でご説明申し上げましたパソコン更新を含めた備品購入費及び図書購入費の増に

よるものでございます。中学校費の１目学校管理費につきましては、燃料費の減に伴い前年度比較１

６８万７千円の減となってございます。特異的な事項はございません。２目教育振興費につきまして

は小学校費同様、１８節備品購入費に計上しています備品整備事業の増によるものです。続いて社会

教育関係についてご説明申し上げます。１目社会教育総務費の前年度比較５６万円の減は外国人英語

講師事業に係る中高校生の海外研修事業の引率旅費を花と緑と交流のまちづくり事業に移行したこ

とが主な要因となってございます。９０ページ、２目生涯教育費につきましては、各種事業に係る報

償金や公演、研修費、団体活動支援の補助金等を計上いたしており、ほぼ昨年と同額の予算計上とな

ってございます。３目生涯学習総合センター費、前年度比較３５２万７千円の減は燃料費の減に加え、

賃金及び委託料の一部を総務費の地域総合対策費に移行したことによるものでございます。９３ペー

ジをご覧いただきたいと存じます。４目図書館費については特異的な事項はございません。９４ペー

ジを引き続きご覧いただきたいと存じます。１目保健体育総務費の前年度比較３７９万８千円の減に

ついては臨時職員賃金の総務費、地域振興対策費移行と燃料費の減、及び昨年度壁の塗装修繕を行い

ました武道館修繕の完了によるものです。２目清里トレーニングセンター費６６万７千円の減も燃料

費によるものでございます。３目町民プール費、９６ページの５目スキー場管理費の減につきまして

も臨時雇用職員経費の総務費の地域振興対策費への移行によるものです。なお、４目札弦トレーニン

グセンター費については特異的な事項はございません。９７ページをご覧いただきたいと存じます。

６目学校給食センター費、６３７万２千円の増につきましては１１節需用費の賄い材料費と修繕料の

増に加え、１３節委託料の学校給食センター委託料の増、さらには主要施策で申し上げました９８ペ

ージ１８節備品購入費に計上いたしております給食配送車の更新に伴う購入費などによるものでご

ざいます。９８ページをご覧いただきたいと存じます。公債費につきましては元金及び利子を合わせ、
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１０億１千１５５万円を計上いたしております。内容につきましては冒頭の予算額調べでの歳出でご

説明いたしてございます。また、予備費につきましては前年度同額の１００万円の計上となってござ

います。 
続きまして給与明細書につきましてご説明申し上げますので１０１ページをご覧いただきたいと

存じます。１号特別職の長と議員数については増減はございませんが、その他の２６名の増は農林業

センサス実施に伴う統計調査員等の増によるものでございます。長等におきましては、前年度比較７

万６千円の増、議員におきましては９千円の減、その他においては９４万４千円の増となり合計で１

０１万１千円の増となってございます。１０２ページをご覧いただきたいと存じます。一般職につき

ましては職員数は採用２名、退職３名により１名の減となります。また給与費につきましては１千２

６９万４千円の減となり、共済費は率の改定を反映し２１８万９千円の増、合計では１千５０５万円

となります。職員手当の内訳及び給料及び職員手当の増減額の明細はそれぞれ記載のとおりとなって

おります。１０５ページから１０９ページについては給料及び職員手当の状況を記載しておりますが、

清里町におきましては全て国家公務員給与に準拠しており町単独の割り増し措置等を一切行ってご

ざいません。 
続いて１１０ページをご覧いただきたいと存じます。本表は継続費に関する調書であり、一般廃棄

物最終処分場増設事業につきましては平成２０年度から２１年度の２ヶ年の継続費をもって事業を

行っておりますので、地方自治法の定めにより予算説明書の一部として提出するものでございます。

２０年度における年割り額は７千７１３万円で財源は記載のとおりとなっており、前年度となる平成

２０年度までの支出額は同額で進捗率は３４．１％となります。２１年度の年割り額は１億４千９３

６万６千円で財源は記載のとおりであり、当該年度となる平成２１年度の支出予定額についても同額

となります。 
それでは債務負担行為についてご説明申し上げますので１１２ページをご覧いただきたいと存じ

ます。本表は債務負担の支出予定額等に関する調書となっており、前年度比較と前年度となります平

成２０年度までの債務負担行為は財務会計システム借上げ事業から、１１５ページの清里町学校給食

センター業務委託料まで都合３１点となっております。当該年度、平成２１年度以降の支出予定額に

つきましは基幹税システム改修事業以下２６点、総額で３億２千５４９万３千円となっておりますが、

平成２０年度の国営畑総負担金償還事業をはじめ５件の終了等により１１億７千９１９万５千円の

減となってございます。それでは１１６ページと１１７ページを併せてご覧いただきたいと存じます。

本表は地方債の現在高調べとなってございます。１１７ページの合計欄でご説明申し上げます。前々

年度平成１９年度末の現在高は９４億１千５５６万７千円、前年度平成２０年度末の現在高見込み額

は９２億３千６６７万円、当該年度平成２０年度中の記載見込み額は４億１千６１０万円、当該年度

平成２１年度中の元金償還に係る見込み額は８億４千８７４万円、当該年度平成２１年度末の見込み

額は８８億４千４０３万円となってございます。 
続いて歳入についてご説明を申し上げますので１５ページにお戻りいただきたいと存じます。 
歳入につきましては、前段の審議資料の説明と事項別明細書においてご説明申し上げました。また、

特定財源の主な内容についても資料に記載をいたしておりますので、総括表で内容のみご説明申し上

げます。１款町税から１０款交通安全対策特別交付金までと、１７款繰越金、１９款町債のうち臨時
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財政対策債合わせまして３１億１千１３９万８千円が一般財源となります。従いまして、特定財源に

つきましては国道支出金等合わせまして１１億２千８６０万２千円となります。以上で説明を終わり

ます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 ここで１０時５０分まで休憩といたします。 

休憩 午前１０時３９分 
                                 再開 午前１０時５０分 
○議長（村尾富造君） 
 休憩前に引き続き会議を続けます。 
 次に、議案第２７号 平成２１年度介護保険事業特別会計予算について。保健福祉課長。 
 
○保健福祉課長 
 既に上程されております、議案第２７号平成２１年度清里町介護保険事業特別会計予算についてご

説明いたします。 
予算書の中程の薄い茶色の仕切り部分から介護保険事業特別会計になりますので、この予算書の３

ページと別冊の予算審議資料の薄茶色の次のページの介護保険事業特別会計１ページをお開き願い

ます。最初に予算説明書から説明します。 
第１条第１項につきましては予算の総額を歳入歳出それぞれ３億７千７８３万２千円とするもの

であります。第１条第２項につきましては後ほど事項別明細書によりご説明いたします。第２条につ

きましては一時借入金の最高限度額を３千万円と定めるものであります。第３条につきましては歳出

予算の流用を定めるもので、第１項第１号につきましては保険給付費の同一款内の流用を定めるもの

でございます。 
 次に予算審議資料１ページの介護保険事業特別会計総括表でご説明します。平成２１年度予算総額

は３億７千７８３万２千円で前年対比２千２１２万７千円の増額、率にいたしまして１０６.２％に
なります。歳入の款における前年度比較金額で主な内容についてご説明いたします。１款介護保険料

４００万円の増額につきましては、第１号被保険者数の増加及び６５歳以上の老年者の非課税措置の

廃止による介護保険料の激変緩和の経過措置が終了したことにより増額となります。２款使用料及び

手数料は説明を省略いたします。３款国庫支出金７１１万８千円の増額、４款道支出金３７０万２千

円の増額、５款支払基金交付金３４９万円の増額につきましては、歳出の２款保険給付費の増額によ

るものでございます。６款財産収入は説明を省略します。７款繰入金２８５万５千円の増額は一般会

計繰入金で、歳出の２款保険給付費の増額によるものでございます。８款繰越金、９款諸収入は説明

を省略いたします。 
次に歳出の前年度比較金額の内容についてご説明します。１款総務費は説明を省略いたします。 
２款保険給付費２千３６７万円の増額につきましては、居宅介護サービス給付費、施設介護サービス

給付費、高額医療合算介護サービス等費、特定入所者介護サービス費等の増加によるものでございま

す。３款地域支援事業費３９万５千円の減額につきましては介護予防事業費の減額によるものでござ
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います。４款基金積立金は説明を省略します。５款公債費８２万６千円の減額につきましては、平成

１４年度に４９６万円を財政安定化基金から貸付を受け、平成２０年度で償還が終了いたしましたの

で減額になっております。財政安定化基金拠出金３４万円の減額につきましては、平成２１年度から

平成２３年度までの拠出はありません。 
次のページは款別・性質別・節別・予算分類表であり、３ページから４ページは主要施策調べにな

りますので後ほどご参照いただき説明は省略させていただきます。 
次に予算書に戻っていただき介護保険事業特別会計の１９ページをお開き願います。歳出の主なも

のと特定財源につきましてご説明いたします。総務費、１目一般管理費は介護保険に係る事務経費で

特定財源その他は繰入金となります。１目賦課徴収費は保険料徴収に係る事務経費で特定財源その他

は繰入金となります。次に２０ページ、１目介護認定審査会費は網走市外３町介護認定審査会の負担

金で特定財源その他は繰入金となります。２目認定調査費は介護保険認定調査に係る経費で特定財源

その他は繰入金です。次の保険給付費、１目居宅介護サービス給付費につきましては訪問介護・訪問

看護・デイサービス・デイケア・短期入所などの居宅介護サービス費用が１億８００万円、入浴用椅

子など福祉用具の購入費が６３万円、手すり取り付け・段差解消などの住宅改修費が１２０万円、ケ

アプラン作成の居宅介護サービス計画給付費が１千３８０万円、合計で１億２千３６３万円になりま

す。特定財源その他は支払基金交付金から３千７０８万９千円、繰入金が１千５４５万４千円、合計

で５千２５４万３千円となります。２目施設介護サービス給付費２億１千７００万円につきましては、

特別養護老人ホームや介護老人保健施設、介護療養型医療施設への入所費用でございます。特定財源

その他は支払基金交付金６千５１０万円、繰入金２千７１２万５千円、合計で９千２２２万５千円と

なります。３目審査支払手数料３６万円は国保連合会に対しましての介護報酬審査支払手数料で、特

定財源その他は支払基金交付金１０万８千円、繰入金４万５千円、合計で１５万３千円になります。 
次の２１ページ、１目高額介護サービス等費５９４万円は自己負担限度額を超えた場合の給付費で、

特定財源その他は支払基金交付金１７８万２千円、繰入金７４万２千円、合計で２５２万４千円とな

ります。１目高額医療合算介護サービス等費８０万円は、医療給付と介護給付の合算額が自己負担限

度額を超えた場合の給付費で、特定財源その他は支払基金交付金２４万円、繰入金１０万円、合計で

３４万円となります。１目特定入所者介護サービス等費２千３６８万円につきましては、居住費や食

費は利用者負担となっていますが、低所得者の方は負担の上限を設定し上限額と利用者負担の差額を 
介護保険から給付を行います。特定財源その他は支払基金交付金７１０万４千円、繰入金２９６万円、

合計で１千６万４千円になります。次の２２ページ、地域支援事業費、１目介護予防事業費１２２万

７千円につきましては高齢者を対象とした介護予防事業の経費で、特定財源その他は支払基金交付金

３６万８千円、繰入金１５万３千円、合計で５２万１千円になります。１目任意事業費１９万３千円

につきましては在宅介護の負担の軽減と介護技術の普及向上を図るための事業であり、特定財源その

他３万８千円は繰入金になります。次の基金積立金、２３ページの公債費及び財政安定化基金償還金

につきましては説明を省略いたします。 
次の２４ページは地方債に関する調書です。地方債の区分財政安定化基金貸付金、前前年度末現在

高８２万６千円。これにつきましては平成２０年度までに償還を終了しておりますので、当該年度末

現在高見込額はございません。 
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次に歳入については９ページをお開きいただいて、総括表で説明いたします。１款の介護保険料、

２款の使用料及び手数料、８款の繰越金、９款の諸収入、合計６千９０５万７千円が一般財源であり、 
３款の国庫支出金から７款の繰入金までの合計３億８７７万５千円が特定財源となります。以上で予

算の説明を終わらさせていただきます。 
 
○議長（村尾富造君） 
 次に、議案第２８ 平成２１年度清里町国民健康保険事業特別会計予算について。町民課長。 
 
○町民課長 
 既に上程されています、議案第２８号平成２１年度清里町国民健康保険事業特別会計予算について

ご説明申し上げます。予算説明書の黄色の間仕切りを１枚お開きいただいて３ページをご覧下さい。      

第１条第１項につきましては予算の総額を歳入歳出それぞれ７億８千４５９万円と定めるもので

す。第１条第２項につきましては後ほど事項別明細書によりご説明申し上げます。第２条につきまし

ては、一時借入金の限度額を５千万円と定めるものです。第３条につきましては歳出予算の流用につ

いて定めるものであり、第１項第１号において保険給付費については同一款内での流用を認める規定

であります。それでは予算審議資料の黄色の紙をお開きいただいて１ページをご覧下さい。 
歳入歳出の合計額では前年度対比で９千４６万２千円の増額。比率では１１３．０％となっており

ます。それでは歳入の款ごとの予算額を前年度対比にてご説明申し上げます。１款国民健康保険税に

つきましては１千１９０万円の増。増の内訳は農業所得及び保険税の改正によるものです。２款使用

料及び手数料については増減はございません。３款国庫支出金２千６４０万円の増は医療費の伸びに

よるものです。４款療養給付費交付金８４０万２千円の減は制度改正によって算定基礎となります退

職被保険者等の年齢の変更によるものです。５款前期高齢者交付金４千３０２万６千円の増は退職被

保険者から前期高齢者への移行により被保険者数が増えたことによる増額となっております。６款道

支出金４５１万４千円の増は医療費の伸びによるものです。７款共同事業交付金１千５００万円の増

は高額医療費の伸びによるものです。８款財産収入１４万９千円の減は利息の減によるものです。９

款繰入金１９９万６千円の減は財政安定化支援事業繰入金１６１万円の減が主なものです。なお、繰

入金には一般会計から法定外繰入として３千万円を繰入しております。１０款繰越金については増減

ございません。１１款諸収入１６万９千円の増は特定健診の受診者数の増によるものです。 
続いて歳出についてご説明申し上げます。１款総務費３３万２千円の減はレセプト点検日数に伴う

人夫賃と消耗品の減額が主なものです。２款保険給付費８千２０５万３千円の増は平成２０年度医療

費の大幅な伸びの基に医療費等推計試算いたしました。３款後期高齢者支援金等７５０万６千円の増

は後期高齢者被保険者数の増によるものです。４款前期高齢者納付金等２２万６千円の増は前期高齢

者被保険者数の増加によるものです。５款老人保健拠出金１千４２２万２千円の減は後期高齢者医療

制度の移行による減です。６款介護納付金２５２万３千円の増は被保険者数の増加によるものです。

７款共同事業拠出金１千９１万円の増は保険財政共同安定化事業拠出金１千１４２万２千円の増が

主なものです。８款保健事業費１９４万７千円の増は特定健診受診者数の増加等により特定健康診査

等事業費１６８万円が主なものです。基金積立金の１４万９千円の減は積立利息の減によるものです。
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１０款公債費及び１１款諸支出金は増減ございません。２ページをお開き下さい。２ページは款別・

性質別・節別の予算分類表ですが内容につきましては省略させていただきます。３ページをお開きく

ださい。３ページは主要施策事業調べであり、事業の内容、財源の内訳につきましても記載しており

ますのでご参照下さい。 
それでは歳出についてご説明申し上げますので予算説明書の２３ページをお開き下さい。歳出の特

異的なものと特定財源の内、国道支出金の省いた特定財源についてご説明申し上げます。１款総務費、

１目一般管理費については特異的なものはございません。特定財源のその他２３５万８千円は一般会

計繰入金です。１目賦課徴収税費については特異的なものはありません。２４ページをお開きくださ

い。１目運営協議会費についても特異的なものはございません。特定財源その他１６万６千円は一般

会計繰入金です。２款保険給付費、１目一般被保険者療養給付費につきましては平成２０年度の医療

費の大幅な伸びを基に医療費を推計積算いたしました。２目退職被保険者等療養給付費から５目審査

支払手数料までは過去４年間の実績と制度改正等による影響等に基づいた推計と積算結果により予

算計上しております。なお、２款保険給付費における特定財源の内訳については先ほどの審議資料の

３ページ、主要政策事業調べをご参照いただき説明は省略させていただきます。２５ページをお開き

ください。１目一般被保険者高額療養費におきましては、平成２０年度の高額医療費の大幅な伸びを

基に医療費等を推定積算いたしました。２目退職被保険者等高額療養費につきましては、制度改正に

よる被保険者数の減により推計いたしました。１目一般被保険者移送費から次の２６ページ１目葬祭

費までにつきましては特異的なものはございません。３款後期高齢者支援金等から４款前期高齢者納

付金と２７ページ５款老人保健給付金、６款介護給付金の７款共同事業拠出金、２８ページの８款保

健事業費までにつきましては先ほどの審議資料の３ページ主要政策事業調べをご参照いただき説明

は省略させていただきます。２９ページをお開き下さい。９款基金積立金、１目基金積立金につきま

しては基金の支消により減額しております。特定財源のその他１千円は財産収入です。１０款公債費

及び１１款諸支出金については特異的なものはございません。それでは１１ページにお戻り下さい。 
 歳入について総括でご説明申し上げます。３款国庫支出金から９款繰入金まで及び１１款諸収入の

うち５１万２千円、合計５億７千５９６万７千円は特定財源であり、１款国民健康保険税、２款使用

料及び手数料、１０款繰越金、１１款諸収入のうち１万３千円合わせまして２億８千６２万３千円が

一般財源でございます。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 次に、議案第２９号 平成２１年度清里町老人保険事業特別会計予算について。町民課長。 
 
○町民課長 
 既に上程されています、議案第２９号平成２１年度清里町老人保健事業特別会計予算についてご説

明申し上げます。予算説明書の橙色の間仕切りを１枚お開きいただいて、３ページをご覧下さい。 
第１条第１項につきましては予算の総額を歳入歳出それぞれ１９０万１千円と定めるものです。第

１条第２項につきましては後ほど事項別明細書によりご説明申し上げます。第２条につきましては一

時借入金の限度額を１００万円と定めるものです。 
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それでは予算審議資料の橙色の紙を１枚お開きいただいて１ページをご覧下さい。老人保健特別会

計につきましては、後期高齢者医療保険制度に移行されたため月遅れ請求等に係る費用を計上してお

ります。歳入歳出の合計額では前年度対比で４千９９１万３千円の減額、比率で３．７％となってお

ります。 
それでは歳入の款ごとにおける予算額を前年度対比にてご説明申し上げます。１款支払基金から３

款道支出金までは一般財源でございます。４款繰入金３３５万８千円の減は歳出の医療費に見合う額

を計上いたしました。５款諸収入１１８万４千円の増は不正請求による返還金によるものです。続い

て歳出についてご説明いたします。１款医療諸費５千１０９万６千円の減は月遅れ医療費のみの計上

によるものです。２款公債費におきましては皆増でございます。３款諸支出金１２０万円は返納金で

す。２ページは主要事業施策調べであり事業の内容、財源内訳につきましても記載されておりますの

でご参照下さい。それでは歳出についてご説明申し上げますので、予算説明書の１７ページをお開き

下さい。 
 １款医療諸費、１目医療給付費から４目審査支払手数料まで特異的なものはありません。特定財源

その他は全て一般会計繰入金でございます。２款諸支出金、１目償還金１２０万円は支払基金交付金、

国庫負担金、道負担金及び一般会計繰入金返納金でございます。公債費については皆減です。それで

は予算説明書の９ページにお戻り下さい。 
 歳入につきましては総括でご説明いたします。１款繰入金は特定財源であり、２款諸収入は一般財

源でございます。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 次に、議案第３０号 平成２１年度清里町後期高齢者医療事業特別会計予算について。町民課長。 
 
○町民課長 
 既に上程されています、議案第３０号平成２１年度清里町後期高齢者医療事業特別会計予算につい

てご説明申し上げます。予算説明書の緑色の仕切りを１枚お開きいただきて３ページをご覧下さい。      

第１条第１項につきましては予算の総額を歳入歳出それぞれ５千４４万５千円とするものです。第

１条第２項につきましては後ほど事項別明細書によりご説明申し上げます。それでは、予算審議資料

の緑の紙を１枚お開きいただいて１ページをご覧ください。 
歳入歳出の合計額は前年度対比で１５８万９千円の減額、比率では９６．９％となってございます。

それでは歳入における予算額を前年度対比にてご説明いたします。１款後期高齢者医療保険料５０５

万円の減は制度改正による低所得者に対する９割軽減等によるものです。２款給料及び手数料は増減

ございません。３款繰入金３４０万９千円の増は一般管理費で４１万３千円の増、徴収費４千円の増、

広域連合納付金で２９９万２千円の増です。４款繰越金では特にございません。５款諸収入５万１千

円の増は償還金及び還付加算金です。 
続いて歳出についてご説明申し上げます。１款総務費４１万７千円の増は旅費３万５千円の増、委

託料３７万８千円の増、手数料４千円の増です。２款後期高齢者医療広域連合納付金２０５万７千円

の減は保険料の軽減に伴うものです。３款諸出金５万１千円は皆増であり保険料還付金であります。
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２ページをお開き下さい。２ページは款別、性質別、節別予算分類表ですが、内容につきましては省

略させていただきます。３ページをお開き下さい。主要施策事業調べであり、事業の内容、財源内訳

につきましても記載されておりますのでご参照下さい。 
それでは歳出についてご説明申し上げますので予算説明書の１９ページをお開き下さい。１款総務

費、１目一般管理費４１万３千円の増は札幌市などの会議旅費１回分と昨年度補正対応いたしました

システム補修委託料を当初予算計上いたしました。１目徴収費については特異的なものはありません。

２款後期高齢者医療広域連合納付金、１目後期高齢者医療広域連合納付金２０５万７千円の減は保険

料負担金５０５万円の減、保健基盤安定負担金３１５万３千円の増、事務費負担金１６万円の減でご

ざいます。２０ページをお開き下さい。３款諸支出金、１目保険料還付金５万１千円につきましても

新たに予算計上いたしました。１９ページ１款総務費から２款後期高齢者医療広域連合納付金の特定

財源のその他は全て一般会計繰入金でございます。２０ページ３款諸支出金、特定財源その他５万１

千円は償還金及び還付加算金であります。それでは予算説明書の９ページにお戻り下さい。 
 歳入については総括でご説明申し上げます。３款繰入金、５款諸収入のうち５万１千円、合計１千

６４９万円が特定財源であり、１款後期高齢者医療保険料、２款使用料及び手数料、４款繰越金、５

款諸収入のうち２千円、合計３千３９５万円につきましては一般財源であります。以上で説明を終わ

ります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 次に、議案第３１号 平成２１年度清里町簡易水道事業特別会計予算について。建設課長。 
 
○建設課長 
既に上程されております、議案第３１号平成２１年度清里町簡易水道事業特別会計予算についてご

説明申し上げます。 
予算説明書の水色の紙をお開きいただき３ページをご覧下さい。まず第１条第１項につきましては

予算の総額を歳入歳出それぞれ７千８３８万５千円と定めるものでございます。第１条第２項につき

ましては後ほど事項別明細書によりご説明申し上げます。次に審議資料水色のページ簡易水道事業特

別会計３ページの主要施策事業調べと、４ページの事業位置図のご説明を申し上げます。最初に平成

２１年度簡易水道事業における主な事業内容と事業位置についてご説明申し上げます。３ページをお

開き下さい。 
水道メーター器更新事業でありますが、計量法に基づき８年を経過した水道メーターは更新をしな

ければなりませんので、第１施設１１１ヶ所、第２施設１４ヶ所、合計１２５ヶ所のメーター器更新

を行うものであり、事業費として９５０万円を計上いたしております。特定財源８４４万１千円は簡

易水道基金繰入金であります。次に水道配水管移設事業ですが、道路改良工事に伴う配水管の移設工

事であり、町道新町３線道路約８３メートルの移設事業が予定され、事業費として２００万円を計上

しております。４ページでは 図面番号①として記載されております。特定財源６５万６千円は簡易

水道基金繰入金、その他１３４万４千円は配水管移設工事に伴う補償費であります。 
続いて、この審議資料の１ページにお戻り下さい。予算の総括表でご説明申し上げます。 
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歳入歳出の合計額ですが、前年度対比３２０万８千円の増となり、率で１０４．３％となっておりま

す。それでは最初に，歳入の款毎における予算額を前年度対比においてご説明申し上げます。１款使

用料及び手数料は前年度１７０万円の減となっておりますが、人口の減少、飲食店の閉店等により水

道の使用水量が減少してきておりますので、平成２０年度の実績も参考にしながら減額計上いたして

おります。２款財産収１万円の減は基金利子の減であります。３款繰入金５４０万５千円の増は、 一

般会計繰入金３５万４千円の増と簡易水道施設整備基金繰入金が５０５万１千円の増となっており

ます。４款繰越金については増減はありません。５款諸収入の４８万７千円の減は、配水管移設補償

金の減額によるものです。 
次に歳出における款毎の予算額を説明申し上げます。１款 総務費については１５４万５千円の増
となっておりますが、主な要因は職員２人分の人件費の増と需用費、公課費の増が主な要因となって

おります。２款施設費は６万円の減となっていますが、水道メーター器更新事業で１７９万３千円増

額、水道配水管移設工事で約２１４万５千円の減額によるものです。３款公債費１７３万３千円の増

は、起債の元金償還金が２１６万円の増、地方債利子償還金が４２万７千円の減となっております。

４款基金積立金１万円の減は簡易水道施設整備基金積立金の減であります。続いて２ページをお開き

下さい。２ページは各款の性質別、節別の予算分類表であり、説明は省略させていただきます。 
それでは予算書の１７ページをお開き下さい。歳出の特異的なものと財源内訳についてご説明申し

上げます。１款総務費の１目一般管理費につきましては、当会計に属する職員２名分の人件費と物件

費を計上しておりますが、先ほど審議資料の総括で説明したとおり、昨年度と比較して１５４万５千

円の増となっています。続いて２款施設費ですが、先ほど総括表で説明したとおりであり省略します

が、特定財源のその他１千４４万１千円は簡易水道基金繰入金が９０９万７千円、諸収入、補償費が

１３４万４千円となっております。３款公債費については総括表で説明したとおりで特異的なものは

ございません。特定財源のその他１千４２０万７千円の増については一般会計繰入金です。４款基金

積立金についても特異的なものはございません。特定財源のその他２１万円は簡易水道施設整備基金

利子でございます。 
２０ページから２７ページにつきましては職員２名の給与費明細書であり、一般会計と同様の内容、

様式となっておりますので説明を省略させていただきます。 続いて２８ペ－ジをお開き下さい。地
方債の調書でありますが、区分は簡易水道債と過疎債であり総額で申し上げます。前々年度末平成１

９年度末現在高３億５千９７８万４千円、前年度末平成２０年度末現在高見込額３億３千５１７万１

千円、当該年度平成２１年度中の元金償還見込額２千６７７万４千円、当該年度末平成２１年度末の

現在高見込額は３億８３９万７千円となる見込みです。 
それでは歳入の説明をさせていただきますので、予算書の９ページにお戻り下さい。歳入について

は総括でご説明申し上げます。２款財産収入２１万円、３款繰入金２千３３０万４千円、５款諸収入   

１３４万４千円、合計２千４８５万８千円につきましては特定財源であり、また、１款使用料及び手

数料５千１５２万７千円、４款繰越金２万円の合計５千３５２万７千円を一般財源に充当いたします。 
以上で、説明を終わります。 
   
○議長（村尾富造君） 
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 次に、議案第３２号 平成２１年度清里町農業集落排水事業特別会計予算について。建設課長。 
 
○建設課長 
既に上程されております、議案第３２号平成２１年度清里町農業集落排水事業特別会計予算につい

てご説明申し上げます。薄紫色の仕切りをお開きいただき予算説明書の３ページをご覧下さい。 
まず第１条第１項につきましては、歳入歳出の予算総額を１億２千７７９万４千円と定めるもので

す。第１条第２項につきましては後ほど事項別明細書によりご説明申し上げます。次に審議資料の薄

紫色ページ農業集落排水事業特別会計３ページの主要施策事業調べの説明を申し上げます。公共桝の

新設工事を３ヶ所、事業費９０万円を計上いたしております。また、終末処理場２ヶ所の修繕費、２

５０万円を計上いたしております。特定財源１０万円は工事費分担金です。 
 それでは審議資料の１ページにお戻り下さい。予算を２０年度との比較により総括表でご説明申し

上げます。総括表でありますが、歳入歳出ともに前年度比 ４７１万６千円の減、前年度対比９６．
４％となっております。まず歳入についてご説明申し上げます。１款分担金及び負担金につきまして

は増減はありません。２款使用料及び手数料の１３３万円の減は、水道使用料と同様人口の減少等が

主な要因となっております。３款財産収入については増減がありません。４款 繰入金２８９万５千
円の減は一般会計繰入金の減によるものです。５款繰越金については増減はありません。６款諸収入

は４９万１千円の減となっておりますが、主な要因としては公共桝移転補償費の減によるものであり

ます。 
続いて歳出についてご説明申し上げます。１款総務費４５万６千円の増につきましては、一般管理

費の職員の異動に伴う人件費の増と施設管理費の光熱水費の増額によるものです。２款事業費１２４

万６千円の減は町単独工事の事業量の減によるものであります。３款公債費３９２万６千円の減につ

きましては、起債の元金償還金が２３３万６千円の減、利子償還金が１５９万円の減となっておりま

す。続いて２ページをお開き下さい。２ページは各款における性質別、節別の予算分類表でありまし

て説明は省略させていただきます。 
それでは、予算説明書の１７ページをお開きください。歳出の特異的なものと財源内訳について説

明いたします。１款総務費、１目一般管理費、２節給料から４節共済費につきましては本会計に属す

る職員１名分の人件費と管理費であり、特異的なことはありません。１７ページ下段から１８ページ

をご覧下さい。２目施設管理費は需用費の光熱水費を増額計上しておりますが、その他は特異的なも

のはありません。特定財源のその他２万円は財産収入、生産物売払収入です。１８ページ下段から１

９ページにかけてご覧下さい。２款事業費、１目農業集落排水事業費ですが１２４万６千円の減とな

っていますが、主な要因は事業費等の減によるものです。下水道台帳作成委託料２５万円につきまし

ては札弦地区の２ヶ年分の台帳整理をするものであります。工事請負費につきましては道路改良に伴

うマンホール移設、処理場の機器整備事業に要する費用を計上いたしております。特定財源１０万円

は施設工事分担金であります。３款公債費については地方債元金と利子で３９２万６千円の減となっ

ています。１目元金、２目利子の特定財源、その他合計額８千９７４万１千円は全て一般会計繰入金

です。 
以下２０ページから２７ページまでは当会計に属する職員１名分の給与費明細書であり、一般会計
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と同様の様式、内容となっていますので説明は省略させていただきます。次ぎに２８ページをお開き

下さい。地方債に関する調書ですが、区分は下水道債、特例債、過疎債となっており、総額で前々年

度末平成１９年度末現在高９億７千２８５万９千円、前年度末平成２０年度末現在高見込額       
９億３１５万３千円、当該年度平成２１年度中の元金償還見込額６千７３７万円、当該年度平成２１

年度末現在高見込額は８億３千５７８万３千円の見込みとなります。 
続いて歳入についてご説明申し上げますので９ページにお戻り下さい。１款分担金及び負担金、３

款財産収入、４款繰入金、それらの合計８千９８６万１千円を特定財源とし、２款使用料及び手数料、

５款繰越金及び６款諸収入の合計３千７９３万３千円を一般財源として充当いたします。以上で説明

を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 次に、議案第３３号 平成２１年度清里町焼酎事業特別会計予算について。焼酎事業所長。 
 
○焼酎事業所長 
 既に上程されております、議案第３３号平成２１年度清里町焼酎事業特別会計予算についてご説明

申し上げます。予算説明書の鶯色の仕切りの次のページ３ページをお開き下さい。 
第１条第１項につきましては、歳入歳出の予算の総額をそれぞれ１億１千４１６万円と定めるもの

です。第１条第２項につきましては、後ほど事項別明細書においてご説明申し上げます。第２条につ

きましては、一時借入金の限度額を２千万円と定めるものです。続きまして、別冊の予算審議資料で

ご説明いたしますので審議資料の鶯色の１ページ予算総括表をお開き下さい。 
 平成２１年度の歳入歳出の予算額の合計は１億１千４１６万円でございます。前年度との比較金額

では３０６万円の減であり、前年度対比９７．４％であります。歳入の款別におけます前年度比較金

額の主な内容につきまして申し上げます。１款財産収入は４００万円の減額であります。販売内訳に

つきましては３ページの平成２１年度焼酎等製造販売計画表の２販売計画のとおり販売本数につき

ましては、焼酎製品で９万５千１６０本、水製品で１万６千本であり、販売額の合計は１億円で計画

をいたしております。２款繰入金は９４万円の増額でございます。３款繰越金及び４款諸収入の増減

はございません。 
次に歳出の款別におけます前年度比較金額の主な内容につきまして申し上げます。１款総務費は２

１２万４千円の増額であります。内容といたしましては人件費の６６万７千円の増、報償費で９４万

４千円の増、工事請負費で６０万円の増となってございます。２款製造費は５１８万４千円の減額で

あります。社会保険料及び賃金で４４万４千円の減、需用費で２７８万８千円の減、使用料及び賃借

料で１８１万５千円の減、原材料費で４７万１千円の減、公課費で２４万２千円の減であり、役務費

では１１万６千円の増、備品購入費４６万円の増となっております。また、製造につきましては３ペ

ージに記載のとおり、じゃがいも焼酎、麦焼酎、かぼちゃ焼酎合わせまして５０回の仕込みでアルコ

ール２５度換算数量で８８キロリットルの製造を見込んでおります。３款公債費につきましては、増

減はございません。２ページをお開き下さい。２ページは各款における性質別、節別予算分類表でご

ざいます。説明は省略をさせていただきます。 
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続きまして予算説明書の事項別明細書により、歳出からご説明いたしますので、焼酎事業特別会計

の１７ページをお開き下さい。歳出の説明は特異的なものについてのみご説明をいたします。１款総

務費、１目一般管理費は職員３名の人件費と管理費用と物件費でございます。１８ページをお開き下

さい。１５節工事費６０万円は高圧受電設備区分開閉器取替工事でございます。１９ページ、総務費

の財源内訳、特定財源その他１千３６３万円は一般会計繰入金でございます。１９ページ、２款製造

費、１目醸造費はじゃがいも焼酎などの５０回仕込みの製造経費と瓶詰め経費及び酒税などの物件費

でございます。説明を省略させていただきます。２０ページの公債費５万円は一時借入れ金でござい

ます。２１ページから２７ページまでは当会計３名分の給与費明細書であり説明は省略させていただ

きます。２８ページをお開き下さい。債務負担行為に関します調書で瓶洗い用機械の借上げ事業に係

るものであります。平成２０年度で期間終了となってございます。説明を省略させていただきます。    
次に歳入のご説明を申し上げますので９ページにお戻り下さい。１款財産収入につきましては審議

資料の歳入でご説明いたしました。１款財産収入、３款繰越金、４款諸収入は一般財源でございます。

２款繰入金は一般会計繰入金であります。特定財源その他であり総務費に充当させていただきます。

以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これで全会計の予算説明が終わりました。 
 お諮りします。審議の方法については、議会先例により議長を除く全員をもって構成する予算審査

特別委員会を設置し、これに付託の上審査したいと思いますがご異議ありませんか。 
（「異議なし」との声あり） 

○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。したがって、議長を除く全員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託の上審査することに決定しました。 
 ここで暫時休憩いたします。休憩中に特別委員会を開催し、正副委員長の互選をお願いいたします。 

休憩 午前１１時４５分 
                                 再開 午前１１時５２分 
○議長（村尾富造君） 
 休憩前に引き続き会議を開きます。 
特別委員会の正副委員長の互選が行われましたので、その結果を報告いたします。 
 委員長 澤田伸幸君、副委員長 藤田春男君。以上のとおり報告がありました。 
なお、審査日程は３月１２日から１３日までの２日間との報告がありました。 
 お諮りします。ここで予算審査特別委員会の審査が終了するまで休会にしたいと思いますがご異議

ありませんか。 
（「異議なし」との声あり） 

○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員会の審査が終了するまで休会とすることに決

定しました。 
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●散会宣告 
○議長（村尾富造君） 
本日はこれで休会といたします。 
大変ご苦労様でした。 
                                （散会 午前１１時５５分） 
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平成２１年第１回清里町議会定例会会議録（３月１３日） 
 
平成２１年第２回清里町議会定例会は、清里町議会事堂に招集された。 
 
１．応招議員は次のとおりである。 
       １番 勝 又 武 司      ６番 藤 田 春 男 
    ２番 加 藤 健 次      ７番 細 矢 定 雄 
    ３番 畠 山 英 樹      ８番 中 西 安 次 
    ４番 澤 田 伸 幸      ９番 村 尾 富 造 
    ５番 田 中   誠 
 
２．不応招議員は次のとおりである。 
    なし 
 
３．出席議員は次のとおりである。 
    出席議員は応招議員に同じである。 
     
４．欠席議員は次のとおりである。 
    なし 
 
５．遅刻議員は次のとおりである。 
    なし 
 
６．早退議員は次のとおりである。 
    なし 
 
７．地方自治法第１２１条の規定により、説明のために会議に出席した者は次のとおりである。 
 
         町 長   橋  場    博 
         代 表 監 査 委 員   篠 田 恵 介 
         教 育 委 員 長   二  俣    勝 
         農 業 委 員 会 長   成 戸 昌 道 

副 町 長   櫛 引 政 明 
         総 務 課 長   古 谷 一 夫 
         町 民 課 長   小 笠 原 利 一 郎 
         建 設 課 長   坂 本 哲 夫 
         産 業 課 長   宇  野    充 
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         保 健 福 祉 課 長   島 澤 栄 一 
出  納  室  長   谷    秀  三 

         焼 酎 事 業 所 長   長 屋 将 木 
         教 育 長   荻 野 美 樹 
         生 涯 教 育 課 長   柏 木 繁 延 
         監 査 委員事務局長   村 上 孝 一 
         農業委員会事務局長   宇  野    充 
         選挙管理委員会事務局長   古 谷 一 夫 
 
８．本会議の書記は次のとおりである。 
         事 務 局 長   村 上 孝 一 
         主        査   鈴 木 美 穂 子 
 
９．本会議の案件は次のとおりである。 
議案第 ６号  清里町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 
議案第 ９号  清里町税条例の一部を改正する条例 
議案第１０号  清里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 
議案第１１号  清里町介護保険条例の一部を改正する条例 
議案第２６号  平成２１年度清里町一般会計予算  
議案第２７号  平成２１年度清里町介護保険事業特別会計予算  
議案第２８号  平成２１年度清里町国民健康保険事業特別会計予算 
議案第２９号  平成２１年清里町老人保健特別会計予算  
議案第３０号  平成２１年度清里町後期高齢者医療特別会計予算 
議案第３１号  平成２１年度清里町簡易水道事業特別会計予算 
議案第３２号  平成２１年度清里町農業集落排水事業特別会計予算 
議案第３３号  平成２１年度清里町焼酎事業特別会計予算   
議案第３４号  公営住宅建設工事請負契約の締結について 
会議案第１号  清里町議会議員の議員報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例 
意見案第１号  北海道の自衛隊体制維持を求める意見書について 
意見案第２号  公契約に関する基本法の制定を求める意見書について 
意見案第３号  雇用対策の充実・強化とセーフティーネットの拡充を求める意見書について 
意見案第４号  市町村病院の経営安定化と療養病床の維持存続を求める意見書について 
意見案第５号  平成２１年度酪農畜産政策・価格対策に関する意見書について 
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                                開議 午後１時００分 
●開議宣告 
○議長（村尾富造君） 
ただ今の出席議員数は９名です。 
これから本日の会議を開きます。 
本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

 
●日程第１ 会議録署名議員の指名について 
○議長（村尾富造君） 
日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 
会議録署名議員は会議規則第１１８条の規定により議長において５番 田中 誠君、６番 藤田春

男君を指名いたします。 
 
●日程第２ 議案第６号、議案第９号から議案第１１号 
○議長（村尾富造君） 
既に上程されております、議案第６号 清里町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更についてを

議題とします。 
 
○議長（村尾富造君） 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第６号を採決します。この採決は起立によって行います。 
 本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第６号 清里町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について

は原案どおり可決されました。 
  
○議長（村尾富造君） 
 既に上程されております、議案第９号 清里町税条例の一部を改正する条例を議題とします。 
 
○議長（村尾富造君） 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
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○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第９号を採決します。この採決は起立によって行います。 
 本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第９号 清里町税条例の一部を改正する条例は原案どおり可決さ

れました。 
 
○議長（村尾富造君） 
既に上程されております、議案第１０号 清里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を議題

とします。 
 
○議長（村尾富造君） 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第１０号を採決します。この採決は起立によって行います。 
 本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１０号 清里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例は原

案どおり可決されました。 
  
○議長（村尾富造君） 
既に上程されております、議案第１１号 清里町介護保険条例の一部を改正する条例を議題としま

す。 
 
○議長（村尾富造君） 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第１１号を採決します。この採決は起立によって行います。 
 本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第１１号 清里町介護保険条例の一部を改正する条例は原案どお

り可決されました。 
 
  ●日程第３ 議案第２６号から議案第３３号 
○議長（村尾富造君） 
既に上程されております、議案第２６号 平成２１年度清里町一般会計予算から、議案第３３号 

平成２１年度清里町焼酎事業特別会計予算まで、都合８件を一括議題とします。 
 本件について委員長の報告を求めます。予算審査特別委員会委員長 澤田伸幸君。 
 
○４番（澤田伸幸君） 
平成２１年３月１１日、第２回清里町議会定例会において付託された事件は、審査の結果次のとお

り決定したので、会議規則第７６条の規定により報告します。 
１、審査事件 議案第２６号 平成２１年度清里町一般会計予算から議案第３３号 平成２１年度

清里町焼酎事業特別会計予算まで。 
２、審査期日 平成２１年３月１２日から平成２１年３月１３日まで２日間。  
３、審査の結果 各会計原案どおり決定することとしました。 

 
○議長（村尾富造君） 
 本件について、議会先例に基づき質疑を省略します。 
 
○議長（村尾富造君） 
 お諮りします。ただ今議題としました８件については、討論を省略し一括採決したいと思いますが

ご異議ありませんか。 
（「異議なし」との声あり） 

○議長（村尾富造君） 
異議なしと認めます。 
したがって、ただ今議題としました８件については、討論を省略し一括して採決することに決定し

ました。 
これから議案第２６号から議案第３３号までを一括採決します。この採決は起立によって行います。

本件に対する委員長の報告は原案可決です。議案第２６号から議案第３３号までは委員長の報告の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 
（賛成者起立） 

○議長（村尾富造君） 
  起立全員です。したがって、議案第２６号 平成２１年度清里町一般会計予算から、議案第３３号

平成２１年度清里町焼酎事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
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  ●日程第４ 議案第３４号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第４ 議案第３４号 公営住宅建設工事請負契約の締結についてを議題とします。本件につい

て提案理由の説明を求めます。建設課長。 
 
○建設課長 
 ただ今上程されました、議案第３４号公営住宅建設工事請負契約の締結についてご説明申し上げま

す。本件は、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 
契約の目的は公営住宅建設工事であります。工事の概要をご説明申し上げます。工事の場所は清里

町羽衣町２７番地、旧営林署跡地のひまわり団地であります。工事の内容は、公営住宅１棟４戸で、

内訳は２ＬＤＫ２戸、３ＬＤＫ２戸の建設であります。契約の方法は指名競争入札による契約であり、

契約金額は８千３４７万５千円となっております。なお、予定価格は８千４３８万８千５００円でご

ざいます。契約の相手方は株式会社石井組であり、工期は平成２１年３月１６日より平成２１年１２

月１０日を予定しております。また、工事費等必要経費につきましては、３月３１日付けをもって繰

越の専決処分をさせていただきますのでご理解いただきたいと存じます。以上で説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから議案第３４号を採決します。この採決は起立によって行います。 
本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、議案第３４号 公営住宅建設工事請負契約の締結については原案どお

り可決されました。 
 
●日程第５ 会議案第１号 
○議長（村尾富造君） 
 日程第５ 会議案第１号 清里町議会議員の議員報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条

例を議題とします。本件について提案理由の説明を求めます。議会運営委員会委員長 加藤健次君。 
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○２番（加藤健次君）  
ただ今上程されました、会議案第１号清里町議会議員の議員報酬及び費用弁償支給条例の一部を改

正する条例について提案理由の説明を申し上げます。 
本件については、議員が長期にわたり病気療養等により議会活動ができなくなった場合、その期間

に応じて報酬を減額する規定を新たに設けるものです。それでは別冊の審議資料により説明いたしま

すので議会関係審議資料の１ページをご覧下さい。アンダーラインを引いてあるところが今回改正を

するところであります。 
 第３条は議員報酬の減額の規定を新たに設けるもので、第１項として議員が議会活動ができなくな

った期間に応じて、次の表に定める割合を議員報酬から減額するものです。議会活動ができない期間

が９０日以上１８０日未満は１００分の３０、１８０日以上３６５日未満は１００分の４０、３６５

日以上は１００分の５０をそれぞれ減額するものです第２項は減額の開始・終了の取り扱いを規定し

ており、９０日、１８０日、３６５日の経過する日の属する月の翌月から開始し、復帰した日の属す

る月をもって終了するものです。第３項は公務災害等に認定された場合、この規定を適用しない規定

であります。第４条から第６条は条の繰り下げ、附則は施行期日を定めるもので、この条例は平成２

１年４月１日より施行いたします。以上で提案理由の説明を終わります。 
 
○議長（村尾富造君） 
 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 質疑なしと認めます。 
 お諮りします。本件については討論を省略し採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。 
 これから会議案第１号を採決します。この採決は起立によって行います。 
本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
○議長（村尾富造君） 
 起立全員です。したがって、会議案第１号清里町議会議員の議員報酬及び費用弁償支給条例の一部

を改正する条例は原案どおり可決されました。 
 
●日程第６から日程第７ 意見案第１号から意見案第２号 
○議長（村尾富造君） 
 ここで議事の都合上、日程第６ 意見案第１号 北海道の自衛隊体制維持を求める意見書について、

日程第７ 意見案第２号 公契約に関する基本法の制定を求める意見書についてを一括議題としま

す。２件についてそれぞれ提案理由の説明を求めます。総務文教常任委員会委員長 畠山英樹君。 
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○３番（畠山英樹君） 
意見案第１号 北海道の自衛隊体制維持を求める意見書について。本件について、地方自治法第９

９条の規定により、別紙の通り意見書を提出するものとする。 
（以下、意見書の朗読） 
  
２件目、意見案第２号 公契約に関する基本法の制定を求める意見書について。本件について、地

方自治法第９９条の規定により、別紙の通り意見書を提出するものとする。 
（以下、意見書の朗読） 
 
○議長（村尾富造君） 
これから、２件について一括質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
質疑なしと認めます。 
お諮りします。この意見案２件ついては、討論を省略し一括して採決したいと思いますがご異議あ

りませんか。 
（「異議なし」との声あり） 

○議長（村尾富造君） 
異議なしと認めます。 
これから意見案２件を一括して採決します。この採決は起立によって行います。 
意見案第１号並びに意見案第２号は原案どおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 
○議長（村尾富造君） 
起立全員です。したがって、意見案第１号 北海道の自衛隊体制維持を求める意見書について、意

見案第２号 公契約に関する基本法の制定を求める意見書については原案のとおり可決されました。 
 
○議長（村尾富造君） 
 お諮りします。ただ今可決された意見書の提出先並びに内容の字句等について、その整理を要する

ものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますがご異議ありませんか。 
（「異議なし」との声あり）  

○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。したがって意見書の提出先並びに内容の字句等については、議長に委任する

ことに決定しました。 
 
●日程第８から日程第１０ 意見案第３号から意見案第５号 
○議長（村尾富造君） 
 ここで議事の都合上、日程第８ 意見案第３号 雇用対策の充実・強化とセーフティーネットの拡
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充を求める意見書についてから、日程第１０ 意見案第５号 平成２１年度酪農畜産政策・価格対策

に関する意見書についてまでを一括議題とします。３件についてそれぞれ提案理由の説明を求めます。

産業福祉常任委員会委員長 澤田伸幸君。 
 
○４番（澤田伸幸君） 
意見案第３号 雇用対策の充実・強化とセーフティーネットの拡充を求める意見書について。本件

について、地方自治法第９９条の規定により、別紙の通り意見書を提出するものとする。 
（以下、意見書の朗読） 
  
次、意見案第４号 市町村立病院の経営安定化と療養病床の維持存続を求める意見書について。本

件について、地方自治法第９９条の規定により、別紙の通り意見書を提出するものとする。 
（以下、意見書の朗読） 
 
 次、意見案第５号 平成２１年度酪農畜産政策・価格対策に関する意見書について。本件について、

地方自治法第９９条の規定により、別紙の通り意見書を提出するものとする。 
（以下、意見書の朗読） 
 
○議長（村尾富造君） 
これから、３件について一括質疑を行います。 

（「質疑なし」との声あり） 
○議長（村尾富造君） 
質疑なしと認めます。 
お諮りします。この意見案３件ついては、討論を省略し一括して採決したいと思いますがご異議あ

りませんか。 
（「異議なし」との声あり） 

○議長（村尾富造君） 
異議なしと認めます。 
これから意見案３件を一括して採決します。この採決は起立によって行います。 
意見案第３号から意見案第５号は原案どおり決定することに賛成の方は起立願います。  

（賛成者起立） 
○議長（村尾富造君） 
起立全員です。したがって、意見案第３号 雇用対策の充実・強化とセーフティーネットの拡充を

求める意見書について、意見案第４号 市町村立病院の経営安定化と療養病床の維持存続を求める意

見書について、意見案第５号 平成２１年度酪農畜産政策・価格対策に関する意見書については原案

のとおり可決されました。 
 
○議長（村尾富造君） 
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 お諮りします。ただ今可決された意見書の提出先並びに内容の字句等について、その整理を要する

ものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますがご異議ありませんか。 
（「異議なし」との声あり）  

○議長（村尾富造君） 
 異議なしと認めます。したがって意見書の提出先並びに内容の字句等については、議長に委任する

ことに決定しました。 
 
  ●閉会宣言 
○議長（村尾富造君） 
 これで本日の日程は全部終了しました。 
 会議を閉じます。 
平成２１年第２回清里町議会定例会を閉会します。大変ご苦労様でした。 

（閉会 午後１時２７分） 
                               
 


